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ママニニュュアアルル中中のの表表示示のの意意味味
安安全全にに関関すするる表表示示
本製品および取扱説明書には、製品を安全にお使いいただくために絵表示が使われています。
人体への危害や財産への損害を防ぐために、次の絵表示で表記された説明は、内容をよくお読みいただいた上で、説明に従ってお取り扱いください。

警警告告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注注意意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容
を示しています。

一一般般情情報報にに関関すするる表表示示

注注意意
注意して取り扱わないと、本製品の故障や損傷の原因となるおそれがある内容を記載しています。

知っておくと便利な関連情報を記載しています。

【ボタン名】 リモコンまたは操作パネルのボタン名称を示しています。
例：【戻る】ボタン

［メニュー/設定名］ プロジェクターのメニューや設定の名称を示しています。
例：
［映像調整］メニューを選択する
s［映像調整］ >［カラーモード］

関連事項を記載しているページを示しています。

s プロジェクターのメニューの階層を示しています。

gg関関連連項項目目
• 「マニュアルの使い方と情報の探し方」 p.10



• 「ドキュメント類の最新バージョンを入手する」 p.11



ママニニュュアアルルのの使使いい方方とと情情報報のの探探しし方方 10

PDFマニュアルでは、探したい情報のキーワードから該当箇所を検索
したり、しおりから直接ジャンプしたりすることができます。また、
必要なページだけ印刷することもできます。ここでは、PDFマニュア
ルをコンピューターのAdobe Reader Xで開いた場合の使い方を説明し
ます。

gg関関連連項項目目
• 「キーワードで検索する」 p.10
• 「しおりから直接ジャンプする」 p.10
• 「必要なページだけ印刷する」 p.10

キキーーワワーードドでで検検索索すするる
［編集］メニューの［高度な検索］をクリックします。検索ボックス
に探したい情報のキーワード（語句）を入力して、［検索］をクリッ
クします。キーワードの該当箇所が一覧で表示されます。表示された
文字列をクリックすると、該当ページにジャンプします。

ししおおりりかからら直直接接ジジャャンンププすするる
タイトルをクリックするとそのページにジャンプします。［+］または
［>］をクリックすると下の階層のタイトルが表示されます。ジャンプ
前のページに戻りたいときは、キーボードで以下の操作をします。

• Windows：［Alt］キーを押したまま［←］キーを押します。
• Mac OS：commandキーを押したまま［←］キーを押します。

必必要要ななペペーージジだだけけ印印刷刷すするる
紙で読みたいページだけを抜き出して印刷できます。［ファイル］メ
ニューの［印刷］をクリックして、［印刷するページ］の［ページ指
定］で印刷したいページを指定します。
• 連続したページの指定は、開始ページと終了ページの間にハイフン
を入れます。
例：20-25

• 連続していない複数ページの指定は、ページをカンマで区切りま
す。
例：5,10,15
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説明書や仕様書の最新バージョンは、EPSONのWebサイトからダウン
ロードできます。
epson.jp/lcp/doc/にアクセスし、機種名を入れてください。

http://epson.jp/lcp/doc/


ププロロジジェェククタターーをを使使用用すするる前前にに
本機の特長と各部の名称について説明します。

gg関関連連項項目目
• 「本機の特長」 p.13
• 「プロジェクターの各部名称と働き」 p.16
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本機は、用途に合わせたさまざまな機能を備えたプロジェクターで
す。各機能の特長と各部の名称について説明します。

gg関関連連項項目目
• 「長寿命のレーザー光源」 p.13
• 「かんたん投写」 p.13
• 「らくらく無線投写」 p.13
• 「ネットワークでプロジェクター管理」 p.14
• 「展示スペースで投写」 p.15

長長寿寿命命ののレレーーザザーー光光源源
レーザーダイオードを使用しているため、メンテナンスの手間が少な
く、突然の光源切れによる中断のリスクを削減できます。

かかんんたたんん投投写写
• 電源コードをコンセントに差し込むだけで本機の電源をオンにしま
す（ダイレクトパワーオン）。

• 接続機器からの入力信号を検出して、自動的に本機の電源をオンに
します（オートパワーオン）。

• ホーム画面を使って、入力ソースやよく使う機能を簡単に選択でき
ます。

gg関関連連項項目目
• 「ホーム画面」 p.47
• 「プロジェクターの電源を入れる」 p.46

ららくくららくく無無線線投投写写
• Screen Mirroringを使うと、Miracastに対応のモバイルデバイスと本機
を無線で接続します。

• Epson iProjection (Windows/Mac)を使うと、投写画面を分割して最大
4つの画面を同時に投写できます。ネットワーク上のコンピューター
の画面や、Epson iProjectionがインストールされているスマートフォ
ンやタブレット端末内のデータを投写できます。
詳しくは『Epson iProjection操作ガイド (Windows/Mac)』をご覧くだ
さい。
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a

• 無線LAN経由で投写するときは、本機に無線LANユニットを
取り付けてから無線LAN設定をしてください（EB‑L720U）。
無線LANユニットが同梱されていない場合は、オプション品
をお買い求めください。本機の同梱品は『かんたん操作ガイ
ド』で確認できます。

• 無線LANユニットが内蔵されている機種では、無線LAN
ユニットの取り付けは不要です（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

• 必要なソフトウェアおよび取扱説明書は以下のWebサイトか
らダウンロードできます。
epson.jp/download

• Epson iProjection (iOS/Android)を使うと、本機とモバイルデバイスを
無線で接続できます。Epson iProjectionはApp Store、Google Playから
ダウンロードできます。

a

App Store、Google Playへ接続する際の通信料はお客様の負担
となります。

• Epson iProjection (Chromebook)を使うと、本機とChromebookを無線
で接続できます。Epson iProjectionは、Chromeウェブストアからダウ
ンロードできます。

a

Chromeウェブストアへ接続する際の通信料はお客様の負担と
なります。

gg関関連連項項目目
• 「有線LANでの映像投写」 p.139
• 「無線LANでの映像投写」 p.143
• 「モバイルデバイスからのワイヤレス投写（Screen Mirroring）」
p.157

ネネッットトワワーーククででププロロジジェェククタターー管管理理
Epson Projector Professional Toolを使うと、お使いのコンピューターか
らネットワーク経由で投写映像を調整したり、本機の状態を監視した
りできます。
詳しくは『Epson Projector Professional Tool操作ガイド』をご覧くださ
い。

a

必要なソフトウェアおよび取扱説明書は以下のWebサイトから
ダウンロードできます。
epson.jp/download

gg関関連連項項目目
• 「Epson Projector Professional Toolの対応機能」 p.277

https://www.epson.jp/support/download/
https://www.epson.jp/support/download/
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展展示示ススペペーーススでで投投写写
美術館、ショールーム、店舗などでのデジタルサイネージに適した映
像を投写できます。

• コンテンツ再生モードでは、USBメモリーに保存したプレイリストを
再生できます。エフェクト機能で映像の色や形を変えることもでき
ます。

• 以下の方法で、コンテンツ再生モードで再生するプレイリストを作
成できます。
• Epson Projector Content Managerを使うと、画像や動画をプレイリ
ストに追加して外付けデバイスに保存できます。エフェクト機能を
使って投写映像の色や形を変えたり、プレイリストを再生する日時
を指定するタイムテーブルを設定することもできます。
詳しくは『Epson Projector Content Manager操作ガイド』をご覧く
ださい。

• Epson Web Controlを使うと、Webブラウザーを使ってプレイリスト
を作成して、ネットワークプロジェクターに接続されている外付け
デバイスに保存できます。エフェクト機能を使って投写映像の色や
形を変えることもできます。

• Epson Creative Projectionを使うと、iOSのモバイルデバイスでデジ
タルサイネージコンテンツを作成できます。プロジェクターにコン
テンツをワイヤレスに転送することもできます。
Epson Creative Projectionは、App Storeから無料でダウンロードでき
ます。App Storeへ接続する際の通信料はお客様の負担となりま
す。

a

必要なソフトウェアおよび取扱説明書は以下のWebサイトから
ダウンロードできます。
epson.jp/download

gg関関連連項項目目
• 「コンテンツ再生モードで投写する」 p.101
• 「Epson Projector Content Managerの対応機能」 p.276

https://www.epson.jp/support/download/
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本機の各部名称とその働きについて説明します。
本書では断りがないかぎりEB‑L735Uのイラストを用いて説明していま
す。
プロジェクターの各部の形状はお使いの機種によって異なります。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターの各部名称 -前面/上面」 p.16
• 「プロジェクターの各部名称 -背面」 p.17
• 「プロジェクターの各部名称 -底面」 p.18
• 「プロジェクターの各部名称 -インターフェイス」 p.19
• 「プロジェクターの各部名称 -操作パネル」 p.20
• 「プロジェクターの各部名称 -リモコン」 p.21

ププロロジジェェククタターーのの各各部部名名称称 -前前面面/上上面面
EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U

EB‑L720U

名称 働き

A 吸気口 本機内部を冷却するための空気を取り込みます。

B フロントフット 机上設置時に、フットを伸ばして映像の高さを調
整します。

C フォーカスリング 映像のピントを合わせます。

D ズームリング
（EB‑L735U/EB‑L730
U/EB‑L720U/EB‑L630
U/EB‑L630W/EB‑L530
U）

映像のサイズを調整します。

E 投写レンズ ここから映像を投写します。

F 吸気口（エアフィル
ター）

本機内部を冷却するための空気を取り込みます。

G ケーブルカバー（EB
‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W/E
B‑L530U）

ケーブルを接続した背面の接続端子部のカバーで
す。
ケーブルを接続するときや無線LANユニットを装
着するときに、ネジを2本ゆるめてカバーを外し
ます。
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名称 働き

H インジケーター 本機の状態を表示します。

I 上下レンズシフトダ
イヤル（EB‑
L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W/E
B‑L530U）

ダイヤルを回して投写映像の位置を上下に移動し
ます。

J 左右レンズシフトダ
イヤル（EB‑
L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W/E
B‑L530U）

ダイヤルを回して投写映像の位置を左右に移動し
ます。

K リモコン受光部 リモコン信号を受信します。

L スピーカー 音声を出力します。

M 排気口 本機内部を冷却した空気の吐き出し口です。

注注意意
投写中は手や顔を排気口に近づけたり、熱
による悪影響を受けるものを排気口の近く
に置かないでください。排気口から温風が
出るため、やけどや変形、事故の原因とな
ります。

N リモコン受光部 リモコン信号を受信します。

O レンズカバー 本機を使用しないときに装着し、投写レンズを保
護します。

gg関関連連項項目目
• 「エアフィルターと吸排気口をメンテナンスする」 p.232
• 「インジケーターの見方」 p.242

• 「リモコンを操作する」 p.44
• 「ズームリングで映像の大きさを調整する」 p.72
• 「フォーカスリングで映像のピントを調整する」 p.75
• 「ケーブルカバーを取り付ける」 p.42
• 「映像の位置を調整する（レンズシフト）」 p.58

ププロロジジェェククタターーのの各各部部名名称称 -背背面面

名称 働き

A セキュリティース
ロット

Kensington社製のマイクロセーバーセキュリ
ティーシステムに対応したセキュリティースロッ
トです。

B 電源端子 電源コードを接続します。

C インターフェイス 外部機器を接続します。

D 操作パネル 本機の操作をします。

E リモコン受光部 リモコン信号を受信します。
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gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターの各部名称 -インターフェイス」 p.19
• 「セキュリティーケーブルを取り付ける」 p.137

ププロロジジェェククタターーのの各各部部名名称称 -底底面面

名称 働き

A フロントフット 机上設置時に、フットを伸ばして映像の高さを調
整します。

B 天吊り金具固定部
（4箇所）

本機を天井から吊り下げるときは、オプションの
天吊り金具をここに取り付けます。

名称 働き

C ワイヤークランプ固
定部

オプションの天吊り金具を取り付けるときは、落
下防止のため、カラビナをここに取り付けてセー
フティーワイヤーを通します。

D リアフット 机上設置時に、フットを伸縮させて水平方向の傾
きを調整します。

E ネジ穴（ケーブルカ
バー用）（EB‑
L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W/E
B‑L530U）

ケーブルカバーを固定するためのネジ穴です。

F セキュリティーケー
ブル取付け部

市販の盗難防止用ワイヤーロックをこの部分に通
して施錠します。

警警告告
セーフティーワイヤーをここに通さないで
ください。

G エアフィルターカ
バー固定ネジ

エアフィルターカバーを固定するネジです。

H 金具固定部（4
箇所）

壁や天井に取り付けるときは、VESA規格（100 ×
100 mm）に準拠した市販の金具をここに取り付け
ます。

gg関関連連項項目目
• 「セキュリティーケーブルを取り付ける」 p.137
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ププロロジジェェククタターーのの各各部部名名称称 -イインンタターーフフェェイイスス

名称 働き

A Computer1端子 コンピューターから映像信号を入力します。

B Audio1端子 Computer1端子に接続された機器の音声を入力し
ます。

C Audio2端子 Computer2端子に接続された機器の音声を入力し
ます。

D Audio Out端子 投写中の入力ソースの音声を外部スピーカーに出
力します。

E RS-232C端子 RS-232Cケーブルを接続して、コンピューターから
本機を制御します。（通常はこの端子を使用する
必要はありません。）

名称 働き

F Computer2/Monitor
Out端子

［信号入出力］メニューの［モニター出力端子］
を［モニター出力］に設定しているときは、
Computer1端子から入力しているアナログRGB
信号を外部モニターに出力します。他の端子から
入力している信号は出力できません。
［信号入出力］メニューの［モニター出力端子］
を［コンピューター2］に設定しているときは、
コンピューター映像信号を入力します。

G HDMI Out端子（EB‑
L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W/E
B‑L530U）

外部モニターに映像信号を出力します。
複数台のプロジェクターを並べて、ひとつの大き
な映像として投写するとき、HDMIケーブルで隣の
プロジェクターのHDMI端子と接続します。
この端子はHDCP2.3に対応しています。

H HDBaseT端子 LANケーブルを接続して、オプションのHDBaseT
トランスミッターに接続します。
この端子はHDCP2.3に対応しています。

I HDMI2端子 HDMIに対応したビデオ機器やコンピューターの信
号を入力します。
この端子はHDCP2.3に対応しています。

J HDMI1端子

K DC Out端子（EB‑
L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W/E
B‑L530U）

オプションまたは市販のメディアストリーミング
端末に電力を供給します。
USBデータ転送には使用できません。

L LAN端子 LANケーブルを接続して、ネットワークに接続し
ます。

M Service端子 一括設定機能でメニュー設定をコピーするとき
や、ファームウェアを更新するときに使います。

N 無線LANユニット固
定ネジ

無線LANユニットカバーを固定するネジです。
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名称 働き

O USB-A端子 USB機器を接続して映像を投写します。
オプションの書画カメラを接続します。
無線LANユニットを取り付けます。
オプションのトランスミッターとペアリングする
ときに接続します。
USBメモリーを接続して、エラーログや操作ログ
を保存します。

P ケーブルホルダー ケーブル類を固定するための市販の結束バンド
（ケーブルタイ）を通します。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターを接続する」 p.33
• 「無線LANでの映像投写」 p.143

ププロロジジェェククタターーのの各各部部名名称称 -操操作作パパネネルル

a

プロジェクター本体には（）内の名称が印字されています。

名称 働き

A 電源ボタン（ ） 本機の電源をオン/オフします。

B 【入力検出】ボタン
（Source Search）

映像信号が入力されている入力ソースに順番に切
り替えます。

C 【A/Vミュート】ボ
タン
（A/V Mute）

映像と音声を一時的に遮断します。

D 左ボタン プロジェクターの［操作ボタンロック］画面を表
示します。
メニューやヘルプの表示中に押すと、メニュー項
目を選択します。

E 下ボタン テストパターンを表示します。
メニューやヘルプの表示中に押すと、メニュー項
目を選択します。

F 【決定】ボタン
（ ）
（Enter）

メニューやヘルプの表示中に押すと、選択項目を
決定して、次の階層に進みます。
コンピューター端子からアナログRGB信号を投写
しているときに押すと、［アナログ信号調整］
（［トラッキング］、［同期］、［表示位置］）
の設定を最適にします。

G 右ボタン ［情報表示］画面を表示します。
メニューやヘルプの表示中に押すと、メニュー項
目を選択します。

H 【戻る】ボタン
（Esc）

実行中の機能を終了します。
メニューの表示中に押すと、前のメニュー階層に
戻ります。

I 上ボタン ［幾何学歪み補正］画面を表示します。
メニューやヘルプの表示中に押すと、メニュー項
目を選択します。
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名称 働き

J 【メニュー】ボタン
（Menu）

メニュー画面を表示/終了します。

gg関関連連項項目目
• 「投写映像を切り替える」 p.76
• 「メニューの設定」 p.190

ププロロジジェェククタターーのの各各部部名名称称 -リリモモココンン
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名称 働き

A 電源ボタン（ ） 本機の電源をオン/オフします。

B 【HDMI】ボタン HDMI1端子とHDMI2端子からの映像に切り替えま
す。

C 【コンピューター】
ボタン

Computer1端子とComputer2端子からの映像に切
り替えます。

D テンキーボタン 【Num】ボタンを押しながらテンキーボタンを押
して、メニュー内で数字を入力します。

E 【自動調整】ボタン Computer端子からアナログRGB信号を投写してい
るときに押すと、［アナログ信号調整］（［ト
ラッキング］、［同期］、［表示位置］）の設定
を最適にします。

F 【Num】ボタン 数字を入力するときに、このボタンを押しながら
テンキーボタンを押します。

G 【メニュー】ボタン メニュー画面を表示/終了します。

H 上下左右ボタン メニューの表示中に押すと、メニュー項目を選択
します。

I 【決定】ボタン
（ ）

メニューの表示中に押すと、選択項目を決定し
て、次の階層に進みます。

J 【ユーザー】ボタン ［管理］メニューの［ユーザーボタン］で設定し
た機能を実行します。

K 【カラーモード】ボ
タン

カラーモードを変更します。

L 【アスペクト】ボタ
ン

アスペクトモードを切り替えます。

M 【Eズーム】+/–ボタ
ン

投写映像のサイズを調整します。

N 【A/Vミュート】ボ
タン

映像と音声を一時的に遮断します。

名称 働き

O 【画面分割】ボタン 投写画面を分割して、最大4つの異なる機器の画
面を同時に投写します。

P 【ホーム】ボタン ホーム画面を表示/終了します。

Q 【静止】ボタン 映像を一時停止します。

R 【音量】上げ/下げ
ボタン

スピーカーの音量を調整します。

S 【初期値】ボタン 選択した設定を初期値に戻します。

T 【戻る】ボタン 実行中の機能を終了します。
メニューの表示中に押すと、前のメニュー階層に
戻ります。

U 【ID】ボタン リモコンで操作対象のプロジェクターのIDを選択
するときに、このボタンを押しながらテンキーボ
タンを押します。

V 【LAN】ボタン ネットワーク経由で接続している機器からの映像
に切り替えます。

W 【USB】ボタン USB-A端子からの映像に切り替えます。

X 【入力検出】ボタン 映像信号が入力されている入力ソースに順番に切
り替えます。

Y リモコン発光部 リモコン信号を出力します。

gg関関連連項項目目
• 「コンテンツ再生モードで投写する」 p.101
• 「映像を最適化する（カラーモード）」 p.80
• 「映像のアスペクト比を設定する」 p.78
• 「映像を拡大・縮小する（Eズーム）」 p.112
• 「ホーム画面」 p.47
• 「投写映像を切り替える」 p.76
• 「画面の一部を拡大表示する（Eズーム）」 p.111
• 「映像と音声を一時的に遮断する」 p.109
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• 「複数の映像を同時に投写する」 p.92
• 「映像を一時的に停止する」 p.110
• 「音量ボタンで音量を調整する」 p.90
• 「プロジェクターにIDを設定する」 p.121
• 「メニューの設定」 p.190



ププロロジジェェククタターーをを準準備備すするる
プロジェクターの準備方法を説明します。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターの設置」 p.25
• 「セーフティーワイヤーを取り付ける」 p.30
• 「プロジェクターを接続する」 p.33
• 「ケーブルカバーを取り付ける」 p.42
• 「リモコンに電池を取り付ける」 p.43



ププロロジジェェククタターーのの設設置置 25

平らな場所にプロジェクターを置いて映像を投写します。
位置を固定して使用する場合は、天井にプロジェクターを取り付ける
こともできます。天井からプロジェクターを吊り下げるときは、オプ
ションの天吊り金具が必要です。
VESA規格（100 × 100 mm）に準拠した金具も使用できます。
本機はさまざまな角度で映像を投写できます。垂直、水平方向ともに
設置角度に制限はありません。

プロジェクターの設置位置を決めるときは、以下の点に注意してくだ
さい。
• プロジェクターは水平で安定した場所に置くか、本製品に対応した
金具を使用して取り付けます。

• 通気のためにプロジェクターの周囲に十分なスペースを確保しま
す。通気の妨げになるものをプロジェクター上面や周囲に置かない
でください。

• 投写面に対してプロジェクターを平行に設置します。
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警警告告
• 天井からプロジェクターを吊り下げるときは、天吊り金具の取り付けが
必要となります。プロジェクターを正しく設置しないと、落下により破
損やけがの原因となることがあります。

• プロジェクターの天吊り固定部に、ネジゆるみ止め用接着剤・潤滑剤・
油などを使用しないでください。プロジェクターにそれらの溶剤が付着
すると、プロジェクターのケースが割れ、天吊り金具からプロジェク
ターが落下するおそれがあります。

• 天吊り金具とプロジェクターの取り付け不備は、プロジェクターの落下
事故につながるおそれがあります。本機に対応したエプソン指定の金具
を使用し、プロジェクターの天吊り固定部すべてに確実に固定してくだ
さい。また、十分強度のあるワイヤーなどを使ってプロジェクターと金
具を固定してください。

• 湿気やホコリの多い場所や、油煙や湯気が当たる場所（調理場所、ご家
庭のキッチン、加湿器の近くなど）にプロジェクターを設置しないでく
ださい。火災・感電の原因となることがあります。また、油によりプロ
ジェクターの外装ケースが劣化し、天吊り設置したプロジェクターが落
下するおそれがあります。
外外装装ケケーーススのの劣劣化化・・破破損損にによよりりププロロジジェェククタターーのの落落下下がが想想定定さされれるる環環境境
例例
• 油煙が多い場所（工場、調理場所、ご家庭のキッチンなど）
• 溶剤、薬品が揮発している空間（工場、実験室など）
• 油、洗剤、薬品などが付着する場所（工場、調理場所、ご家庭のキッ
チンなど）

• アロマオイルを頻繁に焚く場所（リラクゼーションルームなど）
• イベント演出などのスモーク（油成分以外も含む）や、泡が多い場所
（イベント演出装置の周辺など）

警警告告
• 本機の吸気口・排気口をふさがないでください。吸気口・排気口をふさ
ぐと、内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

• ホコリや塵の多い場所で使用・保管はしないでください。投写映像の品
質が劣化したり、エアフィルターや投写レンズにホコリが詰まって、故
障や火災につながることがあります。

• 不安定な場所や荷重範囲を超える場所には設置しないでください。落下
や転倒によりけがや事故の原因となります。

• 高い場所に設置するときは、地震などの非常時の安全確保と事故防止の
ため、ワイヤーなどを用いて落下防止策を施してください。正しく設置
しないと、落下によりけがや事故の原因となります。

• 塩害が発生する場所や、温泉の硫黄ガスなどの腐食性ガスが発生する場
所には設置しないでください。腐食による落下の原因となることがあり
ます。また、本機の故障の原因となることがあります。

注注意意
• 本機を標高1,500 m以上の場所で使用するときは、［設置］メニューの
［高地モード］を［オン］にして、本機の内部温度が適切に調節される
ようにしてください。

• 湿気やホコリの多い場所、たばこなどの煙が当たる場所への設置は、で
きるだけ避けてください。

gg関関連連項項目目
• 「輸送に関するご注意」 p.27
• 「プロジェクターの設置・取り付け」 p.27
• 「投写距離」 p.29
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輸輸送送にに関関すするるごご注注意意
本機内部にはガラス部品や精密部品が数多く使われています。輸送の
際には、衝撃による故障防止のため、次のように取り扱ってくださ
い。
• 接続している機器はすべて取り外します。
• カチッと音がするまでレンズシフトダイヤル（上下・左右）を回し
て、レンズをホームポジションに戻します。

• 同梱のレンズカバーを取り付けます。
• 長距離を輸送するときや、運送業者に依頼されるときは、本機を緩
衝材で保護し、頑丈な箱に入れて、精密機器であることを表記して
ください。

• 修理のため本機を輸送するときは、ご購入時の箱に入れるか、本機
を緩衝材で保護してください。精密機器であることを表記してくだ
さい。

a

輸送中に発生したトラブルについては責任を負いかねますの
で、ご了承ください。

ププロロジジェェククタターーのの設設置置・・取取りり付付けけ
本機は以下の方法で設置・取り付けできます。

フロント/リア

フロント・天吊り/リア・天吊り

設置する場所や方法に合わせて、［設置］メニューで［設置モード］
を選択します。必要に応じて、［動作］メニューの［方向ボタン反
転］と［表示］メニューの［メニュー回転］の設定を変更してくださ
い。

gg関関連連項項目目
• 「設置時のご注意」 p.27
• 「設置モードを選択する」 p.53

設設置置時時ののごご注注意意
設置の際には以下の点にご注意ください。
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注注意意
• 本機を傾けて設置する場合は、専門業者にご依頼のうえ、本機に対応し
た専用の設置用金具をお使いください。

• 正しく設置しないと、落下により破損やけがの原因となることがありま
す。

• M4ネジ（最大深さ9 mm）を使って、本機底面の天吊り金具固定部（4
個所）と設置用金具を固定してください。

設設置置ススペペーースス

注注意意
吸気口・排気口をふさがないように、本機の周辺には以下のスペースを確
保してください。

A 10 cm

B 20 cm

C 40 cm
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設設置置ススペペーースス（（複複数数台台並並べべてて設設置置すするるとときき））

注注意意
• 本機を複数台並べて設置するときは、排気口から出た熱が他のプロジェ
クターの吸気口に入り込まないようにしてください。

A 150 cm

• 仕切りを置くときは、以下のスペースを確保してください。

A 20 cm

B 40 cm

* 仕切り

投投写写距距離離
本機からスクリーンまでの距離に応じて、映像の大きさが決まりま
す。本機をスクリーンから遠ざけるほど、投写される映像は大きくな
ります。
スクリーンサイズと投写距離を参考にして、本機からスクリーンまで
のおおよその距離を決めてください。

gg関関連連項項目目
• 「スクリーンサイズと投写距離」 p.264
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本機を天吊り設置するときは、落下防止用のセーフティーワイヤーを
取り付けます。

警警告告
セーフティーワイヤーは、必ずエプソン純正の天吊り金具に同梱されてい
るものをご使用ください。セーフティーワイヤーは、別途セーフティーワ
イヤーセット ELPWR01としてもお買い求めいただけます。

gg関関連連項項目目
• 「天吊り金具ELPMB22をお使いのとき」 p.30
• 「天吊り金具ELPMB30をお使いのとき」 p.31

天天吊吊りり金金具具ELPMB22ををおお使使いいののとときき
以下の手順でセーフティーワイヤーを取り付けます。
事前に天吊り金具（ELPMB22）が確実に本機に取り付けられているこ
と、また、セーフティーワイヤーセットの以下の同梱品がそろってい
ることを確認してください。
• セーフティーワイヤー × 1

• カラビナ × 2

• ワイヤークランプ × 1

• 取付用ネジ（M4 × 10 mm）× 1

a

天吊り金具ELPMB22について詳しくは、『天吊り金具
ELPMB22/ELPMB23取扱説明書』をご覧ください。

a 天吊り金具にカラビナを通して、カラビナを締めます。

b もう一つのカラビナにワイヤークランプを取り付け、ワイヤーク
ランプをプロジェクターのワイヤークランプ固定部に取付用ネジ
で固定します。
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c セーフティーワイヤーを天吊り金具側のカラビナに通して、両端
をプロジェクター側のカラビナに取り付けます。

警警告告
セーフティーワイヤーはセキュリティーケーブル取付け部には取り
付けないでください。

d カラビナを締めます。

天天吊吊りり金金具具ELPMB30ををおお使使いいののとときき
以下の手順でセーフティーワイヤーを取り付けます。
事前に天吊り金具（ELPMB30）が確実に本機に取り付けられているこ
と、また、セーフティーワイヤーセットの以下の同梱品がそろってい
ることを確認してください。
• セーフティーワイヤー × 1

• カラビナ × 2（ELPMB30で使用するカラビナは1つです。）
• ワイヤークランプ × 1

• 取付用ネジ（M4 × 10 mm）× 1

a

天吊り金具ELPMB30について詳しくは、『ELPMB30 User's
Guide』をご覧ください。
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a カラビナにワイヤークランプを取り付け、ワイヤークランプをプ
ロジェクターのワイヤークランプ固定部に取付用ネジで固定しま
す。

b セーフティーワイヤーを天吊り金具に通して、両端をカラビナに
取り付けます。

警警告告
セーフティーワイヤーはセキュリティーケーブル取付け部には取り
付けないでください。

c カラビナを締めます。
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プロジェクターと映像機器の接続方法を説明します。

注注意意
接続する前に、使用するケーブルのコネクターの形状と向きを確認してく
ださい。形状が合わないコネクターを無理に端子に押し込まないでくださ
い。お使いの機器、プロジェクターの破損や故障の原因となります。

a

本機に同梱されているケーブルは『かんたん操作ガイド』で確
認できます。同梱されていないケーブルは、オプション品また
は市販品をお買い求めください。

gg関関連連項項目目
• 「コンピューターを接続する」 p.33
• 「ビデオ機器を接続する」 p.34
• 「USB機器を接続する」 p.35
• 「書画カメラを接続する」 p.36
• 「メディアストリーミング端末を接続する」 p.36
• 「HDBaseTトランスミッターの接続」 p.37
• 「外部機器を接続する」 p.38
• 「複数台のプロジェクターを接続する」 p.40
• 「ドキュメント類の最新バージョンを入手する」 p.11

ココンンピピュューータターーをを接接続続すするる
プロジェクターとコンピューターを接続します。

gg関関連連項項目目
• 「コンピューターケーブルを接続して映像と音声を出力する」 p.33
• 「HDMIケーブルを接続して映像と音声を出力する」 p.34

ココンンピピュューータターーケケーーブブルルをを接接続続ししてて映映像像とと音音声声をを出出力力すするる
プロジェクターとコンピューターをコンピューターケーブルで接続し
ます。
ステレオミニプラグオーディオケーブルを接続することで、本機のス
ピーカーから音声を出力できます。

a

• 映像出力用のVGA端子を搭載していないコンピューターをお使
いのときは、VGA変換アダプターが必要です。

• Computer2/Monitor Out端子に接続して投写するときは、［信
号入出力］メニューの［モニター出力端子］を［コンピュー
ター2］に設定します。

• 音声入力として使用する端子は、［信号入出力］メニューの
［音声出力］で設定することもできます。

• 「抵抗なし」と表記されているオーディオケーブルをお使いく
ださい。

a コンピューターの映像出力端子にコンピューターケーブルを接続
します。

b ケーブルのもう一方のコネクターを本機のComputer端子に接続
します。
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c VGAコネクターのネジを締めます。

d オーディオケーブルをコンピューターのヘッドフォン/スピー
カージャックまたは音声出力端子に接続します。

e オーディオケーブルのもう一方のコネクターを、コンピューター
ケーブルを接続したComputer端子に対応するAudio端子に接続し
ます。

HDMIケケーーブブルルをを接接続続ししてて映映像像とと音音声声をを出出力力すするる
HDMI端子を搭載したコンピューターを使用しているときは、HDMI
ケーブルでプロジェクターとコンピューターを接続して映像と音声を
出力できます。

a コンピューターのHDMI出力端子にHDMIケーブルを接続します。

b ケーブルのもう一方のコネクターを本機のHDMI端子に接続しま
す。

a

HDMI接続で出力される音声に問題があるときは、ステレオミニ
プラグオーディオケーブルで本機のAudio端子とコンピューター
の音声出力端子を接続します。［信号入出力］メニューの
［HDMI音声出力］で、接続している音声入力端子を選択しま
す。

ビビデデオオ機機器器をを接接続続すするる
プロジェクターにビデオ機器を接続します。

a

• 接続する機器の端子が特有の形状をしているときは、その機器
に同梱またはオプションのケーブルで接続してください。

• 使用するケーブルは、接続するビデオ機器の出力信号によって
異なります。

• ビデオ機器によっては、数種類の信号を出力できます。出力で
きる信号の種類は、お使いのビデオ機器に同梱の取扱説明書で
確認してください。
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gg関関連連項項目目
• 「HDMIケーブルで接続する」 p.35

HDMIケケーーブブルルでで接接続続すするる
HDMI端子を搭載したビデオ機器を使用しているときは、HDMIケーブ
ルでプロジェクターとビデオ機器を接続して映像と音声を出力できま
す。

注注意意
あらかじめビデオ機器の電源を切ってください。ビデオ機器の電源が入っ
た状態で接続すると、故障の原因となります。

a ビデオ機器のHDMI出力端子にHDMIケーブルを接続します。

b ケーブルのもう一方のコネクターを本機のHDMI端子に接続しま
す。

a

HDMI接続で出力される音声に問題があるときは、ステレオミニ
プラグオーディオケーブルで本機のAudio端子とビデオ機器の音
声出力端子を接続します。［信号入出力］メニューの［HDMI
音声出力］で、接続している音声入力端子を選択します。

USB機機器器をを接接続続すするる
プロジェクターにUSB機器を接続します。

gg関関連連項項目目
• 「USB機器のデータを投写する」 p.35
• 「USB機器を接続する」 p.36
• 「USB機器を取り外す」 p.36

USB機機器器ののデデーータタをを投投写写すするる
以下のUSB機器をプロジェクターに接続すると、コンピューターやビ
デオ機器を接続しなくてもUSB機器内の映像ファイルを投写できま
す。
• USBメモリー
• デジタルカメラ、スマートフォン
• USBハードドライブ

a

• デジタルカメラ、スマートフォンはUSBマスストレージクラス
に準拠したUSB機能が搭載されている必要があります。TWAIN
準拠の機器では投写できません。

• USBハードドライブは以下の要件を満たしている必要がありま
す。
• USBマスストレージクラスに準拠していること（対応してい
ないUSBマスストレージクラスの機器もあります）

• フォーマット形式がFAT16/32であること
• USBハードドライブに付属のACアダプターから電源供給がで
きること（USBケーブルから電源供給を受けるハードドライ
ブは推奨しません）

• ハードドライブのパーティションは1つのみであること

コンテンツ再生モードでは、USBメモリーにプレイリストとして保存
した写真や動画を投写できます。
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gg関関連連項項目目
• 「コンテンツ再生モードで投写する」 p.101
• 「PC Free機能で投写する」 p.95

USB機機器器をを接接続続すするる
USB機器をプロジェクターのUSB-A端子に接続して、映像を投写しま
す。

a USB機器に電源アダプターが付属しているときは、USB機器をコ
ンセントに接続します。

b 本機のUSB-A端子にUSBケーブル（またはUSBメモリー）を接続し
ます。

注注意意
• USB機器に付属のUSBケーブル、または指定されたUSBケーブルを
使用してください。

• USBハブや長さが3メートル以上のUSBケーブルを使用しないでくだ
さい。機器が正しく動作しないことがあります。

c USBケーブルのもう一方のコネクターをUSB機器に接続します。

USB機機器器をを取取りり外外すす
USB機器による投写が終了したら、プロジェクターから機器を取り外
します。

a USB機器の電源を切り、必要に応じて電源アダプターを抜きま
す。

b プロジェクターからUSB機器を取り外します。

書書画画カカメメララをを接接続続すするる
エプソン製書画カメラをプロジェクターに接続して、カメラから読み
込んだ映像を投写します。
接続方法は、お使いの書画カメラの機種によって異なります。詳しく
は、書画カメラの取扱説明書をご覧ください。

メメデディィアアスストトリリーーミミンンググ端端末末をを接接続続すするる
メディアストリーミング端末を本機のHDMI端子に接続します。USB
給電ケーブルを接続すると、プロジェクターからメディアストリーミ
ング端末に電力を供給できます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑
L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

a

映像を投写していないときもオプションのメディアストリーミ
ング端末に給電を続けるには、［動作］メニューの［USB給電］
を［常時オン］に設定します。
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a メディアストリーミング端末をHDMI端子に接続します。

b USB給電ケーブルを本機のDC Out端子に接続します。

c ケーブルのもう一端をメディアストリーミング端末のUSB端子
（Bタイプ）に接続します。

HDBaseTトトラランンススミミッッタターーのの接接続続
100Base-TXタイプのLANケーブルでHDBaseTトランスミッターを接続し
て、HDMI信号や制御用信号を長距離伝送できます。最長約100m
のケーブルを使用できるので、ホールやイベント会場などの離れた場
所から本機を制御したり信号を伝送したりするときに便利です。誤作
動防止のために、カテゴリー5e以上のシールド付きSTPケーブル（スト

レート）をお使いください。ただし、すべての入出力機器および環境
において、動作を保証するものではありません。

a

• HDBaseT端子からEthernet通信やシリアル通信をするときは、
［信号入出力］メニューの［制御通信］を［オン］に設定しま
す。この設定時は、本機のLAN端子とRS-232C端子は無効にな
ります。
s［信号入出力］ >［HDBaseT設定］ > ［制御通信］

• Extron社のXTPトランスミッターまたはスイッチャーを使用す
るときは、本機のHDBaseT端子に接続します。［信号入出力］
メニューの［Extron XTP］を［オン］設定してください。
s［信号入出力］ >［HDBaseT設定］ > ［Extron XTP］

• 本機で投写していないときに、本機を制御する場合は、［信号
入出力］メニューの［A/V出力］を［常時］に設定します。

a 本機とHDBaseTトランスミッターの電源を切ります。

a

LANケーブルを抜き差しするときは、本機とHDBaseTトラ
ンスミッターの電源をオフにしてください。

b LANケーブルをHDBaseTトランスミッターのHDBaseT端子に接続
します。
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c ケーブルのもう一方のコネクターを本機のHDBaseT端子に接続し
ます。

a

接続方法について詳しくは、HDBaseTトランスミッターに
添付の取扱説明書をご覧ください。

d 本機とHDBaseTトランスミッターの電源を入れます。

外外部部機機器器をを接接続続すするる
プロジェクターに外部出力機器を接続します。

gg関関連連項項目目
• 「HDMIモニターを接続する」 p.38
• 「VGAモニターを接続する」 p.38
• 「外部スピーカーを接続する」 p.39

HDMIモモニニタターーをを接接続続すするる
プロジェクターのHDMI Out端子にHDMIモニターを接続して、現在投写
中の入力ソースの映像を表示できます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

a

• ホーム画面はHDMIモニターには表示できません。
• Screen Mirroringの映像は、［HDMI Out設定］を［オフ］に、
［HDMI Out映像出力］を［オン］に設定しているときのみ表
示できます。
s［マルチプロジェクション］ >［HDMI Out設定］
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［ネットワー
ク投写］ >［Screen Mirroring］ > ［HDMI Out映像出力］

• ［HDMI Out設定］を［パススルー］に設定しているときは、
HDMI1、HDMI2、HDBaseT端子からの映像のみ投写できます。

a HDMIモニターのHDMI入力端子にHDMIケーブルを接続します。

b ケーブルのもう一方のコネクターを本機のHDMI Out端子に接続
します。

VGAモモニニタターーをを接接続続すするる
プロジェクターのComputer端子にコンピューターを接続しているとき
に、接続した外部モニター（VGA）に映像を表示します。これによ
り、本機からの投写映像が見えないときでも、外部モニターに表示し
た映像を見ることができます。
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映像を外部モニターに出力するには、［信号入出力］メニューの［モ
ニター出力端子］を［モニター出力］に設定します。

a

• 本機で投写していないときに、外部モニターに映像を出力する
場合は、［信号入出力］メニューの［A/V出力］を［常時］に
設定します。

• リフレッシュレートが60Hz以下のモニターを使用していると
きは、映像が正しく表示できないことがあります。

a 本機のComputer端子にコンピューターを接続します。

a

• コンピューター端子が2つ以上ある機種では、Computer1
端子に接続してください。

• Computer1端子からのアナログRGB信号のみを、外部モニ
ターに出力できます。他の端子から入力している信号は
出力できません。

b 本機のMonitor Out端子に外部モニターのケーブルを接続しま
す。

外外部部ススピピーーカカーーをを接接続続すするる
外部スピーカーをプロジェクターに接続できます。本機のリモコンで
音量を調整できます。
外部スピーカーから音声を出力するときは、［信号入出力］メニュー
の［音声出力機器］を［プロジェクター］に設定します。［音声出力
機器］が［AVアンプ］に設定されていても、アンプが接続されていな
ければ、音声は外部スピーカーから出力されます。
s［信号入出力］ >［HDMIリンク］ >［音声出力機器］

a

• 本機で投写していないときに、外部スピーカーから音声を出力
する場合は、［信号入出力］メニューの［A/V出力］を［常
時］に設定します。

• スピーカー付きのアンプも本機に接続できます。
• 外部スピーカーを接続しているときは、本機の内蔵スピーカー
から音声は出力されません。

a 必要に応じてオーディオケーブル、ビデオケーブルを使用して、
お使いのコンピューターやビデオ機器と本機が接続されているこ
とを確認します。

b ステレオミニプラグオーディオケーブル、またはその他のケーブ
ル、アダプターなど、外部スピーカーに接続するケーブルを用意
します。

c 必要に応じて、接続ケーブルを外部スピーカーに接続します。
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d 接続ケーブルのもう一方のコネクターを本機のAudio Out端子に
接続します。

複複数数台台ののププロロジジェェククタターーをを接接続続すするる
複数台のプロジェクターを並べて、ひとつの大きな映像として投写で
きます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑
L630W/EB‑L530U）。映像は横方向に連結します。

a

映像を縦方向に連結するときや、5台以上のプロジェクターを接
続するときは、［マルチプロジェクション］メニューの［タイ
リング］を使用できます。

a HDMIケーブルでコンピューター、または、ネットワークケーブ
ルでHDBaseTトランスミッターをプロジェクターと接続し、
HDMIケーブルでプロジェクター同士を以下のように接続しま
す。

a

• 3台以上のプロジェクターを接続するときは、プロジェク
ター同士を以下のように接続します。

• 本機を複数台設置するときは、排気口から出た熱が他の
プロジェクターの吸気口に入り込まないようにしてくだ
さい。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［映像調整］メニューの［カラーモード］を［マルチプロジェク
ション］に設定します。

d ［マルチプロジェクション］メニューの［HDMI Out設定］を設
定します。詳しくは次の表をご覧ください。

e ［マルチプロジェクション］メニューで必要な設定をします。

f 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。

gg関関連連項項目目
• 「複数台設置時のメニュー設定」 p.41
• 「設置時のご注意」 p.27
• 「複数台のプロジェクターから投写する（マルチプロジェクション
機能）」 p.120
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複複数数台台設設置置時時ののメメニニュューー設設定定

複数台のプロジェクターを設置して横長の映像を投写するときは、次
の設定をします。プロジェクターは4台まで接続できます。

映映像像調調整整メメニニュューー

設定 A B C

左側のプロジェク
ター（機器を接
続）

中央のプロジェク
ター

右側のプロジェク
ター

カラーモード マルチプロジェク
ション

マルチプロジェク
ション

マルチプロジェク
ション

ママルルチチププロロジジェェククシショョンンのの設設定定

設定 A B C

左側のプロジェク
ター（機器を接
続）

中央のプロジェク
ター

右側のプロジェク
ター

HDMI Out設定 パススルー パススルー パススルー

設定 A B C

左側のプロジェク
ター（機器を接
続）

中央のプロジェク
ター

右側のプロジェク
ター

台数 接続しているプロジェクターの台数を設定します。

順番 左端にあるプロジェクターを1として、各プロジェク
ターの位置を設定します。
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本機を天吊り設置するときは、同梱のケーブルカバーを装着して、
ケーブル類を目立たなくすることができます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

a 市販の結束バンドなどをケーブルホルダーに通し、ケーブル類を
束ねます。

注注意意
電源コードとその他の接続ケーブルを束ねないでください。火災の
原因となります。

b ケーブルカバーの切り込みにケーブルを通して、ケーブルカバー
をプロジェクターに取り付けます。

c ケーブルカバーのネジを締めます。

ケーブルカバーを外すときは、ネジをゆるめます。
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本機に付属の単3形電池2個をリモコンに取り付けます。

注注意意
電池を取り扱う前に、『安全にお使いいただくために』を必ずお読みくだ
さい。

a

電池がなくなったら電池を交換してください。リモコンには、
単3マンガン電池またはアルカリ電池2個を使用します。

a 電池カバーを外します。

b 古い電池が入っていれば取り外します。

a

使用済みの電池は、地域の廃棄ルールに従って廃棄してく
ださい。

c 電池の＋＋と－－の向きを確認してリモコンにセットします。

警警告告
電池ホルダー内の表示を確認して、（＋）（－）を正しく入れてく
ださい。電池の使い方を誤ると、電池の破裂・液もれにより、火
災・けが・製品腐食の原因となることがあります。

d 電池カバーを閉め、カチッと音がするまで押し込みます。
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gg関関連連項項目目
• 「リモコンを操作する」 p.44

リリモモココンンをを操操作作すするる
リモコンを使用して、室内の離れた場所からプロジェクターを制御で
きます。
リモコンは、本機のリモコン受光部に対して下図の角度で使用してく
ださい。

a

蛍光灯の強い光や直射日光が当たる環境ではリモコンを使用し
ないでください。プロジェクターが操作に反応しないことがあ
ります。リモコンを長期間使用しないときは、電池を取り外し
ておきます。



ププロロジジェェククタターーのの基基本本機機能能をを使使用用すするる
プロジェクターの基本機能を説明します。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターの電源を入れる」 p.46
• 「プロジェクターの電源を切る」 p.49
• 「日時を設定する」 p.50
• 「メニューの言語を選択する」 p.52
• 「設置モードを選択する」 p.53
• 「スクリーンタイプを設定する」 p.55
• 「映像の位置を調整する（レンズシフト）」 p.58
• 「テストパターンを表示する」 p.60
• 「映像の高さを調整する」 p.61
• 「映像の形状を補正する」 p.62
• 「ズームリングで映像の大きさを調整する」 p.72
• 「映像を縮小する（デジタルズーム）」 p.73
• 「フォーカスリングで映像のピントを調整する」 p.75
• 「投写映像を切り替える」 p.76
• 「映像のアスペクト比を設定する」 p.78
• 「映像を最適化する（カラーモード）」 p.80
• 「映像の光量を調整する」 p.81
• 「映像の色合いを調整する」 p.82
• 「映像の解像感を調整する（イメージ強調）」 p.85
• 「明るさを設定する」 p.87
• 「音量ボタンで音量を調整する」 p.90
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プロジェクターの電源を入れた後、使用するコンピューターまたはビ
デオ機器の電源を入れます。

a レンズカバーを取り外します。

b 本機とコンセントを電源コードで接続します。

警警告告
必ず接地接続を行ってください。接地接続は必ず、電源プラグを電
源につなぐ前に行ってください。また、接地接続を外す場合は、必
ず電源プラグを電源から切り離してから行ってください。

本機の電源インジケーターが青色に点灯します（スタンバイ状
態）。スタンバイ状態は、プロジェクターに電力が供給されてい
て、電源が入っていない状態です。

c 操作パネルまたはリモコンの電源ボタンを押して本機の電源を入
れます。

「ピッ」と確認音が鳴り、ステータスインジケーターが青色に点
滅します（ウォームアップ状態）。ウォームアップが終わると、
ステータスインジケーターが青色に点灯します。

a

• ［動作］メニューの［高速起動］をオンにすると、次回
の電源投入時には数秒で投写可能状態になります。

映像が投写されないときは、以下を試してください。
• 接続されているコンピューターまたはビデオ機器の電源を入れま
す。

• ノートパソコンを使用するときは、コンピューターの画面出力を切
り替えます。

• DVDなどのメディアを挿入して再生します。
• 操作パネルまたはリモコンの【入力検出】ボタンを押して入力ソー
スを検出します。

• 投写したい入力ソースに対応するリモコンのボタンを押します。
• ホーム画面が表示されたら、投写したい入力ソースを選択します。

警警告告
• 投写中は本機のレンズをのぞきこまないでください。目に損傷を与える
おそれがあります。特にお子様の行動にご注意ください。

• 本機から離れた場所でリモコンを使って電源を入れるときは、レンズを
のぞいている人がいないことを確認してください。

• 投写中に本などで投写光を遮らないでください。投写光を遮ると、光の
当たる部分が高温になって溶けたり、やけどや火災の原因になります。
また、反射した光でレンズ部が高温になり、本機が故障する原因となり
ます。投写を中断するときはA/Vミュート機能を使うか、本機の電源を
切ってください。
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a

• ［動作］メニューの［ダイレクトパワーオン］が［オン］に設
定されているときは、本機に電源コードを接続したときに自動
で電源が入ります。停電復旧時などにコンセントに電源プラグ
が差し込まれた状態になっていると、本機の電源がオンになり
ますのでご注意ください。

• ［動作］メニューの［オートパワーオン］を有効にしていると
きは、接続機器からの入力信号が検出されたときに自動で電源
が入ります。

gg関関連連項項目目
• 「ホーム画面」 p.47
• 「動作メニュー」 p.204

ホホーームム画画面面
ホーム画面を使うと、入力ソースやよく使う機能を簡単に選択できま
す。ホーム画面はリモコンの【ホーム】ボタンを押すと表示されま
す。

a

• 本機の電源投入時に、入力信号がないときにもホーム画面が表
示されます。

• ［ネットワーク］メニューの［接続ガイド表示］が［オン］に
設定されているときは、入力信号がないときに、ホーム画面で
はなくトランスミッター（Epson Wireless Presentation）の接続
ガイドが表示されます。
s［ネットワーク］ >［トランスミッター設定］ > ［接続ガ
イド表示］

操作パネルやリモコンの上下左右ボタンで項目を選択して、【決定】
ボタンを押します。

A 投写したい入力ソースを選択します。
現在投写している入力ソースには右上にチェックマークが付きます。
現在の入力映像のプレビュー画像がサムネイル表示されます（コンテン
ツ再生モード時のUSB入力ソース以外）。

B 投写画面を分割して、2つまたは4つの異なる機器の画面を同時に投写し
ます。

C プロジェクターから投写している画面を、同じネットワーク上の他のプ
ロジェクターに配信します。

D 接続ガイドを表示します。お使いのデバイスに応じた接続の方法を確認
できます。
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E 以下の機能の設定を変更します。（表示される項目は設定により異なり
ます。）
• ［カラーモード］
• ［明るさレベル］
• ［音量］
• ［Eズーム］（EB‑L720U）
• ［幾何学歪み補正］（［タテヨコ台形補正］および［Quick Corner］が
使用できます。）

• ［アスペクト］

a

［幾何学歪み補正］は、［設置］メニューの［固定
設置］が［オフ］で、［幾何学歪み補正］が［タテ
ヨコ台形補正］または［Quick Corner］のとき表示
されます。

F 有効な入力ソースが9つ以上あるときに次ページまたは前ページへ移動
します。

G プロジェクター名とプロジェクターキーワードを表示します。

H 現在の時刻を表示します。

a

10分間操作がないと、ホーム画面は自動的に消えます。

gg関関連連項項目目
• 「画面共有」 p.164
• 「複数の映像を同時に投写する」 p.92
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使用後にプロジェクターの電源を切ります。

a

• 本機を長くお使いいただくために、使用しないときは本機の電
源を切ってください。光源の寿命は、メニューの設定、環境条
件、および使用状況によって異なります。投写映像の明るさ
は、使用時間の経過にともなって低下します。

• ［管理］メニューの［光源キャリブレーション］が［定期的に
実行］に設定されていて、プロジェクターが以下の状態にある
とき、本機の電源を切ると、光源キャリブレーションが自動で
開始します。
• 前回の光源キャリブレーションの実施から100時間が経過し
ている場合

• 本機を20分以上使用している場合
• 本機はダイレクトシャットダウン機能に対応していますので、
電源ブレーカーで直接電源を切ることができます。

a 操作パネルまたはリモコンの電源ボタンを押します。
シャットダウン確認画面が表示されます。

b 再度電源ボタンを押します。（電源を切らないときは、他のボタ
ンを押します。）
「ピッピッ」と確認音が2回鳴った後、光源がオフになり、ス
テータスインジケーターが消灯します。

c 本機を搬送または保管するときは、電源インジケーターが青色に
点灯していることを確認してから電源コードを抜いてください。

d レンズカバーを取り付けます。
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プロジェクターの日時を設定します。

a 本機の電源を入れます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［管理］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［日付＆時刻］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［日付＆時刻］を選択し、【決定】ボタンを押します。

次の画面が表示されます。

f ［日付］を選択し、【決定】ボタンを押します。表示されたソフ
トキーボードで本日の日付を入力します。

g ［時刻］を選択し、【決定】ボタンを押します。表示されたソフ
トキーボードで現在の時刻（現地時間）を入力します。

h ［時差（UTC）］を選択し【決定】ボタンを押して、協定世界時
からの時差を設定します。

i 終了したら、［設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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j 夏時間を有効にするときは、［夏時間設定］を［オン］に設定し
ます。表示された画面の各項目を設定します。

k 終了したら、［設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

l インターネット時刻サーバーから自動的に時刻を設定するとき
は、［インターネット時刻］を［オン］に設定します。表示され
た画面の各項目を設定します。

m 終了したら、［設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

n 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。
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［言語］設定でメニューおよびメッセージの言語を変更できます。

a 本機の電源を入れます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［管理］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［言語］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e 使用する言語を選択し、【決定】ボタンを押します。

f 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。
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プロジェクターの設置方法によって、設置モードを変更します。
• ［フロント］：机上に設置して、スクリーンの正面から投写しま
す。

• ［フロント・天吊り］：天吊りまたは壁掛け設置して、映像を上下
反転して投写します。

• ［リア］：リアスクリーンの裏側から映像を左右反転して投写しま
す。

• ［リア・天吊り］：天吊りまたは壁掛け設置して、リアスクリーン
の裏側から映像を上下左右反転して投写します。

gg関関連連項項目目
• 「リモコンで設置モードを変更する」 p.53
• 「メニューから設置モードを変更する」 p.53
• 「プロジェクターの設置・取り付け」 p.27

リリモモココンンでで設設置置モモーードドをを変変更更すするる
設置モードを変更して、映像を上下反転します。

a 本機の電源を入れて、映像を表示します。

b リモコンの【A/Vミュート】ボタンを5秒間押します。

映像が一時的に消え、上下反転して再度投写されます。

c 元の設置モードに戻すには、【A/Vミュート】ボタンをもう一度5
秒間押します。

メメニニュューーかからら設設置置モモーードドをを変変更更すするる
メニューから設置モードを変更して、映像を上下左右反転します。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［設置モード］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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e お使いの環境に合わせた設置モードを選択し、【決定】ボタンを
押します。

f 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。
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お使いのスクリーンのアスペクト比に合わせて、映像を表示する領域
がスクリーンに合うよう、［スクリーンタイプ］を設定します。

a

• 以下の入力ソースから投写中のときは設定できません。
• USB

• LAN

• ［動作］メニューの［コンテンツ再生］を［オン］に設定して
いるときは、［スクリーンタイプ］を変更できません。

• ［16:6］は
EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L720U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB
‑L530Uでのみ選択できます。

• ［スクリーンタイプ］を変更すると、［幾何学歪み補正］は初
期化されます。

a 本機の電源を入れて、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［スクリーンタイプ］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e お使いのスクリーンのアスペクト比を選択して、【決定】ボタン
を押します。
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f 【メニュー】ボタンを押して終了します。

a

プロジェクターの再起動が必要になることがあります。画
面の指示に従って操作します。

g 必要に応じて投写映像のアスペクト比を調整します。

a

［スクリーンタイプ］の設定が変更されると、［EDID］の設定
は自動調整されます。

gg関関連連項項目目
• 「映像の位置を調整する（スクリーン位置）」 p.56
• 「映像の水平位置を調整する（画面シフト）」 p.57

映映像像のの位位置置をを調調整整すするる（（ススククリリーーンン位位置置））
映像を表示する領域と映像との間に余白が生じたときは、映像の位置
を調整できます。

a

［スクリーンタイプ］の設定が［16:10］のときは調整できませ
ん。

a 本機の電源を入れて、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［スクリーン位置］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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e 操作パネルまたはリモコンの上下左右ボタンで映像の位置を調整
します。

f 終了したら、【メニュー】ボタンを押します。

映映像像のの水水平平位位置置をを調調整整すするる（（画画面面シシフフトト））
［スクリーンタイプ］を［16:6］に設定したときに、超横長画面での
映像の投写位置を設定できます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L720U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L530U）。

a

• 入力ソースがHDMI、コンピューター、またはHDBaseTで、
［映像調整］メニューの［アスペクト］を［オート］に設定し
ているときのみ有効です。

• 画面分割投写中は設定できません。

a 本機の電源を入れて、映像を表示します。

b リモコンの【4】、【5】、または【6】ボタンを押します。

c リモコンのボタンを押して、水平方向の投写位置を設定します。
• 【4】：画面の左に投写します。
• 【5】：画面の中央に投写します。
• 【6】：画面の右に投写します。

a

投写位置の設定は、本機の電源を切るまで有効です。

d 終了したら、【戻る】ボタンを押します。
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本機を投写面に対して平行に設置できないときや、映像の位置を調整
したいときは、レンズシフト機能を使って映像の位置を上下左右に移
動できます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑
L630W/EB‑L530U）。

注注意意
画面の位置を上下方向に調整するときは、画面を下から上に移動して調整
し、終了してください。上から下に移動して終了すると、画面の位置が少
し下がる場合があります。

a

• プロジェクターの電源を入れた直後は映像が安定しません。映
像のサイズ調整、ピント調整、レンズシフトによる位置調整
は、投写開始から20分以上たってから行ってください。

• レンズの位置がホームポジションにあるときに、映像が最も鮮
明になります。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b 上下レンズシフトダイヤル、左右レンズシフトダイヤルを回し
て、映像の位置を調整します。

A レンズの中心

B レンズがホームポジションのときの投写映像

C 最大可動領域：V × 50%

D 左右方向が最大値の場合：V × 12%
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a

上下方向に最大まで移動した場合は左右に移動できませ
ん。
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テストパターンを表示させると、映像機器を接続せずに投写映像を調
整できます。

a

• テストパターンは［スクリーンタイプ］の設定に合わせて表示
されます。スクリーンタイプを先に設定してください。

• テストパターンで調整できない項目や、映像の微調整は、映像
機器から実際に映像を投写して調整してください。

a 本機の電源を入れます。

b 操作パネルの下ボタンを押します。

テストパターンが表示されます。

a

テストパターンは［設置］メニューからでも表示できま
す。

c リモコンの左右ボタン、または操作パネルの【決定】ボタンを押
すと、テストパターンが切り替わります。

d 映像を調整します。

e 【戻る】ボタンを押して、テストパターンを消します。
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机などの平らな場所に置いて投写するときは、プロジェクターのフッ
トを使って高さを調整します。
傾斜角度が大きくなると、ピントが合いにくくなります。傾斜角度が
小さくなるようにプロジェクターを設置してください。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b フロントフットを回して高さを調整します。

A フットを伸ばす

B フットを縮める

c 映像が傾いているときは、リアフットを回して左右の高さを調整
します。

A フットを伸ばす

B フットを縮める

投写映像がゆがむときは、映像の形状を補正します。

gg関関連連項項目目
• 「映像の形状を補正する」 p.62
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スクリーンの正面にプロジェクターを設置して、水平にすることで、
傾きやゆがみのない映像を投写できます。スクリーンに対して斜めに
プロジェクターを設置したり、上下に傾けて設置したりしたときは、
映像の形状を補正します。
補正後は、映像が少し小さくなります。
投写映像の画質を維持するためには、プロジェクターの設置位置を調
整して映像サイズや形状を調整することをお勧めします。

gg関関連連項項目目
• 「タテヨコ補正で映像のゆがみを補正する」 p.62
• 「Quick Corner機能で映像のゆがみを補正する」 p.64
• 「湾曲補正で映像のゆがみを補正する」 p.66
• 「ポイント補正で映像のゆがみを補正する」 p.68
• 「保存したメモリーを呼び出す」 p.70

タタテテヨヨココ補補正正でで映映像像ののゆゆががみみをを補補正正すするる
［タテヨコ］メニューを使用して、映像のゆがみを補正します。

映像を補正できる条件は、投写角度が上下左右約30º以内のときです。

a

• 必要に応じて、事前に［スクリーンタイプ］と［スクリーン位
置］の設定を変更してください。

• 他の補正方法と組み合わせて使うことはできません。

a 本機の電源を入れて、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［幾何学歪み補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。
［幾何学歪み補正］画面が表示されます。

a

操作パネルの上ボタンでも［幾何学歪み補正］メニューを
表示できます。

e ［タテヨコ］を選択し、【決定】ボタンを押します。もう一度
【決定】ボタンを押します。
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［タテヨコ］調整画面が表示されます。

f 操作パネルまたはリモコンの上下左右ボタンで補正方法を選択
し、映像の形状を補正します。
• ［タテ補正］

• ［ヨコ補正］

a

レンズシフト機能で投写映像の位置が調整されているとき
は、必要に応じて［タテバランス］と［ヨコバランス］を
調整してください（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑
L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。
• ［タテバランス］

• ［ヨコバランス］

g 終了したら、【戻る】ボタンを押します。
補正後は、映像が少し小さくなります。

a

補正した映像の形状をメモリーとして登録するには、［メ
モリー保存］を選択します。メモリーには映像の形状を3
つまで登録できます。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ > ［メモリー］ > ［メ
モリー保存］
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Quick Corner機機能能でで映映像像ののゆゆががみみをを補補正正すするる
［Quick Corner］機能を使用して、映像のゆがみと大きさを補正しま
す。

a

［スクリーンタイプ］を変更したり、［スクリーン位置］を調
整したりしたときは、補正した結果は初期化されます。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［幾何学歪み補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。
［幾何学歪み補正］画面が表示されます。
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e ［Quick Corner］を選択し、【決定】ボタンを押します。必要に
応じてもう一度【決定】ボタンを押します。
エリア選択画面が表示されます。

f 上下左右ボタンを押して調整するコーナーを選択し、【決定】ボ
タンを押します。

a

［Quick Corner］で補正した結果を初期化するには、エリ
ア選択画面が表示されているときに【戻る】ボタンを約2
秒間押し、［はい］を選択します。

g 上下左右ボタンを押して、映像の形状を調整します。
【決定】ボタンを押すと、エリア選択画面に戻ります。

a

• リモコンの次の数字のテンキーボタンを押して、調整す
るコーナーを選択することもできます。
• 【1】：左上のコーナーを選択します。
• 【3】：右上のコーナーを選択します。
• 【7】：左下のコーナーを選択します。
• 【9】：右下のコーナーを選択します。

• 以下の画面で、グレーの三角形で示される方向にはこれ
以上調整できません。

h 手順6と7を繰り返して、調整が必要なすべてのコーナーを調整し
ます。

i 終了したら、【戻る】ボタンを押します。
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Quick Corner実行後は、［設置］メニューの［幾何学歪み補正］が
［Quick Corner］に設定されます。
操作パネルの上矢印ボタンを押したときは、エリア選択画面が表示さ
れます。

a

補正した映像の形状をメモリーとして登録するには、［メモ
リー保存］を選択します。メモリーには映像の形状を3つまで登
録できます。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ > ［メモリー］ > ［メモリー
保存］

湾湾曲曲補補正正でで映映像像ののゆゆががみみをを補補正正すするる
曲面に映像を投写するときは、［湾曲補正］機能を使用して映像のゆ
がみを補正します。

a

［スクリーンタイプ］を変更したり、［スクリーン位置］を調
整したりしたときは、補正した結果は初期化されます。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［幾何学歪み補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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［幾何学歪み補正］画面が表示されます。

e ［湾曲補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。
［湾曲補正］画面が表示されます。

f ［湾曲補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。

エリア選択画面が表示されます。

g 上下左右ボタンを押して補正するエリアを選択し、【決定】ボタ
ンを押します。

h 上下左右ボタンを押して、映像の形状を調整します。
【決定】ボタンを押すと、エリア選択画面に戻ります。
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a

以下の画面で、グレーの三角形で示される方向にはこれ以
上調整できません。

i 手順7と8を繰り返して、必要なすべてのエリアを補正します。

j 終了したら、【戻る】ボタンを押します。

a

• 補正した結果を微調整できます。［Quick Corner］で映像の傾
きを調整し、［ポイント補正］で微調整します。手順6の画面
で［Quick Corner］または［ポイント補正］を選択してくださ
い。

• 補正した映像の形状をメモリーとして登録するには、［メモ
リー保存］を選択します。メモリーには映像の形状を3つまで
登録できます。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ > ［メモリー］ > ［メモ
リー保存］

• ［湾曲補正］で補正した結果を初期化するには、エリア選択画
面が表示されているときに【戻る】ボタンを約2秒間押し、
［はい］を選択します。

gg関関連連項項目目
• 「Quick Corner機能で映像のゆがみを補正する」 p.64
• 「ポイント補正で映像のゆがみを補正する」 p.68

ポポイインントト補補正正でで映映像像ののゆゆががみみをを補補正正すするる
［ポイント補正］機能を使用して部分的に発生するわずかなゆがみを
補正します。投写画像を格子で区切り、格子の交点を上下左右に移動
させることで投写画面のゆがみを補正します。
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a

［スクリーンタイプ］を変更したり、［スクリーン位置］を調
整したりしたときは、補正した結果は初期化されます。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［幾何学歪み補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。

［幾何学歪み補正］画面が表示されます。

e ［ポイント補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。

f ［ポイント補正］を選択し、【決定】ボタンを押します。

a

［Quick Corner］で映像のゆがみと大きさを大まかに補正
し、［ポイント補正］で細かく調整します。

g ポイントの数を選択し、【決定】ボタンを押します。
投写画面に格子が表示されます。
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a

格子が見えにくいときは、【戻る】ボタンを押して、［ポ
イント補正］メニューの［パターン色］で色を変更しま
す。

h 上下左右ボタンを押して補正するポイントを選択し、【決定】ボ
タンを押します。

i 上下左右ボタンで映像のゆがみを補正します。

j 続けて他のポイントを補正する場合は、【戻る】ボタンを押して
前の画面に戻り、手順8、9を行います。

k 終了したら、【戻る】ボタンを押します。

a

• 補正した映像の形状をメモリーとして登録するには、［メモ
リー保存］を選択します。メモリーには映像の形状を3つまで
登録できます。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ > ［メモリー］ > ［メモ
リー保存］

• ［ポイント補正］で補正した結果を初期化するには、［ポイン
ト補正］で［初期化］を選択します。

gg関関連連項項目目
• 「Quick Corner機能で映像のゆがみを補正する」 p.64

保保存存ししたたメメモモリリーーをを呼呼びび出出すす
メモリーに設定・登録した内容を呼び出します。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b リモコンの【Num】ボタンを押しながら、登録したメモリー番号
（1～3）のテンキーボタンを押します。
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a

• イラストはイメージです。
• ［メモリー］メニューの［メモリー呼出］からも設定・
登録した内容を呼び出せます。

c 設定が読み込まれたら、画面の指示に従います。
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ズームリングで映像の大きさを調整できます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L720U/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

a

プロジェクターの電源を入れた直後は映像が安定しません。映
像のサイズ調整、ピント調整、レンズシフトによる位置調整
は、投写開始から20分以上たってから行ってください。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b ズームリングを回して、映像を拡大/縮小します。
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［デジタルズーム］機能を使って、映像を縮小できます（EB‑
L635SU/EB‑L630SU）。

a

プロジェクターの電源を入れた直後は映像が安定しません。映
像の調整は、投写開始から20分以上たってから行ってくださ
い。

a 本機の電源を入れて、映像を表示します。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［デジタルズーム］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e 操作パネルまたはリモコンの左右ボタンを押して、サイズを調整
します。

f 終了したら、【戻る】ボタンを押します。

gg関関連連項項目目
• 「映像の位置を調整する（デジタルピクチャーシフト）」 p.73

映映像像のの位位置置をを調調整整すするる（（デデジジタタルルピピククチチャャーーシシフフトト））
［デジタルピクチャーシフト］機能を使って、本機を動かさずに映像
の投写位置を微調整できます（EB‑L635SU/EB‑L630SU）。

a

• デジタルズームで映像を縮小しているときに調整できます。
• プロジェクターの電源を入れた直後は映像が安定しません。投
写位置の調整は、映像を投写し始めてから20分以上たってから
行ってください。

a 本機の電源を入れて、映像を表示します。
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b ［設置］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［デジタルピクチャーシフト］を選択して、【決定】ボタンを押
します。

d 上下左右ボタンで映像の位置を調整します。

e 【戻る】ボタンを押して調整画面を終了します。
約10秒間何もしないと、調整画面は自動的に消えます。

a

• ［デジタルピクチャーシフト］の設定は電源を切っても記憶さ
れています。本機の設置位置や角度を変えたときは、再度調整
してください。
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フォーカスリングを使用して、ピントのズレを補正します。

a

プロジェクターの電源を入れた直後は映像が安定しません。映
像のサイズ調整、ピント調整、レンズシフトによる位置調整
は、投写開始から20分以上たってから行ってください。
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コンピューターとDVDプレーヤーなど複数の機器をプロジェクターに
接続しているときは、投写する映像を切り替えます。

a 接続機器の電源が入っていることを確認します。

b ビデオ機器の映像を投写するときは、DVDなどのメディアを挿入
して再生します。

c 次のいずれかの操作を行います。
• 目的の機器からの映像が表示されるまで、操作パネルまたはリ
モコンの【入力検出】ボタンを押します。

a

映像信号が検出されないときは、次の画面が表示されま
す。本機と接続機器が正しく接続されていることを確認
してください。

• リモコンで、投写したい入力ソースのボタンを押します。押し
たボタンに対応する入力ソースが複数あるときは、ボタンを再
度押して入力ソースを切り替えます。
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A HDMI、およびHDBaseT入力ソース（HDMI1、HDMI2、および
HDBaseT端子）

B コンピューター入力ソース（Computer1、およびComputer2
端子）

C USB入力ソース

D ネットワーク入力ソース（LAN、およびScreen Mirroring）

• リモコンの【ホーム】ボタンを押します。

投写する入力ソースを選択します。

a

• 入力信号を検出すると、ソースの並び順が変わりま
す。（検出したソースが左上に表示されます。）

• ［表示］メニューの［入力ソース並び替え］で、入力
ソースの表示順を固定できます。

• 現在投写している入力ソースにはチェックマークが付
きます。現在の入力映像のプレビュー画像がサムネイ
ル表示されます（コンテンツ再生モード時のUSB入力
ソース以外）。

• 有効な入力ソースが9つ以上あるときは、次ページに表
示されている場合があります。右矢印をクリックし
て、次のページに移動します。
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本機はさまざまな縦横比（アスペクト比）で映像を表示できます。通
常は、接続機器からの入力信号によって映像のアスペクト比が決まり
ます。映像をスクリーンに合わせるために、手動でアスペクト比を切
り替えることもできます。

gg関関連連項項目目
• 「映像のアスペクト比を切り替える」 p.78
• 「アスペクトモードの種類」 p.78

映映像像ののアアススペペククトト比比をを切切りり替替ええるる
投写する映像のアスペクト比を切り替えます。

a

• アスペクト比を切り替える前に、［設置］メニューで［スク
リーンタイプ］を設定してください。

• 以下の入力ソースから投写中のときに設定できます。
• コンピューター
• HDMI

• HDBaseT

• ［表示倍率］をオフ、または［表示倍率モード］を［フル表
示］に設定しているときのみ有効です。
s［映像調整］ >［表示倍率］ > ［表示倍率モード］

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b リモコンの【アスペクト】ボタンを押します。

表示される映像の形状と大きさが切り替わり、アスペクト比の名
称が一時的に画面に表示されます。

c 投写中の入力信号で設定可能なアスペクト比を順に切り替えると
きは、【アスペクト】ボタンを繰り返し押します。

a

• 選択できるアスペクト比は、接続機器からの入力信号によって
異なります。

• コンピューターの映像が欠けてすべてが投写できないときは、
お使いのコンピューターの解像度に合わせて［映像調整］メ
ニューの［入力解像度］を［ワイド］または［ノーマル］に設
定してください。

• 映像を表示する領域と映像との間に余白が生じたときは、［設
置］メニューの［スクリーン位置］で映像の位置を調整でき
ます。
s［設置］ >［スクリーンタイプ］ > ［スクリーン位置］

アアススペペククトトモモーードドのの種種類類
［スクリーンタイプ］の設定、および接続機器からの入力信号に応じ
て、以下のアスペクト比を選択できます。

a

• 著作権法で保護されている映像をアスペクト機能で圧縮、引き
伸ばし、分割などを行い、営利目的で公衆に視聴させた場合
は、著作者の権利を侵害するおそれがあります。

アスペクトモード 説明

オート 入力信号と設定した［入力解像度］に従って、ア
スペクト比が自動的に設定されます。
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アスペクトモード 説明

フル 入力信号のアスペクト比を維持せずに、投写エリ
ア全体に映像を表示します。

Hズーム
Vズーム
（［スクリーンタイプ］
が［4:3］、［16:9］、ま
たは［16:10］のときの
み）

入力信号のアスペクト比を維持し、投写エリアの
横幅（Hズーム）、または高さ（Vズーム）に合わ
せて映像を表示します。投写エリアからはみ出し
た部分は表示されません。

リアル
（［スクリーンタイプ］
が［4:3］、［16:9］、ま
たは［16:10］のときの
み）

入力信号のアスペクト比と解像度を維持して表示
します。投写エリアからはみ出した部分は表示さ
れません。
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本機は、投写環境や映像の種類に応じて、明るさ、コントラスト、色
を最適化するためのカラーモードを用意しています。環境や映像の種
類に合ったカラーモードを選択できます。

gg関関連連項項目目
• 「カラーモードを変更する」 p.80
• 「カラーモードの種類」 p.80

カカララーーモモーードドをを変変更更すするる
リモコンでカラーモードを変更して、映像を最適化します。

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b リモコンの【カラーモード】ボタンを押してカラーモードを切り
替えます。

カラーモードの名称が一時的に投写画面に表示され、映像の表示
が切り替わります。

c 投写中の入力信号で選択できるカラーモードを順に切り替えるに
は、【カラーモード】ボタンを繰り返し押します。

a

カラーモードは［映像調整］メニューの［カラーモード］でも
設定できます。

カカララーーモモーードドのの種種類類
投写している映像の種類に応じて、以下のカラーモードを設定できま
す。

カラーモード 説明

ダイナミック 最も明るいモードです。明るさを優先したい場合
に適しています。

プレゼンテーション 映像を明るく鮮やかに投写したい場合に適してい
ます。

シネマ 映画などのコンテンツを楽しむのに適していま
す。

sRGB コンテンツの持つ色表現を忠実に再現したい場合
に適しています。

DICOM SIM エックス線写真などの医用画像を投写するのに適
しています。ただし、本機は医療機器ではありま
せんので、医療診断の用途ではご利用いただけま
せん。

マルチプロジェクション 本機を複数台並べて投写する場合に適しています
（映像の明るさや色合いの違いを小さくしま
す）。



映映像像のの光光量量をを調調整整すするる 81

ダイナミックコントラストをオンにすると、映像の明るさに合わせて
プロジェクターの光量を自動的に調整することでコントラストを改善
します。

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［映像調整］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［ダイナミックコントラスト］を選択し、【決定】ボタンを押し
ます。

e 以下のいずれかを選択し、【決定】ボタンを押します。
• ［標準］：標準の光量調整が行われます。

• ［高速］：シーンが切り替わったとき、すぐに光量を調整しま
す。

f 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。



映映像像のの色色合合いいをを調調整整すするる 82

投写映像の色合いを細かく調整できます。

gg関関連連項項目目
• 「色相、彩度、明度を調整する」 p.82
• 「ガンマを調整する」 p.83

色色相相、、彩彩度度、、明明度度をを調調整整すするる
映像の色相、彩度、明度を調整します。

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［映像調整］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［RGBCMY］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e 調整する色を選択し、【決定】ボタンを押します。

f 必要に応じて以下を調整します。
• ［色相］：映像全体の色味を、青系～緑系～赤系へと調整しま
す。

• ［彩度］：映像全体の鮮やかさを調整します。
• ［明度］：映像全体の明るさを調整します。

g 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。
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ガガンンママをを調調整整すするる
ガンマを調整することにより、接続機器の違いにより生じる投写映像
の発色の違いを調整します。

a

シーンに応じて階調表現を最適化し、メリハリのある映像にす
るときは［シーン適応ガンマ補正］で映像を補正します。

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［映像調整］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［ガンマ］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e 補正値を選んで調整します。

数値が小さいほど、映像全体の明るさを抑えてメリハリのある映
像になります。数値が大きいと、映像の暗い部分が明るくなり、
明るい部分は色の濃淡が小さくなります。
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a

• ［映像調整］メニューの［カラーモード］で［DICOM
SIM］を選択したときは、投写サイズに応じた補正値を選
択します。
• 投写サイズが120インチ以下：より小さい数値を選択
します。

• 投写サイズが120インチ以上：より大きい数値を選択し
ます。

• 本機の設置環境やスクリーンの仕様によっては、医用画
像を正しく再現できないことがあります。

f 調整の精度を上げるには、［カスタム］を選択し、【決定】ボタ
ンを押します。

g ガンマ調整グラフで、左右ボタンを使って変更したい階調を選択
します。選択された階調を上下ボタンで調整し、【決定】ボタン
を押します。

h 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。
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映像の解像感を調整することで、質感や素材感のあるくっきりとした
映像を表現できます。

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［映像調整］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［イメージ強調］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［イメージ強調プリセット］を選択し、【決定】ボタンを押しま
す。

f プリセットを選択し、【決定】ボタンを押します。
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プリセットに登録されている以下の項目の設定値が映像に反映さ
れます。
• ［ノイズリダクション］
• ［MPEGノイズリダクション］
• ［プログレッシブ変換］
• ［超解像］
• ［ディテール強調］

g 必要に応じて、［映像調整］メニューでそれぞれの設定値を個別
に調整します。
• ［ノイズリダクション］：映像のざらつきを抑えます。
• ［MPEGノイズリダクション］：MPEG形式の映像のざらつきを
抑えます。

• ［プログレッシブ変換］：インターレース信号をプログレッシ
ブ信号に変換します。
• ［オフ］：動きの速いビデオ映像に適しています。
• ［ビデオ］：一般のビデオ映像に適しています。
• ［フィルム/オート］：映画フィルムやCG、アニメーション
に適しています。

a

インターレース信号（480i/576i/1080i）が入力されてい
るとき表示されます。

• ［超解像］：解像度の低い映像を投写するときに、解像度を高
めて映像のボケを軽減します。

• ［ディテール強調］：映像のテクスチャーや質感を強調しま
す。

a

調整後、プリセットの設定値は上書きされます。

h 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。
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光源の明るさを設定します。

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［動作］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［光源明るさ制御］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e 明るさを一定のレベルで維持したいときは、［明るさ一定運用］
を［オン］に設定します。

f ［明るさ一定運用］をオンにしたときは、［明るさ維持レベル］
を選択し、［残り時間目安］を確認します。

g ［明るさ一定運用］をオフにしたときは、［光源モード］を選択
します。
• ［ノーマル］：明るさを落としたくないときに選択します。光
源使用時間の目安は約20,000時間です。

• ［静音］：ファンの音が気になるときに選択します。明るさレ
ベルは約70%になります。光源使用時間の目安は約20,000時間
です。
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• ［ロング］：光源の寿命を延ばしたいときに選択します。明る
さレベルは約70%になります。光源使用時間の目安は約30,000
時間です。

• ［カスタム］：明るさレベルを70～100%の範囲で設定しま
す。

h ［光源モード］で［カスタム］を選択したときは、［明るさレベ
ル］を選択し、左右矢印ボタンを押して明るさレベルを設定しま
す。

i 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。

a

光源の明るさを一定に保ちたいときは、［管理］メニューの
［光源キャリブレーション］で［定期的に実行］を選択してく
ださい。

gg関関連連項項目目
• 「残り時間目安の見方」 p.88
• 「光源の使用時間」 p.89
• 「本機仕様」 p.273

残残りり時時間間目目安安のの見見方方
［明るさ一定運用］をオンにしたときは、明るさを一定に保つことが
できる時間の目安として［残り時間目安］が表示されます。

表示レベル 残り時間目安

10,000時間以上
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表示レベル 残り時間目安

8,000～9,999時間

6,000～7,999時間

4,000～5,999時間

2,000～3,999時間

0～1,999時間

a

［残り時間目安］に表示される時間は目安です。

光光源源のの使使用用時時間間
光源の使用時間は、［明るさレベル］の設定や［明るさ一定運用］の
オン/オフによって異なります。

a

• 光源の使用時間はお使いの環境によって異なります。
• 以下に示す時間は目安であり、保証期間ではありません。
• 本機の使用条件や使用環境によっては、目安時間より短い時間
でも、本機内部の部品交換が必要となることがあります。

• ［明るさ一定運用］がオンのときに、以下に示す目安時間を超
えて使用した場合は、［明るさ維持レベル］の設定を高くする
ことはできません。

明明るるささ一一定定運運用用ががオオフフのの場場合合

明るさレベルの設定 光源の明るさが半減するまでの時間（目安）

100% 20,000時間

90% 21,000時間

80% 24,000時間

70% 30,000時間

明明るるささ一一定定運運用用ががオオンンのの場場合合

A 明るさ維持レベル

B 光源の明るさを一定に保つことができる時間（目安）

明るさ維持レベルの設定 時間

85% 6,000時間

80% 10,000時間

75% 14,000時間

70% 19,000時間
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音量ボタンは、プロジェクターの内蔵スピーカーの音量を調整しま
す。
プロジェクターに接続している外部スピーカーの音量も調整できま
す。
音量は接続した入力ソースごとに調整する必要があります。

a 本機の電源を入れ、投写する機器の映像に切り替えます。

b リモコンの【音量】ボタンを押して音量を調整します。

音量調節画面が表示されます。

c メニューから音量を調整するときは、［信号入出力］メニューの
［音量］を設定します。設定値は入力ソースごとに保持されま
す。

注注意意
初めから音量を上げすぎないでください。突然大きな音が出て、聴力障害
の原因となることがあります。

電源を切る前に音量を下げておき、電源を入れた後で徐々に上げてくださ
い。



ププロロジジェェククタターーのの便便利利なな機機能能
プロジェクターの各機能を使用します。

gg関関連連項項目目
• 「複数の映像を同時に投写する」 p.92
• 「PC Free機能で投写する」 p.95
• 「コンテンツ再生モードで投写する」 p.101
• 「映像と音声を一時的に遮断する」 p.109
• 「映像を一時的に停止する」 p.110
• 「画面の一部を拡大表示する（Eズーム）」 p.111
• 「映像を拡大・縮小する（Eズーム）」 p.112
• 「ユーザーロゴを設定する」 p.114
• 「プロジェクターの設定をメモリーに保存する」 p.116
• 「映像の詳細設定を行う」 p.117
• 「複数台のプロジェクターから投写する（マルチプロジェクション機能）」 p.120
• 「セキュリティー機能」 p.133
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画面分割機能を使用して、異なる映像機器から2つまたは4つの映像を
同時に投写できます。

a

• 画面分割機能を使用しているときは、本機の一部の機能が使用
できなかったり、一部の設定が自動的に両方の映像に適用され
たりすることがあります。

• ［動作］メニューの［コンテンツ再生］を［オン］に設定して
いるときは、この機能は使用できません。

• ［マルチプロジェクション］メニューの［表示倍率］、または
［エッジブレンディング］を使用しているときは、画面分割機
能を使用できません。

a リモコンの【画面分割】ボタンを押します。

b ［2画面］または［4画面］を選択します。

2画面に分割するときは、投写している入力ソースの映像が左画
面に投写されます。
4画面に分割するときは、前回の画面分割時に投写した入力ソー
スが前回と同じ場所に投写されます。

c 【メニュー】ボタンを押します。
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d 2画面に分割するときは、以下の設定をします。

A 入力ソースを選択します。

a

組み合わせ可能な入力ソースのみを選択でき
ます。

B 音声を出力する画面を選択します。

C 画面サイズを選択します。

e 4画面に分割するときは、以下の設定をします。

A 入力ソースを選択します。

a

組み合わせ可能な入力ソースのみを選択でき
ます。

B 音声を出力する画面を選択します。

f ［実行］を選択し、【決定】ボタンを押します。

g 画面分割機能を終了するには、【画面分割】または【戻る】ボタ
ンを押します。

gg関関連連項項目目
• 「画面分割投写できない入力ソースの組み合わせ」 p.94
• 「画面分割投写中の制限事項」 p.94
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画画面面分分割割投投写写ででききなないい入入力力ソソーーススのの組組みみ合合わわせせ
以下の入力ソースの組み合わせでは、画面分割投写はできません。
• HDMI2とHDBaseT

• コンピューター1とコンピューター2

• USBとLAN

a

4画面に分割してUSBとScreen Mirroringを入力ソースに選択して
いるとき、Screen Mirroringは1または2のいずれか一方のみ選択
できます。

画画面面分分割割投投写写中中のの制制限限事事項項

操操作作にに関関すするる制制限限事事項項
画面を分割しての投写中は、以下の操作はできません。
• メニューの設定
• Eズーム
• アスペクトモードの切り替え（アスペクトモードは［オート］に設
定されます。）

• リモコンの【ユーザー】ボタンでの操作（投写面へのネットワーク
情報の表示以外）

• 投写中の映像に［ダイナミックコントラスト］の設定を適用
• 投写中の映像に［デジタルピクチャーシフト］の設定を適用
• 【ユーザー】ボタンを使用する以外の方法での投写面へのネット
ワーク情報の表示

• Screen Mirroring情報バーの表示

画画質質調調整整にに関関すするる制制限限事事項項
• ［表示］メニューの［無信号時画面］で［ロゴ］を設定していて
も、映像信号が入力されていないときは青い画面が表示され、ロゴ
は表示できません。

• 複数のプロジェクターを並べて作った一つの大きな映像で画面分割
機能を使用するときは、2台目のプロジェクターは入力ソースを検出
できません。

gg関関連連項項目目
• 「映像を拡大・縮小する（Eズーム）」 p.112
• 「映像のアスペクト比を設定する」 p.78
• 「画面の一部を拡大表示する（Eズーム）」 p.111
• 「映像の光量を調整する」 p.81
• 「メニューの設定」 p.190
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PC Free機能は、USB機器を本機に接続して、保存されたファイルを投
写できます。素早く簡単に映像を投写でき、リモコンから映像を操作
することもできます。

gg関関連連項項目目
• 「サポートファイル形式」 p.95
• 「PC Free使用時の注意事項」 p.96
• 「PC Freeのスライドショーを開始する」 p.97
• 「PC Freeで動画を投写する」 p.98
• 「PC Freeの表示オプション」 p.100

ササポポーートトフファァイイルル形形式式
以下の形式のファイルをPC Freeで投写できます。

a

• FAT16/32でフォーマットされたUSB機器にファイルを保存して
ください。

• Windows以外のファイルシステムでフォーマットしたUSB機器
で投写に問題があるときは、Windowsでフォーマットしてくだ
さい。

ファイルの
内容

ファイル
タイプ
（拡張
子）

詳細

静止画 .jpg 以下のファイル形式は投写できません。
• CMYK形式
• プログレッシブ形式
• 高圧縮
• 解像度が8192 × 8192を超えるファイル

.bmp 以下のファイル形式は投写できません。
• 解像度が1280 × 800を超えるファイル

.gif 以下のファイル形式は投写できません。
• 解像度が1280 × 800を超えるファイル
• アニメーションファイル
• インターレース形式

.png 以下のファイル形式は投写できません。
• 解像度が1920 × 1200を超えるファイル
• インターレース形式
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ファイルの
内容

ファイル
タイプ
（拡張
子）

詳細

動画 .avi（Moti
on JPEG
のみ）

• バージョン：AVI 1.0のみ
• 解像度：最大1280 × 720

• サイズ：最大2 GB

• 動画コーデック：Motion JPEG

• フレームレート：最大30 fps

• 音声コーデック：LPCM、IMA ADPCM

• 音声サンプリングレート：11.025 kHz、16 kHz、
22.05 kHz、24 kHz、32 kHz、44.1 kHz、48 kHz

ファイルの
内容

ファイル
タイプ
（拡張
子）

詳細

動画 .mp4/.mov
（H.264,
H265）

• 解像度：最大1920 × 1200

• サイズ：最大2 GB

• 動画コーデック：H.264/MPEG-4 AVC、
H.265/MPEG-H HEVC

• フレームレート：最大30 fps

• プロファイル：
• H.264/MPEG-4 AVC：Baseline Profile、Main

Profile、High Profile

• H.265/MPEG-H HEVC：Main Profile

• カラーフォーマット：YUV420

• ビデオのスライス構造が複数でないこと
• 音声コーデック：MPEG-2 AAC-LC、MPEG-4 AAC-

LC、LPCM

• 音声チャンネル：最大2チャンネル
• 音声ビットレート：8ビット、16ビット
• 音声サンプリングレート：

• MPEG-2 AAC-LC：44.1 kHz、48 kHz

• MPEG-4 AAC-LC：44.1 kHz、48 kHz

• LPCM：11.025 kHz、16 kHz、22.05 kHz、24
kHz、32 kHz、44.1 kHz、48 kHz

PC Free使使用用時時のの注注意意事事項項
PC Free機能を使用するときは、以下の点に注意してください。
• USBキーとして使用しているUSBメモリーは、PC Free機能では使用で
きません。
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• PC Freeで投写中は、USB機器を本機から取り外さないでください。
PC Freeが正しく動作しなくなるおそれがあります。

• セキュリティー機能が搭載されているUSB機器は、使用できないこと
があります。

• ACアダプターが付属されているUSB機器を接続するときは、ACアダ
プターを電源コンセントに接続してください。

• 市販のUSBカードリーダーの中には、本機で使用できないものもあり
ます。

• 本機は、同時に5つまでのメディアを認識できます。
• 以下の機能はPC Freeで投写しているときでも使用できます。
• 静止
• A/Vミュート
• Eズーム

gg関関連連項項目目
• 「映像を拡大・縮小する（Eズーム）」 p.112
• 「映像を一時的に停止する」 p.110
• 「映像と音声を一時的に遮断する」 p.109
• 「画面の一部を拡大表示する（Eズーム）」 p.111

PC Freeののススラライイドドシショョーーをを開開始始すするる
USB機器をプロジェクターに接続した後、入力ソースを切り替えてス
ライドショーを開始します。

a

• 画面下部の［オプション］を選択し、【決定】ボタンを押し
て、PC Freeの動作設定を変更したり、画面切替効果を追加し
たりできます。

a PC Freeファイル一覧画面が表示されるまで、リモコンの【USB】
ボタンを押します。

a

• ドライブの選択画面が表示されたときは、上下左右ボタ
ンでドライブを選択して、【決定】ボタンを押します。

• 別のUSBドライブの画像を表示するには、ファイル一覧
画面上部の［ドライブの選択］を選択して、【決定】ボ
タンを押します。

b 以下の操作で投写するファイルを探します。
• USB機器のサブフォルダーにあるファイルを投写するときは、
上下左右ボタンで該当のフォルダーを選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

• ひとつ上のフォルダーに戻るときは、［上へ戻る］を選択し
て、【決定】ボタンを押します。

• 同一フォルダー内の表示されていないファイルを表示するに
は、［次のページ］または［前のページ］を選択して、【決
定】ボタンを押します。
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c 次のいずれかの操作を行います。
• 投写するファイルを1つずつ選択するときは、上下左右ボタン
で画像を選択し、【決定】ボタンを押します。（ファイル一覧
画面に戻るには、【戻る】ボタンを押します。）

• 同一フォルダー内のすべての画像をスライドショーで表示する
には、上下左右ボタンで画面下部の［スライドショー］を選択
し、【決定】ボタンを押します。

a

• 画像の切り替え時間を変更できます。画面下部の［オプ
ション］を選択し、【決定】ボタンを押して、表示オプ
ション設定画面で変更してください。

• ファイル名の文字数が表示幅を超える場合や、非対応の
記号が含まれている場合は、PC Free機能ではファイル名
が短縮または変更されます。

d 投写中は、以下の操作ができます。
• 画像の回転：上下ボタンを押して、画像を回転できます。

• 画像の送り戻し：左右ボタンを押して、表示中の画像の前また
は次の画像を表示します。

e 画像の投写を終了するときは、【戻る】ボタンを押します。
ファイル一覧画面に戻ります。

f 必要に応じてUSB機器の電源を切り、本機から取り外します。

gg関関連連項項目目
• 「PC Freeの表示オプション」 p.100
• 「USB機器を接続する」 p.36

PC Freeでで動動画画をを投投写写すするる
USB機器をプロジェクターに接続した後、入力ソースを切り替えて、
動画の投写を開始します。

a

• 画面下部の［オプション］を選択し、【決定】ボタンを押し
て、PC Freeの動作設定オプションを変更できます。
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a PC Freeファイル一覧画面が表示されるまで、リモコンの【USB】
ボタンを押します。

a

• ドライブの選択画面が表示されたときは、上下左右ボタ
ンでドライブを選択して、【決定】ボタンを押します。

• 別のUSBドライブの画像を表示するには、ファイル一覧
画面上部の［ドライブの選択］を選択して、【決定】ボ
タンを押します。

b 以下の操作で投写するファイルを探します。
• USB機器のサブフォルダーにあるファイルを投写するときは、
上下左右ボタンで該当のフォルダーを選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

• ひとつ上のフォルダーに戻るときは、［上へ戻る］を選択し
て、【決定】ボタンを押します。

• 同一フォルダー内の表示されていないファイルを表示するに
は、［次のページ］または［前のページ］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

c 上下左右ボタンでファイルを選択し、【決定】ボタンを押しま
す。

a

• ファイル名の文字数が表示幅を超える場合や、非対応の
記号が含まれている場合は、PC Free機能ではファイル名
が短縮または変更されます。

• 同一フォルダー内のすべての動画を連続再生するには、
画面下部の［スライドショー］を選択します。

d 投写を終了するときは、【戻る】ボタンを押し、［終了］を選択
して【決定】ボタンを押します。
ファイル一覧画面に戻ります。

e 必要に応じてUSB機器の電源を切り、本機から取り外します。

gg関関連連項項目目
• 「PC Freeの表示オプション」 p.100
• 「USB機器を接続する」 p.36
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PC Freeのの表表示示オオププシショョンン
PC Freeでは、以下の表示オプションを設定できます。PC Freeファイル
一覧画面下部の［オプション］を選択し、【決定】ボタンを押しま
す。

設定 選択肢 説明

表示順序設定 ファイル名順 ファイル名順でファイルを表示

更新日付順 更新日付順でファイルを表示

ソート方向 昇順 数字やアルファベットの小さい順
にファイルを並べる

降順 数字やアルファベットの大きい順
にファイルを並べる

繰り返し再生 オン スライドショーを連続表示

オフ スライドショーを1回のみ表示

設定 選択肢 説明

表示時間設定 なし 画像の自動送りなし

1秒～60秒 設定した秒数の間画像を表示した
後、自動的に次の画像を表示（高
解像度の画像は、設定秒数よりも
切り替えが遅れることがありま
す）

画面切替効果 なし 切り替え効果なし

ワイプ 画像の切り替え時にワイプ効果を
入れる

ディゾルブ 画像の切り替え時にディゾルブ効
果を入れる

ランダム 画像の切り替え時にランダム効果
を入れる
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コンテンツ再生モードを使うと、デジタルサイネージに適した映像を
投写できます。外部メモリーに保存されているプレイリストの写真や
動画を投写できます。エフェクト機能を使って投写映像の色や形を変
えることもできます。

gg関関連連項項目目
• 「サポートファイル形式」 p.101
• 「コンテンツ再生モードに切り替える」 p.102
• 「プレイリストを再生する」 p.103
• 「映像に効果を加える（エフェクト機能）」 p.106
• 「コンテンツ再生モードの制限事項」 p.107

ササポポーートトフファァイイルル形形式式
以下の形式のファイルをコンテンツ再生モードで投写できます。

ファイルの
内容

ファイル
タイプ
（拡張
子）

詳細

静止画 .jpg 以下のファイル形式は投写できません。
• プログレッシブ形式
• 高圧縮
• 解像度が8192 × 8192を超えるファイル

.bmp 以下のファイル形式は投写できません。
• 解像度が1280 × 800を超えるファイル

.gif 以下のファイル形式は投写できません。
• 解像度が1280 × 800を超えるファイル
• アニメーションファイル
• インターレース形式

.png 以下のファイル形式は投写できません。
• 解像度が1280 × 800を超えるファイル
• インターレース形式
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ファイルの
内容

ファイル
タイプ
（拡張
子）

詳細

動画 .avi（Moti
on JPEG
のみ）

• バージョン：AVI 1.0のみ
• 解像度：最大1280 × 800

• サイズ：最大2 GB

• 動画コーデック：Motion JPEG

• 音声コーデック：LPCM、IMA ADPCM

• 音声サンプリングレート：11.025 kHz、22.05
kHz、44.1 kHz、16 kHz、24 kHz、32 kHz、48 kHz

.mp4/.mov
（H.264/H.
265）

• 解像度：最大1920 × 1200

• サイズ：最大2 GB

• 動画コーデック：H.264/MPEG-4 AVC、
H.265/MPEG-H HEVC

• プロファイル：
• H.264/MPEG-4 AVC：Baseline Profile、Main

Profile、High Profile

• H.265/MPEG-H HEVC：Main Profile

• カラーフォーマット：YUV420

• 音声コーデック：MPEG-4 AAC-LC、LPCM

• 音声サンプリングレート：
• MPEG-2 AAC-LC：44.1 kHz、48 kHz

• MPEG-4 AAC-LC：44.1 kHz、48 kHz

• LPCM：11.025 kHz、16 kHz、22.05 kHz、24
kHz、32 kHz、44.1 kHz、48 kHz

ココンンテテンンツツ再再生生モモーードドにに切切りり替替ええるる
プレイリストを再生するには、コンテンツ再生モードに切り替えま
す。

a 本機の電源を入れます。

b 【メニュー】ボタンを押し、［動作］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

c ［コンテンツ再生］を［オン］にします。
確認メッセージが表示されます。

d コンテンツ再生モードを有効にするために、本機の電源を入れな
おします。
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ププレレイイリリスストトをを再再生生すするる
コンテンツ再生モードでは、プレイリストとして保存した写真や動画
を投写できます。

a 以下の方法でプレイリストを作成し、USBメモリーに保存しま
す。
• Epson Projector Content Managerを使うと、画像や動画をプレ
イリストに追加して外付けデバイスに保存できます。エフェク
ト機能を使って投写映像の色や形を変えたり、プレイリストを
再生する日時を指定するタイムテーブルを設定することもでき
ます。
Epson Projector Content Managerは以下のWebサイトからダウ
ンロードしてください。
epson.jp/download

詳しくは『Epson Projector Content Manager操作ガイド』をご
覧ください。

• Epson Web Controlを使うと、Webブラウザーを使ってプレイ
リストを作成して、ネットワークプロジェクターに接続されて
いる外付けデバイスに保存できます。エフェクト機能を使って
投写映像の色や形を変えることもできます。

• Epson Creative Projectionを使うと、iOSのモバイルデバイスで
デジタルサイネージコンテンツを作成できます。プロジェク
ターにコンテンツをワイヤレスに転送することもできます。

Epson Creative Projectionは、App Storeから無料でダウンロード
できます。App Storeへ接続する際の通信料はお客様の負担と
なります。

b コンテンツ再生モードが有効な状態で、USBメモリーを本機の
USB-A端子に接続します。

c リモコンの【USB】ボタンを押します。

前回再生したプレイリストが再生されます。タイムテーブルを設
定しているときは、その時間に指定されているプレイリストが再
生されます。

a

• 【Num】ボタンを押しながらテンキーボタンを押すと、お気に
入りに登録したプレイリストを再生できます。お気に入りに
は、プレイリストを作成したソフトウェアを使って登録できま
す。

• 再生するプレイリストを一覧から選択するには、［動作］メ
ニューの［USBビューアー］を選択し、上下左右ボタンで選択
します。

gg関関連連項項目目
• 「Epson Web Controlを使ってプレイリストを作成する」 p.104
• 「ドキュメント類の最新バージョンを入手する」 p.11

https://www.epson.jp/support/download/
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Epson Web Controlをを使使っっててププレレイイリリスストトをを作作成成すするる
コンテンツ再生モードでは、Webブラウザーを使ってプレイリストを
作成して、ネットワークプロジェクターに接続されているUSBメモ
リーに保存できます。

注注意意
プレイリストの作成中は、USBメモリーを本機から取り外したり、本機の
電源コードを抜いたりしないでください。USBメモリーのデータが破損す
ることがあります。

a 本機がコンテンツ再生モードで動作中であることを確認します。

b お使いの機器を、接続先のプロジェクターと同じネットワークに
接続します。

c USBメモリーがプロジェクターのUSB-A端子に接続されているこ
とを確認します。

d お使いの機器でWebブラウザーを起動します。

e ブラウザーのアドレス入力部にプロジェクターのIPアドレスを入
力し、Epson Web Control画面に接続します。IPv6アドレスを入力
するときは、アドレスを[ ]で囲んで入力します。

f ［USBメモリー］を選択します。

g ［素材のアップロード］を選択します。
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h プレイリストに追加したい画像や動画を選択します。

a

.avi、.jpeg (.jpg)、.png、.bmp、.gifファイルをアップロード
できます。
.mp4または.movファイルをプレイリストに追加したいとき
は、Epson Projector Content ManagerまたはEpson Creative
Projectionを使用します。

選択したファイルが、プロジェクターに接続されているUSBメモ
リーにコピーされます。

i 次のいずれかの操作を行います。
• アップロードした画像や動画を既存のプレイリストに追加した
いときは、［プレイリストに追加］を選択し、追加するプレイ
リストを選択します。

• 新しいプレイリストを作成したいときは、［新規プレイリスト
を作成］を選択します。

j プレイリストを編集します。

A プレイリスト名を編集できます。

B 繰り返し再生するかどうかを設定します。

C お気に入りに登録します。
お気に入りに登録すると、［リモコン］画面またはリモコンを使
用して簡単にプレイリストを再生できます。

D プレイリストに追加された画像や動画を表示します。ここに表示
された順序で画像や動画が再生されます。

E 画像や動画を追加します。

F 画像や動画を一覧から削除します。
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G ［静止画切り替え］画面を表示します。
プレイリスト投写中に次のファイルに切り替わるまでの表示時間
を設定できます。トランジション効果も設定できます。

H ［エフェクト］画面を表示します。
あらかじめ用意されているカラーフィルターまたは形状フィル
ターなどのエフェクトをプレイリストに設定できます。エフェク
トをカスタマイズすることもできます。

I プレイリストをプレビューできます。

k 終了したら、［完了］を選択します。

a

• ［リモコン］または［プレイリスト］画面からプレイリストを
再生できます。

• プレイリストを再生する日時を設定するには、Epson Projector
Content Managerを使用します。

gg関関連連項項目目
• 「Web Controlの画面一覧」 p.171

映映像像にに効効果果をを加加ええるる（（エエフフェェククトト機機能能））
コンテンツ再生モードでは、映像の色や形を変えて投写できます。

a

• エフェクト機能を使うときは、［リフレッシュモード］を定期
的に実行してください。
s［管理］ >［リフレッシュモード］

• ［エッジブレンディング］機能を使用しているときは、エフェ
クト機能を使用できません。

a コンテンツ再生モードが有効な状態で【メニュー】ボタンを押
し、［動作］を選択して、【決定】ボタンを押します。

b ［エフェクト］を選択して、【決定】ボタンを押します。
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c ［エフェクト］を［オン］に設定し、【決定】ボタンを押しま
す。

d ［形状フィルター］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e 必要に応じて以下の項目を調整します。
• ［形状］：エフェクトの形状を、丸、四角、カスタムから選択
します。

a

Epson Projector Content Managerを使うと、お好きな画像
をカスタムに登録できます。詳しくは『Epson Projector
Content Manager操作ガイド』をご覧ください。

• ［フィルター効果］：選択した形状の内側をマスクするか、外
側をマスクするかを選択します。

• ［サイズ］：選択した形状のサイズを設定します。
• ［表示位置］：選択した形状の表示位置を設定します。

a

カスタムを使用する時は、［サイズ］と［表示位置］設
定は変更できません。

f ［カラーフィルター］を選択し、【決定】ボタンを押します。

g 必要に応じて以下の項目を調整します。
• ［カラーフィルター］：エフェクトの色を選択します。
• ［カスタム］：［赤］、［緑］、［青］をそれぞれ調整しま
す。

h エフェクトの明るさを設定するときは、［明度］を選択します。

i 【メニュー】ボタンを押して終了します。

ココンンテテンンツツ再再生生モモーードドのの制制限限事事項項

操操作作にに関関すするる制制限限事事項項
コンテンツ再生モードでは、以下の操作や設定の変更はできません。
• ［映像調整］ >［色温度］（［カラーフィルター］で［ウォームホ
ワイト］、または［クールホワイト］が設定されているとき）

• 画面分割
• ログ保存先
• ブランキング
• ［設置］ >［スクリーンタイプ］
• ［表示］ >［無信号時画面］
• 自動入力検出
• ［ネットワーク設定］ >［Remoteパスワード］
• PC Free

• USB書画カメラ
• Epson iProjectionを使った画面共有
• ［ネットワーク設定］ >［接続ガイド表示］

gg関関連連項項目目
• 「映像調整メニュー」 p.193



ココンンテテンンツツ再再生生モモーードドでで投投写写すするる 108

• 「ネットワーク設定メニュー」 p.213
• 「複数の映像を同時に投写する」 p.92
• 「スクリーンタイプを設定する」 p.55
• 「PC Free機能で投写する」 p.95
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投写中の映像と音声を一時的に消すことができます。
プレゼンテーション中に聴衆の関心を引きたいときなどに効果的で
す。
停止中も映像と音声は進んでいるため、停止した場面から投写を再開
することはできません。

a 操作パネルまたはリモコンの【A/Vミュート】ボタンを押しま
す。

光源が消灯して、映像と音声が遮断されます。

b 投写を再開するときは、再度【A/Vミュート】ボタンを押しま
す。

a

• A/Vミュートの実行後30分経過すると、自動的に本機の電源が
切れます。この機能は以下の設定で無効にできます。
s［動作］ >［A/Vミュートタイマー］

• ［動作］メニューの［A/Vミュート解除］を［A/Vミュート］に
設定すると、A/Vミュートを実行したまま本機を操作できま
す。
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動画やプレゼンテーションスライドを一時的に停止して、静止画像と
して投写します。停止中も映像と音声は進んでいるため、停止した場
面から投写を再開することはできません。

a リモコンの【静止】ボタンを押して、動画を停止します。

b 停止を解除するときは、再度【静止】ボタンを押します。
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映像の一部をズームして拡大表示することで、プレゼンテーションの
ポイントに注目させることができます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

a

［映像調整］メニューの［表示倍率］を使用しているときは、
この機能は使用できません。

a リモコンの【Eズーム】（+）ボタンを押します。

ズームエリアの中心を示す十字カーソルが画面に表示されます。

b 以下の操作でズームエリアを決めてズームします。
• 十字カーソルの移動：上下左右ボタンでズームしたい位置に十
字カーソルを移動します。隣り合う上下左右ボタンを2つ同時
に押すと、十字カーソルを斜めに移動できます。

• ズームイン：【Eズーム】（+）ボタンを繰り返し押します。
ズームインの速度を上げるには、【Eズーム】（+）ボタンを
長押しします。

• ズームエリアの移動：ズームイン中に上下左右ボタンを押す
と、ズーム表示エリアを移動できます。

• ズームアウト：【Eズーム】（-）ボタンを押します。
• ズーム解除：【戻る】ボタンを押します。
拡大された映像が投写され、拡大倍率が画面に表示されます。
1～4倍まで、25段階で拡大できます。
エプソン製書画カメラをUSBで接続して、カメラから読み込んだ
映像を投写しているときは、1～8倍まで、57段階で拡大できま
す。
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リモコンの【Eズーム】ボタンを使って、映像を拡大/縮小できます
（EB‑L720U）。

a

［映像調整］メニューの［表示倍率］を使用しているときは、
この機能は使用できません。

gg関関連連項項目目
• 「映像を拡大表示する」 p.112
• 「映像を縮小表示する」 p.112

映映像像をを拡拡大大表表示示すするる

a リモコンの【Eズーム】（+）ボタンを押します。

映像の中央を中心にして、拡大表示されます。1～4倍まで、25
段階で拡大できます。

b 拡大された映像を調整するには、リモコンの以下のボタンを使用
します。
• ズームイン：【Eズーム】（+）ボタンを繰り返し押します。
• ズームエリアの移動：ズームイン中に上下左右ボタンを押す
と、ズーム表示エリアを移動できます。

• ズームアウト：【Eズーム】（-）ボタンを押します。
• ズーム解除：【初期値】ボタンを押します。

a

• エプソン製書画カメラから映像を投写しているときは、書画カ
メラの【Eズーム】ボタンを使って、拡大・縮小できます。

• ［設置］メニューの［Eズーム］でも設定できます。

映映像像をを縮縮小小表表示示すするる

a リモコンの【Eズーム】（-）ボタンを押します。

映像が縮小表示されます。100%から50%まで、段階的に縮小で
きます。

b 縮小された映像を調整するには、リモコンの以下のボタンを使用
します。
• ズームアウト：【Eズーム】（-）ボタンを繰り返し押します。
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• ズームアウトエリアの移動：ズームアウト中に上下左右ボタン
を押すと、縮小された映像を移動できます。

• ズームイン：【Eズーム】（+）ボタンを押します。
• ズーム解除：【初期値】ボタンを押します。

a

• エプソン製書画カメラから映像を投写しているときは、書画カ
メラの【Eズーム】ボタンを使って、拡大・縮小できます。

• ［設置］メニューの［Eズーム］でも設定できます。



ユユーーザザーーロロゴゴをを設設定定すするる 114

プロジェクターの電源投入時に表示する画像を設定します。この画像
は、入力信号が未検出のときにも表示できます。この画像をユーザー
ロゴと呼びます。
写真、グラフィック、会社のロゴなどをユーザーロゴとして設定し、
プロジェクターの所有者を明示することで、本機の盗難防止などに役
立ちます。また、パスワードプロテクトを設定して、ユーザーロゴを
変更できないようにすることができます。

a

• ［メニュー保護］の［ユーザーロゴ］をオンにしているとき
は、［オフ］にしてからユーザーロゴを設定してください。

• 一括設定機能を使用して、複数のプロジェクター間でメニュー
設定をコピーすると、ユーザーロゴもコピーされます。複数の
プロジェクター間で共有したくない画像は、ユーザーロゴとし
て設定しないでください。

• HDCPで保護されたコンテンツは保存できません。
• ［コンテンツ再生］が［オン］のときは、プロジェクターの電
源投入時のみユーザーロゴを表示できます。

a ユーザーロゴとして設定する画像を投写します。

b 【メニュー】ボタンを押し、［管理］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

c ［ユーザーロゴ］ >［設定開始］の順に選択し、【決定】ボタ
ンを押します。
確認画面が表示されます。

a

［ユーザーロゴ］を選択すると、［幾何学歪み補正］、E
ズーム、［アスペクト］、［表示倍率］、［スクリーンタ
イプ］などの設定が、一時的に無効になります。

d ［はい］を選択し、【決定】ボタンを押します。

a

現在の映像信号によっては、映像信号の解像度に合わせて
画面サイズが変更されることがあります。
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e 表示されている画像を確認し、［はい］を選択して保存します。
ユーザーロゴが保存され、完了メッセージが表示されます。

f 【戻る】ボタンを押して、メッセージを閉じます。

g ［表示］を選択し、【決定】ボタンを押します。

h ユーザーロゴを表示するタイミングを設定します。
• 入力信号がないときに表示するには、［無信号時画面］を選択
し、［ロゴ］に設定します。

• 本機の電源投入時に表示するには、［スタートアップ表示］を
［オン］に設定します。

a

［ユーザーロゴ］の表示設定の変更を防止したいときは、［メ
ニュー保護］の［ユーザーロゴ］をオンに設定します。

gg関関連連項項目目
• 「パスワードプロテクトの種類を設定する」 p.134
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投写映像の設定値をメモリーに登録して、いつでも必要なときに呼び
出すことができます。

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b 【メニュー】ボタンを押し、［メモリー］を選択して、【決定】
ボタンを押します。

c 次のいずれかを選択します。
• ［メモリー保存］：現在の設定をメモリーに登録します（10
件まで登録できます）。

a

• 以下の設定を登録できます。
• カラーモードごとに調整した［映像調整］メニュー
の設定

• ［信号入出力］メニューの［ビデオレンジ］と
［オーバースキャン］

• ［動作］メニューの［光源モード］と［明るさレベ
ル］

• ［マルチプロジェクション］メニューの［カラー
マッチング］

• すでに登録済みのメモリー名は青いマークで表示され
ます。登録済みのメモリー名を選択したときは、登録
内容を消去して、現在の設定と置き換えます。

• ［メモリー呼出］：登録したメモリーを呼び出し、現在の設定
と置き換えます。

• ［メモリー名称変更］：メモリー名を変更します。
• ［メモリー削除］：選択したメモリーを消去します。

d 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。

a

• メモリー保存時のカラーモードは、メモリー名の右側に表示さ
れます。

• 保存されたメモリーを消去するには、［メモリー初期化］を選
択します。

gg関関連連項項目目
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「信号入出力メニュー」 p.196
• 「動作メニュー」 p.204
• 「マルチプロジェクションメニュー」 p.221
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プロジェクターの詳細な映像調整を行います。

gg関関連連項項目目
• 「色味を調整する（ユニフォーミティー）」 p.117
• 「光源キャリブレーションを実行する」 p.118

色色味味をを調調整整すするる（（ユユニニフフォォーーミミテティィーー））
ユニフォーミティー機能を使って、投写画像の色味バランスを手動で
調整します。

a

ユニフォーミティーを調整後も、色味が均一にならない場合が
あります。

a 【メニュー】ボタンを押し、［管理］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

b ［ユニフォーミティー］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［ユニフォーミティー］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［オン］を選択し、【決定】ボタンを押します。その後、【戻
る】ボタンを押します。

e ［調整レベル］を選択し、【決定】ボタンを押します。

f レベルを選択し、【戻る】ボタンを押します。
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a

白 -グレー - 黒まで8つのレベルがあります。それぞれのレ
ベルに対して調整を行います。

g ［調整開始］を選択し、【決定】ボタンを押します。

h 調整するエリアを選択し、【決定】ボタンを押します。

a

最初に画面の周囲を調整します。最後に［全体］を選択
し、画面全体を調整します。

i 必要に応じて、［赤］、［緑］、［青］を選択し、それぞれの色
味を調整します。

a

調整中に【決定】ボタンを押すと、投写映像を調整画面と
入力映像で切り替えられます。

j 【戻る】ボタンを押すと、エリア選択画面に戻ります。

k この手順を繰り返して、すべてのエリアを調整します。

l 手順5に戻り、それぞれのレベルで調整します。

m 終了したら、【メニュー】ボタンを押します。

光光源源キキャャリリブブレレーーシショョンンをを実実行行すするる
光源キャリブレーションを実行すると、光源のホワイトバランスや明
るさレベルのずれが補正されます。使用時間が100時間を経過するたび
に光源キャリブレーションを実行してください。自動でキャリブレー
ションが実行されるようにスケジュールしたり、手動でメニューから
光源キャリブレーションを実行したりすることもできます。
以下の場合は自動光源キャリブレーションが開始されません。
• 本機の電源を入れて20分以内の場合
• ダイレクトシャットダウンを使用する場合
• 本機を24時間以上使用している場合
• 使用する環境の温度が高く、光源の明るさが自動的に低下している
場合
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a 【メニュー】ボタンを押し、［管理］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

b ［光源キャリブレーション］を選択し、【決定】ボタンを押しま
す。

c 次のいずれかを選択します。
• 光源キャリブレーションを今すぐ実行するには、［今すぐ実
行］を選択します。

• 使用時間が100時間が経過するたびに光源キャリブレーション
を自動で実行するには、［定期的に実行］を選択します。

• 自動光源キャリブレーションをスケジュールするには、［スケ
ジュール設定画面へ］を選択します。

• 光源キャリブレーションを実行した最後の日時を確認するに
は、［最終実行日時］を表示します。

a

本機を24時間以上使用している場合、またはダイレクト
シャットダウンを使用している場合は、定期的に光源キャ
リブレーションを実行するために［スケジュール設定画面
へ］を選択します。

d 【メニュー】ボタンを押して終了します。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターのイベントスケジュールを設定する」 p.187
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複数台のプロジェクターを並べて、ひとつの大きな映像として投写で
きます（マルチプロジェクション機能）。

gg関関連連項項目目
• 「マルチプロジェクションの調整手順」 p.120
• 「プロジェクターのID設定」 p.121
• 「映像を配置する（タイリング）」 p.123
• 「映像のつなぎ目を補正する」 p.125
• 「カラーマッチングを調整する」 p.129
• 「映像を切り出して表示する」 p.131

ママルルチチププロロジジェェククシショョンンのの調調整整手手順順
以下の順序で複数台のプロジェクターの映像を調整します。プロジェ
クター間の明るさや色合いの個体差を調整し、つなぎ目を目立たなく
して、ひとつの大きな映像を投写します。

a

• プロジェクターの電源を入れた直後は映像が安定しません。映
像の調整は、映像を投写し始めてから20分以上たってから行っ
てください。

• 補正を行っても、それぞれの映像の明るさと色合いは完全に一
致しないことがあります。

• 時間の経過とともに、映像の明るさと色合いの違いが目立つこ
とがあります。その場合は、再度補正を行ってください。

• 本機を複数台設置するときは、排気口から出た熱が他のプロ
ジェクターの吸気口に入り込まないようにしてください。

a すべてのプロジェクターとリモコンにIDを設定します。

b 投写面に対し、各プロジェクターの設置位置と角度を調整しま
す。

c 各プロジェクターで［映像調整］メニューの［カラーモード］を
［マルチプロジェクション］に設定します。

d 映像の配置を調整します（タイリング）。

e 各プロジェクターの映像のアスペクト比を調整します。

f レンズシフトを使って、各プロジェクターの映像の位置を調整し
ます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑
L630W/EB‑L530U）。

g 各プロジェクターの映像の大きさとピントを調整します。

h ［ポイント補正］で映像のわずかなゆがみを補正します。

i ［エッジブレンディング］と［黒レベル調整］を使って、映像が
重なった部分を調整します。
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j ［カラーマッチング］でそれぞれの映像の色合いを合わせます。

k ［表示倍率］でそれぞれのプロジェクターで表示する映像を切り
出します。

gg関関連連項項目目
• 「映像を最適化する（カラーモード）」 p.80
• 「映像のアスペクト比を設定する」 p.78
• 「フォーカスリングで映像のピントを調整する」 p.75
• 「ポイント補正で映像のゆがみを補正する」 p.68
• 「設置時のご注意」 p.27
• 「映像の位置を調整する（レンズシフト）」 p.58
• 「ズームリングで映像の大きさを調整する」 p.72
• 「映像を縮小する（デジタルズーム）」 p.73

ププロロジジェェククタターーののID設設定定
本機を複数台並べて投写するときは、それぞれの映像の明るさや色合
いの違いを補正します。
プロジェクターごとにリモコンで調整するため、各プロジェクターに
プロジェクターIDを設定してから明度と色合いを調整します。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターにIDを設定する」 p.121
• 「操作対象のプロジェクターIDをリモコンで選択する」 p.122

ププロロジジェェククタターーににIDをを設設定定すするる
リモコンで操作するプロジェクターを選択するために、各プロジェク
ターに一意のIDを指定します。

a

10台以上のプロジェクターを操作するときは、Epson Projector
Professional Toolをお使いください。

a 【メニュー】ボタンを押し、［マルチプロジェクション］を選択
して、【決定】ボタンを押します。

b ［プロジェクターID］を選択し、【決定】ボタンを押します。



複複数数台台ののププロロジジェェククタターーかからら投投写写すするる（（ママルルチチププロロジジェェククシショョンン機機能能）） 122

c 対象のプロジェクターに設定するID番号を選択します。【決定】
ボタンを押します。

d 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。

e リモコンから操作するすべてのプロジェクターに対して、同様の
手順を繰り返します。

操操作作対対象象ののププロロジジェェククタターーIDををリリモモココンンでで選選択択すするる
プロジェクターのIDを設定した後、リモコンで操作対象のプロジェク
ターのIDを選択します。

a 操作対象のプロジェクターにリモコンを向けて、【ID】ボタンを
押します。

プロジェクターに設定されたIDが投写画面に表示されます。表示
は約3秒後に消えます。

b 【ID】ボタンを押したまま、操作対象のプロジェクターIDと同じ
数字のボタンを押します。
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選択したIDが設定されたプロジェクターのリモコン操作が有効に
なります。

a

• 【0/All】を選択したときは、［プロジェクターID］の設
定に関わらず、すべてのプロジェクターを操作できま
す。

• ［プロジェクターID］を［オフ］に設定しているとき
は、リモコンで選択したIDに関わらず、プロジェクター
をリモコンで操作できます。

• プロジェクターIDはリモコンに記憶され、電池交換など
でリモコンから電池を取り外しても残ります。ただし、
長期間電池を取り外したままにすると、IDは初期値
（0/All）に戻ります。

• 複数のリモコンを同時に操作すると、赤外線の干渉によ
り意図しない動作となることがあります。

映映像像をを配配置置すするる（（タタイイリリンンググ））
最大15台のプロジェクターから同じ映像を投写して、ひとつの大きな
映像を作ることができます。タイリング機能を使って、それぞれのプ
ロジェクター映像の投写位置を割り当てます。

a

事前に各プロジェクターからの投写映像にゆがみがないこと、
サイズやピントが合っていることを確認してください。

gg関関連連項項目目
• 「タイリングを構成する」 p.123

タタイイリリンンググをを構構成成すするる
プロジェクターの映像を、それぞれのプロジェクターで手動で配置し
ます。

a

［HDMI Out設定］が［オフ］のときのみ有効です（EB‑L735U/EB‑
L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

a 本機の電源を入れます。
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b 【メニュー】ボタンを押し、［マルチプロジェクション］を選択
して、【決定】ボタンを押します。

c ［タイリング］ >［画面構成］の順に選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

d ［タテ台数］、［ヨコ台数］でプロジェクターの台数を設定しま
す。［設定］を選択して、【決定】ボタンを押します。

e それぞれのプロジェクターで、手順1から手順4を行います。

f ［配置設定］を選択して、【決定】ボタンを押します。

g それぞれのプロジェクターの投写位置を設定します。
• ［タテ順番］：上から下へ1、2、3…の順に配置します。
• ［ヨコ順番］：左から右へ［A］、B、Cの順に配置します。

［設定］を選択して、【決定】ボタンを押します。

h それぞれのプロジェクターで、手順7を行います。
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i 入力ソースを選択して、映像を投写します。

タイリングが完了したら、投写映像の位置や色合いのずれを調整しま
す。

映映像像ののつつななぎぎ目目をを補補正正すするる
エッジブレンディング機能を使って、映像のつなぎ目を目立たなくし
ます。

a 【メニュー】ボタンを押し、［マルチプロジェクション］を選択
して、【決定】ボタンを押します。

b ［エッジブレンディング］を選択して、【決定】ボタンを押し
ます。

c ［エッジブレンディング］、［マーカー表示］、［パターン表
示］をオンにします。

a

各プロジェクターで異なる［表示色］を選択すると、映像
が重なる範囲を見やすくできます。

d 補正するエッジ位置（映像が重なり合う箇所）を選択し、【決
定】ボタンを押します。
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以下の画面が表示されます。

e ［ブレンディング］を［オン］にします。

f ［ブレンド開始位置］を選択し、ブレンド開始位置を指定しま
す。

a

複数台のプロジェクターを並べて投写したひとつの大きな
映像でエッジブレンディング機能を使うときは、補正する
エッジ位置の［ブレンド開始位置］を［0］にしてくださ
い。

g ［ブレンド範囲］を選択し、左右ボタンでグラデーションをかけ
る範囲を指定します。映像が重なり合う範囲とマーカーの位置が
等しくなるようにします。

h 【戻る】ボタンを押して、前の画面に戻ります。

i ［ブレンド曲線］でグラデーションのかけ方を調整します。

j 設定が終わったら、［マーカー表示］と［パターン表示］をオフ
にします。

k 終了したら、【メニュー】ボタンを押します。

a

映像がうまく重なり合わないときは、［ポイント補正］機能を
使用して、重ね合わせる箇所の形状を補正します。

gg関関連連項項目目
• 「黒レベルを調整する」 p.127
• 「黒レベル補正領域を調整する」 p.128
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黒黒レレベベルルをを調調整整すするる
映像のつなぎ目が目立たないように、映像が重なっていない箇所の明
るさや色合いを調整します。

a

• テストパターンを表示中は［黒レベル調整］を実行できませ
ん。

• ［幾何学歪み補正］の補正値が大きいと、［黒レベル調整］で
正しく調整できないことがあります。

• ［黒レベル調整］を行っても、映像が重なり合っている箇所や
その他の箇所で、明るさや色合いが異なる場合があります。

• ［エッジブレンディング］の設定を変更すると、［黒レベル調
整］の調整値は初期値に戻ります。

• ［エッジブレンディング］設定で、［エッジ位置(上)］、
［エッジ位置(下)］、［エッジ位置(左)］、［エッジ位置(右)］
のいずれかが［オン］に設定されているときのみ調整できま
す。

a 【メニュー】ボタンを押し、［マルチプロジェクション］を選択
して、【決定】ボタンを押します。

b ［黒レベル調整］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［カラー調整］を選択し、【決定】ボタンを押します。
［エッジブレンディング］の設定に合わせて領域が表示されま
す。

d 上下左右ボタンを押して調整するエリアを選択し、【決定】ボタ
ンを押します。
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選択している箇所はオレンジ色で表示されます。

a

画面が複数重なっているときは、重なりが多い箇所（1
番明るい箇所）を基準に調整してください。以下の例で
は、はじめに(2)が(1)と合うように調整し、次に(3)が(2)と合
うように調整します。

e 黒の色合いや明るさを調整します。

［明るさ］を調整するとRGBの値を一括で調整できます。

f 手順4と5を繰り返して、調整が必要なすべての箇所を調整しま
す。

g 終了したら、【メニュー】ボタンを押します。

黒黒レレベベルル補補正正領領域域をを調調整整すするる
［黒レベル調整］後、色合いが同じにならない箇所がある場合は、個
別に調整します。

a ［黒レベル調整］の［エリア補正］を選択し、【決定】ボタンを
押します。

b ［調整開始］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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映像が重なっている箇所を示す境界線が表示されます。［エッジ
ブレンディング］の設定に合わせて境界線が表示されます。

c 上下左右ボタンを押して、調整する箇所の境界線を選択し、【決
定】ボタンを押します。
選択している境界線はオレンジ色で表示されます。

d 上下左右ボタンで境界線の位置を調整し、【決定】ボタンを押し
ます。

e 上下左右ボタンを押して、移動するポイントを選択し、【決定】
ボタンを押します。
選択しているポイントはオレンジ色で表示されます。

a

［ポイント］でポイント数を変更できます。

f 上下左右ボタンでポイントを移動します。

g 続けて他のポイントを移動する場合は、【戻る】ボタンを押し
て、手順5、6を行います。

h 他の境界線を調整するときは、手順3の境界線を選択する画面が
表示されるまで【戻る】ボタンを押します。

i 終了したら、【メニュー】ボタンを押します。

カカララーーママッッチチンンググをを調調整整すするる
本機を複数台並べて投写するときの、それぞれの映像の色合いを合わ
せます。
すべてのプロジェクターの電源を入れ、投写画面全体の色味と明るさ
が均一になるようにプロジェクターごとに調整します。
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a 【メニュー】ボタンを押し、［マルチプロジェクション］を選択
して、【決定】ボタンを押します。

b ［カラーマッチング］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［調整レベル］を［8］に設定します。

d ［明るさ］を選択し、明るさを調整します。

e 必要に応じて、［赤］、［緑］、［青］を選択し、それぞれの色
味を調整します。

f トップメニューに戻り、［動作］メニューを選択して、【決定】
ボタンを押します。

g ［光源明るさ制御］を選択し、【決定】ボタンを押します。

h ［光源モード］を［カスタム］に設定します。

i ［明るさレベル］を調整します。

j 手順1に戻り、調整レベル［7］から［2］の各レベルで同様に調
整します。

k 終了したら、【メニュー】ボタンを押します。
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映映像像をを切切りり出出ししてて表表示示すするる
［表示倍率］機能を使い、投写中の映像を部分的に切り出して表示し
ます。他のプロジェクターの投写映像と合わせて、ひとつの大きな映
像を作ります。

a 映像を投写します。

b 【メニュー】ボタンを押し、［マルチプロジェクション］を選択
して、【決定】ボタンを押します。

c ［表示倍率］を選択し、【決定】ボタンを押します。
次の画面が表示されます。

d 以下のいずれかを選択し、【決定】ボタンを押します。
• ［オート］：［HDMI Out設定］と［エッジブレンディング］
の設定値に合わせて、自動で切り出し範囲を調整します。
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• ［マニュアル］：切り出し範囲を手動で調整します。

e ［表示倍率モード］を選択し、以下のいずれかを選択します。
• ［ズーム表示］：表示中の映像のアスペクト比を維持して、映
像を切り出します。

• ［フル表示］：プロジェクターのパネルサイズを基準にして、
映像を切り出します。

f ［マニュアル］を選択したときは、必要に応じて以下の設定をし
ます。
• -/+：水平方向、垂直方向同時に映像を拡大/縮小します。
• ［タテ倍率］：垂直方向に映像を拡大/縮小します。
• ［ヨコ倍率］：水平方向に映像を拡大/縮小します。

g ［切り出し調整］を選択し、上下左右ボタンを使って映像の座標
と範囲を調整します。

h ［切り出し範囲］を選択し、切り出す範囲を確認します。

i 終了したら、【メニュー】ボタンを押します。
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以下のセキュリティー機能を使用することで、プロジェクターの盗難
や誤用・悪用を防止します。
• パスワードプロテクト：パスワードを知らないユーザーが本機を使
用できないようにします。また、起動時に表示する画面などの設定
を変更できないようにします。
本機を使用できるユーザーを制限したり、プロジェクターを持ち出
しても使用できないことで盗難防止の効果があります。

• 操作ボタンロック：操作パネルのボタン操作をできないようにしま
す。
イベントや展示会などで投写中にプロジェクターを操作できないよ
うにしたり、学校などで操作できるボタンを制限したいときに便利
です。

• セキュリティーケーブル：プロジェクターを固定して盗難を防ぎま
す。

gg関関連連項項目目
• 「パスワードプロテクトの種類」 p.133
• 「操作パネルのボタン操作を制限する」 p.136
• 「リモコンのボタン操作を制限する」 p.136
• 「セキュリティーケーブルを取り付ける」 p.137

パパススワワーードドププロロテテククトトのの種種類類
パスワードを1つ設定して、以下の種類のメニュー保護を設定できま
す。
• ［電源投入時］：パスワードを知らないユーザーが本機を起動でき
ないようにします。コンセントを抜き差した後に電源オンすると、
パスワードの入力が必要になります。コンセントを抜かない限り、
次回電源オンではパスワード入力は不要です。［ダイレクトパワー
オン］および［オートパワーオン］機能でプロジェクターが起動し
たときも、パスワードの入力が必要になります。

• ［メニュー保護］ >［ユーザーロゴ］：プロジェクターの電源を入
れたときや、入力信号が未検出のときに表示されるユーザーロゴの
画面設定を変更できないようにします。ユーザーロゴを設定してい
ると、プロジェクターの所有者が特定されるため、盗難防止につな
がります。

• ［メニュー保護］ >［スケジュール］：スケジュール設定を変更で
きないようにします

• ［メニュー保護］ >［ネットワーク］：［ネットワーク］メニュー
の設定を変更できないようにします。

gg関関連連項項目目
• 「パスワードを設定する」 p.133
• 「パスワードプロテクトの種類を設定する」 p.134
• 「パスワードを入力する」 p.135

パパススワワーードドをを設設定定すするる
パスワードプロテクトを行うためのパスワードを設定します。

a

初期設定でパスワードは「0000」に設定されています。異なる
パスワードに変更してください。

a リモコンの【静止】ボタンを約5秒間押し続けます。

パスワードプロテクト設定メニューが表示されます。
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a

すでにパスワードプロテクトが有効になっているときは、
パスワードプロテクト設定メニューを表示する前にパス
ワードの入力が求められます。

b ［パスワード設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

「パスワードを変更しますか？」というメッセージが表示されま
す。

c ［はい］を選択し、【決定】ボタンを押します。

a

［いいえ］を選択したときは、パスワードプロテクト設定
メニューが再度表示されます。

d リモコンの【Num】ボタンを押したままテンキーボタンを押し
て、4桁のパスワードを設定します。

入力したパスワードは、「****」と表示されます。4桁目を入力
すると、確認画面が表示されます。

e パスワードを再入力します。
「パスワード設定が終了しました。」というメッセージが表示さ
れます。間違えてパスワードを入力した場合は、メッセージが表
示されますのでパスワード設定をやり直してください。

f 【戻る】ボタンを押してメニューに戻ります。

g パスワードを控えて、安全な場所に保管してください。

パパススワワーードドププロロテテククトトのの種種類類をを設設定定すするる
パスワードの設定後、パスワードプロテクト設定メニューで設定した
いパスワードプロテクトの種類を選択します。

このメニューが表示されない場合は、メニューが表示されるまで5秒間
ほどリモコンの【静止】ボタンを押し続けてください。
• プロジェクターの無断使用を防止したいときは、［電源投入時］を
［オン］に設定します。

• プロジェクターの設定の変更を防止したいときは、［メニュー保
護］を選択し、【決定】ボタンを押して、以下の設定をします。
• ユーザーロゴなどの表示設定の変更を防止したいときは、［ユー
ザーロゴ］を［オン］に設定します。
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• スケジュール設定の変更を防止したいときは、［スケジュール］
を［オン］に設定します。

• ネットワーク設定の変更を防止したいときは、［ネットワーク］
を［オン］に設定します。

パスワードプロテクトステッカーを本機に貼り付けることで、盗難防
止効果を向上できます。

a

リモコンは必ず安全な場所に保管してください。リモコンを失
くすとパスワードを入力できなくなります。

パパススワワーードドをを入入力力すするる
パスワード画面が表示されたときは、正しいパスワードを入力しま
す。

a リモコンの【Num】ボタンを押したままテンキーボタンを押して
パスワードを入力します。

パスワード画面が閉じます。

b 誤ったパスワードを入力したときは、再入力用の画面が表示され
ます。正しいパスワードを入力します。

注注意意
• 誤ったパスワードを3回連続で入力すると、「プロジェクターの動
作を停止します。」というメッセージが約5分間表示され、プロ
ジェクターはスタンバイ状態になります。電源プラグを抜いて差
し直してから、本機の電源を入れます。パスワード入力画面が表
示されたら、正しいパスワードを入力してください。

• パスワードを忘れたときは、画面に表示される「［問い合わせ
コード］: xxxxx」の番号を控えて、お買い上げの販売店またはお問
い合わせ先に記載の連絡先にご相談ください。

• 上記の操作を繰り返し、誤ったパスワードを連続30回入力したと
きは、「プロジェクターの動作が停止します。各修理窓口へ修理
を依頼してください。」というメッセージが表示され、それ以上
パスワードを入力できなくなります。お買い上げの販売店または
お問い合わせ先に記載の連絡先にご相談ください。
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操操作作パパネネルルののボボタタンン操操作作をを制制限限すするる
操作パネルのボタンをロックして、本機の無断使用を防止します。リ
モコンからは通常どおり操作できます。

a 【メニュー】ボタンを押し、［管理］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

b ［操作ボタンロック］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ロックの種類を選択し、【決定】ボタンを押します。
• プロジェクターのすべてのボタンをロックするには、［全ロッ
ク］を選択します。

• 電源ボタンを除くすべてのボタンをロックするには、［電源以
外ロック］を選択します。

確認メッセージが表示されます。

d ［はい］を選択し、【決定】ボタンを押します。
［操作ボタンロック］の設定が有効になります。

gg関関連連項項目目
• 「操作ボタンロックを解除する」 p.136

操操作作ボボタタンンロロッッククをを解解除除すするる
以下の方法で、操作ボタンロックを解除します。
• 操作パネルの【決定】ボタンを約7秒間押し続けます。メッセージが
表示され、ロックが解除されます。

• ［管理］メニューの［操作ボタンロック］を［オフ］に設定してく
ださい。

リリモモココンンののボボタタンン操操作作をを制制限限すするる
リモコンのボタンをロックして、本機の無断使用を防止します。
リモコンの【ホーム】ボタンを約5秒間押します。ロックできるボタン
は下図のとおりです。



セセキキュュリリテティィーー機機能能 137

ロックを解除するときも、【ホーム】ボタンを約5秒間押します。

セセキキュュリリテティィーーケケーーブブルルをを取取りり付付けけるる
盗難防止のために、セキュリティーケーブルを本機に取り付けること
ができます。
• Kensington社製のマイクロセーバーセキュリティーシステムを本機の
セキュリティースロットに取り付けます。

a

マイクロセーバーセキュリティーシステムの詳細は、
Kensington社のWebサイトをご覧ください。
https://www.kensington.com/

• ワイヤーケーブルを、本機のセキュリティーケーブル取付け部に取
り付けて、部屋の建具や動かないものに固定します。

https://www.kensington.com/


ネネッットトワワーークク上上ののププロロジジェェククタターーをを使使用用すするる
ネットワーク経由でプロジェクターから映像を投写するための設定について説明します。

gg関関連連項項目目
• 「有線LANでの映像投写」 p.139
• 「無線LANでの映像投写」 p.143
• 「モバイルデバイスからのワイヤレス投写（Screen Mirroring）」 p.157
• 「セキュアHTTP」 p.162
• 「画面共有」 p.164
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有線LAN経由でプロジェクターから映像を投写できます。ネットワー
ク経由で投写するには、プロジェクターをネットワークに接続し、プ
ロジェクターおよびコンピューターのネットワーク設定をします。
プロジェクターの接続とネットワーク設定が終わったら、以下のWeb
サイトからEpson iProjection (Windows/Mac)をインストールします。
epson.jp/download

Epson iProjectionを使用すると、コンピューターの映像をネットワーク
経由で投写できます。また、ネットワークに接続された複数のコン
ピューターの映像を同時に投写して、ミーティングをより活発にでき
ます。詳しくは、『Epson iProjection操作ガイド (Windows/Mac)』をご
覧ください。

gg関関連連項項目目
• 「有線LANに接続する」 p.139
• 「有線LANを設定する」 p.139

有有線線LANにに接接続続すするる
プロジェクターを有線LANに接続するには、100Base-TXまたは10Base-
Tネットワークケーブルを使用します。誤作動防止のために、カテゴ
リー5以上のシールド付きケーブルをお使いください。

a LANケーブルをネットワークハブ、スイッチ、またはルーターに
接続します。

b ケーブルのもう一方のコネクターをプロジェクターのLAN端子に
接続します。

有有線線LANをを設設定定すするる
ネットワーク経由でコンピューターの映像を投写するには、事前にプ
ロジェクターのネットワーク設定が必要です。

a

設定の前に、LAN端子にLANケーブルを接続し、プロジェクター
を有線LANに接続してください。

https://www.epson.jp/support/download/
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a 【メニュー】ボタンを押し、［ネットワーク］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

b ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［プロジェクター名］にネットワーク上で本機を識別するための
名前を入力します。半角英数字で16文字以内で入力します。

d ［優先制御インターフェイス］を［有線LAN］に設定します。

e ［有線LAN］を選択し、【決定】ボタンを押します。

f 必要に応じてプロジェクターにIPアドレスを割り当てます。
• DHCPを使用できるネットワークの場合は、［IP設定］を選択
し、［DHCP］を［オン］にします。

• DHCPを使用できないネットワークの場合は、［IP設定］を選
択し、［DHCP］を［オフ］にして、プロジェクターの［IP
アドレス］、［サブネットマスク］、［ゲートウェイアドレ
ス］を入力します。

g 設定したIPアドレスがネットワーク情報画面に表示されないよう
にするには、［IPアドレス表示］を［オフ］に設定します。
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h ［ネットワーク投写］を選択し、【決定】ボタンを押します。

i 他のユーザーが誤って接続するのを防ぎたいときは、［プロジェ
クターキーワード］をオンにします。

a

オンにすると、コンピューターやモバイルデバイスの映像
を投写するとき、投写画面に表示されるキーワードを
Epson iProjectionで入力する必要があります。

j ［Epson iProjection］を［オン］にします。

k 必要に応じて設定を変更します。
• ［LAN情報表示］：本機のネットワーク情報の表示形式を設定
します。

• ［モデレーターパスワード］：Epson iProjectionを使って、モ
デレーターとして本機に接続するときの認証用パスワードを設
定します。4桁の数字を入力します。（デフォルトのパスワー
ドは設定されていません。）

• ［キーワード割り込み表示］：Epson iProjectionを使って本機
に接続するときに、投写画面にプロジェクターキーワードを表
示するかどうかを設定します。

l 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。

m リモコンの【LAN】ボタンを押します。
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ネットワーク情報画面に正しいIPアドレスが表示されていれば、
設定完了です。

gg関関連連項項目目
• 「ソフトキーボードを操作する」 p.192
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無線LAN経由でプロジェクターから映像を投写できます。
• 無線LAN経由で投写するときは、無線LANユニットをプロジェクター
に取り付けて、プロジェクターとコンピューターの無線LAN設定をし
てください（EB‑L720U）。

• 無線LANユニットが内蔵されている機種では、無線LANユニットの取
り付けは不要です（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑
L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。無線LAN経由で投写するときは、プロ
ジェクターとコンピューターの無線LAN設定をしてください。

［ネットワーク］メニューから、無線LAN設定をすると、本機を無線
接続できます。
プロジェクターの接続とネットワーク設定が終わったら、以下のWeb
サイトからネットワークソフトウェアをダウンロードしてインストー
ルします。
epson.jp/download

無線LAN経由で映像を投写するには、以下のネットワークソフトウェ
アを使用します。
• Epson iProjection (Windows/Mac)を使用すると、ネットワークに接続
された複数のコンピューターの映像を同時に投写して、ミーティン
グをより活発にできます。詳しくは、『Epson iProjection操作ガイド
(Windows/Mac)』をご覧ください。

• Epson iProjection (iOS/Android)を使用すると、iOSやAndroidなどのモ
バイルデバイスから映像を投写できます。
Epson iProjectionは、App StoreまたはGoogle Playから無料でダウン
ロードできます。App Store、Google Playへ接続する際の通信料はお
客様の負担となります。

• Epson iProjection (Chromebook)を使用すると、Chromebookから映像
を投写できます。
Epson iProjectionは、Chromeウェブストアから無料でダウンロードで
きます。Chromeウェブストアへ接続する際の通信料はお客様の負担
となります。

gg関関連連項項目目
• 「内蔵の無線LANユニットを安全にお使いいただくために」 p.143
• 「無線LANユニットを取り付ける」 p.144
• 「さまざまなネットワーク投写に対応した接続方法」 p.144
• 「プロジェクターの無線LANを設定する」 p.145
• 「無線LANのセキュリティーを設定する（シンプルAPモード）」
p.149

• 「無線LANのセキュリティーを設定する（インフラストラクチャー
モード）」 p.150

• 「QRコードを使用してモバイルデバイスに接続する」 p.152
• 「USBキーを使って接続する（Windowsのみ）」 p.153
• 「ワイヤレスプレゼンテーションシステムを使って接続する
（Windows/Macのみ）」 p.154

内内蔵蔵のの無無線線LANユユニニッットトをを安安全全ににおお使使いいいいたただだくくたためめ
にに

本機には無線LANユニットが内蔵されています（EB‑L735U/EB‑L730U/EB
‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。以下の注意事項を
必ず守ってご使用ください。

警警告告
• 心臓ペースメーカー等の医療機器を装着している方は、製品に近づかな
いでください。また、製品を取り扱うときは、近くに心臓ペースメー
カー等の医療機器を装着している方がいないことを確認してください。
電磁妨害が生じ、医療機器が誤動作する可能性があります。

• 電磁妨害による誤動作や事故の原因となります。自動ドアや火災報知機
などの自動制御機器の近くで使用しないでください。

注注意意
製品から20cm以上離れてお使いください。体調不良の原因となります。

https://www.epson.jp/support/download/
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無無線線LANユユニニッットトをを取取りり付付けけるる
シンプルAPモードとインフラストラクチャーモードの2つの接続方法
を同時に使用したいとき（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB
‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）、または無線LAN経由でプロジェクターを
使用するときは（EB‑L720U）、無線LANユニットを取り付けます。エ
プソン純正の無線LANユニット以外は取り付けないでください。

注注意意
無線LANユニットのインジケーターが青色に点灯または点滅しているとき
や、無線LAN経由で映像を投写しているときは、無線LANユニットを取り外
さないでください。無線LANユニットの破損や故障の原因となります。

a

無線LANユニットのインジケーターは動作しません。プロジェク
ターの無線LANインジケーターで、無線LANの状態を確認してく
ださい。

a 無線LANユニットカバーの固定ネジを+のドライバーで外しま
す。

b USB-A端子に無線LANユニットを取り付けます。

c 無線LANユニットに付属の無線LANユニットカバーを取り付け
て、固定ネジを締めます。

ささままざざままななネネッットトワワーークク投投写写にに対対応応ししたた接接続続方方法法
お使いのネットワーク環境に適した接続方法を選択できます。
• シンプルAPモードでは、プロジェクターとスマートフォンやタブ
レット端末、コンピューターを無線で直接接続できます。Epson
iProjectionの［かんたんモード］、Screen Mirroring、またはオプショ
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ンのワイヤレスプレゼンテーションシステムで接続するときに、こ
のモードを選択します。

• インフラストラクチャーモードでは、無線LANアクセスポイント経由
でスマートフォンやタブレット端末、コンピューターと接続できま

す。Epson iProjectionの［マニュアルモード］で接続するときに、こ
のモードを選択します。

a

本機を無線LAN経由で監視・制御するときは、インフラストラク
チャーモードで接続してください。

お使いの機種は無線LANユニットが内蔵されています（EB‑L735U/EB‑
L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。オプショ
ンの無線LANユニットを取り付けると、2つの接続方法を同時に使用で
きます。無線LANユニットを取り付けたら、［シンプルAP］を［オ
ン］に設定します。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［シンプルAP］

ププロロジジェェククタターーのの無無線線LANをを設設定定すするる
無線LAN経由でコンピューターの映像を投写するには、事前にプロ
ジェクターのネットワーク設定が必要です。
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a 【メニュー】ボタンを押し、［管理］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

b ［無線LAN電源］を［オン］に設定します。

c ［ネットワーク］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［プロジェクター名］にネットワーク上で本機を識別するための
名前を入力します。半角英数字で16文字以内で入力します。

f ［優先制御インターフェイス］を［無線LAN］に設定します。

g 接続方法を選択します。
• シンプルAPモードの場合は、［シンプルAP］を［オン］に設
定し、手順12へ進みます。

• インフラストラクチャーモードの場合は、［シンプルAP］を
［オフ］に設定し、次の手順へ進みます。
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• オプションの無線LANユニットを取り付けて、同時に2つの接
続モードを使用する場合は、［シンプルAP］を［オン］に設
定し、次の手順へ進みます（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑
L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

h ［無線LAN］を選択し、【決定】ボタンを押します。

アクセスポイントの検索が始まります。

a

［アクセスポイント検索］でアクセスポイントを手動で検
索できます。

i 接続するアクセスポイントを選択します。

a

手動でSSIDを割り当てるときは［SSID］を選択して、SSID
を入力します。

j 必要に応じてプロジェクターにIPアドレスを割り当てます。
• DHCPを使用できるネットワークの場合は、［IP設定］を選択
し、［DHCP］を［オン］にします。

• DHCPを使用できないネットワークの場合は、［IP設定］を選
択し、［DHCP］を［オフ］にして、プロジェクターの［IP
アドレス］、［サブネットマスク］、［ゲートウェイアドレ
ス］を入力します。

k 設定したIPアドレスがネットワーク情報画面に表示されないよう
にするには、［IPアドレス表示］を［オフ］に設定します。
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l ［ネットワーク投写］を選択し、【決定】ボタンを押します。

m 他のユーザーが誤って接続するのを防ぎたいときは、［プロジェ
クターキーワード］をオンにします。

a

オンにすると、コンピューターやモバイルデバイスの映像
を投写するとき、投写画面に表示されるキーワードを
Epson iProjectionで入力する必要があります。

n ［Epson iProjection］を［オン］にします。

o 必要に応じて設定を変更します。
• ［SSID表示］：ネットワーク情報画面やホーム画面にSSIDを表
示するかしないかを選択します。

• ［LAN情報表示］：本機のネットワーク情報の表示形式を設定
します。

• ［モデレーターパスワード］：Epson iProjectionを使って、モ
デレーターとして本機に接続するときの認証用パスワードを設
定します。4桁の数字を入力します。（デフォルトのパスワー
ドは設定されていません。）

• ［キーワード割り込み表示］：Epson iProjectionを使って本機
に接続するときに、投写画面にプロジェクターキーワードを表
示するかどうかを設定します。

p 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。

q リモコンの【LAN】ボタンを押します。
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ネットワーク情報画面に正しいIPアドレスが表示されていれば、
設定完了です。

プロジェクターの無線設定を設定し終えたら、コンピューター上の無
線ネットワークを選択する必要があります。ネットワークソフトウェ
アを起動して、無線LAN経由で映像をプロジェクターに送ります。

gg関関連連項項目目
• 「Windowsで無線LANを設定する」 p.149
• 「Macで無線LANを設定する」 p.149
• 「ソフトキーボードを操作する」 p.192

Windowsでで無無線線LANをを設設定定すするる
コンピューターとプロジェクターを接続するには、コンピューターで
無線LAN設定をします。

a Windowsタスクバーのネットワークアイコンをクリックし、無線
ユーティリティソフトウェアを起動します。

b 無線LANアクセスポイント経由で接続するときは、Wi-Fiがオンに
設定されていることを確認し、プロジェクターが接続している
ネットワークのネットワーク名（SSID）を選択します。

c ［接続］をクリックします。

Macでで無無線線LANをを設設定定すするる
コンピューターとプロジェクターを接続するには、コンピューターで
無線LAN設定をします。

a 画面上部にあるメニューバーのWi-Fiアイコンをクリックしま
す。

b 無線LANアクセスポイント経由で接続するときは、Wi-Fiがオンに
設定されていることを確認し、プロジェクターが接続している
ネットワークのネットワーク名（SSID）を選択します。

無無線線LANののセセキキュュリリテティィーーをを設設定定すするる（（シシンンププルルAP
モモーードド））

プロジェクターの無線通信に使うセキュリティーを設定できます。シ
ンプルAPモードではWPA2-PSKセキュリティーを使用します。

a

無線LANのネットワーク設定については、ネットワーク管理者に
お問い合わせください。

a 【メニュー】ボタンを押し、［ネットワーク］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

b ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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c ［パスフレーズ］を選択し、【決定】ボタンを押して、パスフ
レーズを入力します。半角英数字8文字以上63文字以内で入力し
ます。

d 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。

無無線線LANののセセキキュュリリテティィーーをを設設定定すするる（（イインンフフララスストト
ララククチチャャーーモモーードド））

プロジェクターの無線通信に使うセキュリティーを設定できます。無
線LANの設定に合わせて、以下のいずれかのセキュリティーを設定し
ます。
• WPA3-PSKセキュリティー
• WPA2/WPA3-PSKセキュリティー
• WPA3-EAPセキュリティー
• WPA2/WPA3-EAPセキュリティー

a

無線LANのネットワーク設定については、ネットワーク管理者に
お問い合わせください。

a WPA3-EAPまたはWPA2/WPA3-EAPセキュリティーを設定する場合
は、プロジェクターに対応した形式の証明書をUSBストレージの
ルートディレクトリーに格納します。

b 【メニュー】ボタンを押し、［ネットワーク］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

c ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［無線LAN］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［セキュリティー］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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f 無線LANの設定に合わせて、セキュリティーを設定します。

g 選択したセキュリティーに応じて、以下のいずれかの操作をしま
す。
• ［WPA3-PSK］、［WPA2/WPA3-PSK］の場合：［パスフレー
ズ］を選択し、【決定】ボタンを押して、パスフレーズを入力
します。半角英数字8文字以上63文字以内で入力します。手順
16へ進みます。

• ［WPA3-EAP］、［WPA2/WPA3-EAP］の場合：［EAP種類］を
選択し、【決定】ボタンを押します。

h ［EAP種類］で認証プロトコルを選択します。

i 証明書の種類を選択し、【決定】ボタンを押します。
• ［クライアント証明書］：［PEAP-TLS］、［EAP-TLS］用のク
ライアント証明書

• ［CA証明書］：EAPのすべての種類用のクライアント証明書

a

電子証明書はWebブラウザーからも設定できます。ただ
し、Webブラウザーとプロジェクターメニューの双方から
証明書をインストールすると、正しくインストールされな
いことがあります。

j ［登録］を選択し、【決定】ボタンを押します。

k 画面の指示に従って本機のUSB-A端子にUSBストレージを接続し
ます。

l 【決定】ボタンを押して、証明書の一覧を表示します。

m 一覧からインポートする証明書を選択します。
パスワードの入力を求めるメッセージが表示されます。

n 証明書のパスワードを入力し、【決定】ボタンを押します。
証明書がインストールされ、完了メッセージが表示されます。

o 必要に応じてEAPセキュリティーを選択します。
• ［ユーザー名］：ユーザー名を入力します。半角英数字64
文字以内で入力します。クライアント証明書をインポートした
ときは、証明書の発行先が自動で設定されます。

• ［パスワード］：［PEAP］、［EAP-FAST］の認証用パスワー
ドを入力します。半角英数字64文字以内で入力します。

• ［サーバー証明書の検証］：CA証明書が設定されているとき
に、サーバー証明書を照合するかどうかを選択します。
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• ［認証サーバー名］：認証サーバー名を入力します。

p 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。

gg関関連連項項目目
• 「サポートするクライアント・CA証明書の一覧」 p.152
• 「Webブラウザーで証明書を設定する」 p.178

ササポポーートトすするるククラライイアアンントト・・CA証証明明書書のの一一覧覧
以下の種類の電子証明書を設定できます。

ククラライイアアンントト証証明明書書（（PEAP-TLS/EAP-TLS））

項目 説明

フォーマット PKCS#12

拡張子 PFX、P12

暗号 RSA

ハッシュ MD5/SHA-1/SHA-256/SHA-384/SHA-512

鍵長 512/1024/2048/4096 bit

パスワード 設定が必要。64文字以内の半角英数字。

CA証証明明書書（（PEAP/PEAP-TLS/EAP-TLS/EAP-FAST））

項目 説明

フォーマット X509v3

拡張子 DER/CER/PEM

暗号 RSA

項目 説明

ハッシュ MD5/SHA-1/SHA-256/SHA-384/SHA-512

鍵長 512/1024/2048/4096 bit

エンコード BASE64/バイナリー

QRココーードドをを使使用用ししててモモババイイルルデデババイイススにに接接続続すするる
プロジェクターの無線LAN設定が完了したら、画面に投写されるQR
コードをEpson iProjection (iOS/Android)で読み取って、スマートフォン
やタブレット端末などのモバイルデバイスを接続できます。

a

• お使いのモバイルデバイスに、最新版のEpson iProjectionがイ
ンストールされていることを確認してください。

• Epson iProjectionは、App StoreまたはGoogle Playから無料でダ
ウンロードできます。App Store、Google Playへ接続する際の
通信料はお客様の負担となります。

• かんたんモードでEpson iProjectionを使うときは、セキュリ
ティーの設定をすることをお勧めします。

• ［ネットワーク］メニューの［接続ガイド表示］を［オフ］に
設定してください。
s［ネットワーク］ >［トランスミッター設定］ > ［接続ガ
イド表示］

a リモコンの【LAN】ボタンを押します。
QRコードが投写画面に表示されます。
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a

• QRコードが表示されないときは、［ネットワーク］メ
ニューの［LAN情報表示］を［テキストとQRコード］に
設定します。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［ネッ
トワーク投写］ >［Epson iProjection］ >［LAN情報表
示］

• QRコードを非表示にしたいときは、【戻る】ボタンを押
してください。

• QRコードが表示されないときは、【決定】ボタンを押し
てください。

b モバイルデバイスにインストールされているEpson iProjection
を起動します。

c 投写されているQRコードをEpson iProjectionで読み取って、プロ
ジェクターに接続します。

a

投写画面に近づいて、正面からQRコードを読み取ります。
QRコードがモバイルデバイスのQRコードリーダーのガイ
ド内に収まっていることを確認します。画面から離れすぎ
ると、正しく読み取れないことがあります。

接続が完了したら、 から［コンテンツ］メニューを選択し、
投写するファイルを選択してください。

USBキキーーをを使使っってて接接続続すするる（（Windowsののみみ））
USBメモリーをUSBキーとして設定し、無線LANに対応したWindows
コンピューターとプロジェクターを簡単に無線接続します。USBキー
を使うと、お使いのコンピューターの無線LAN設定を自動で選択し、
ワイヤレスに映像を投写できます。

a Epson iProjection (Windows/Mac)の［USBキー作成ツール］でUSB
キーを設定します。

a

詳しくは、『Epson iProjection操作ガイド (Windows/Mac)』
をご覧ください。

b 無線LANユニットが内蔵されているか、または取り付けられてい
るか確認します。

c 本機の電源を入れます。

d リモコンの【LAN】ボタンを押します。
ネットワーク情報画面が表示されます。SSIDおよびIPアドレスが
表示されていることを確認します。

e 無線LANユニットが取り付けられている場合は取り外し、USB-
A端子にUSBキーを接続します。
ネットワーク情報の更新が終了したことを通知するメッセージが
表示されます。

f USBキーを取り外します。
無線LANユニットを取り外したときは、再度無線LANユニットを
取り付けます。

g コンピューターのUSB端子にUSBキーを接続します。

h 画面の指示に従って、必要なアプリケーションのインストールを
進めます。
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a

• Windowsファイアウォールのメッセージが表示されたと
きは、［はい］をクリックしてファイアウォールを無効
にします。

• コンピューターにソフトウェアをインストールするに
は、管理者権限が必要です。

• 自動的にインストールされないときは、USBキー内の
［MPPLaunch.exe］をダブルクリックします。

しばらくすると、コンピューターの映像がプロジェクターから投
写されます。

i 投写が終了したら、Windowsタスクバーの［ハードウェアの安全
な取り外し］を選択し、コンピューターからUSBキーを取り外し
ます。

a

以前に接続していたアクセスポイントに接続するには、コ
ンピューターの再起動が必要になることがあります。

gg関関連連項項目目
• 「ドキュメント類の最新バージョンを入手する」 p.11

ワワイイヤヤレレススププレレゼゼンンテテーーシショョンンシシスステテムムをを使使っってて接接続続
すするる（（Windows/Macののみみ））

オプションのワイヤレスプレゼンテーションシステムを使用すると、
無線LANに対応したコンピューターとプロジェクターを簡単に無線接
続できます。ワイヤレスプレゼンテーションシステム（ELPWP10）に
は、2つのトランスミッター（ELPWT01）と1つの無線LANユニット
（ELPAP11）が含まれています。
詳しくは『Epson Wireless Presentation System取扱説明書』をご覧くだ
さい。

gg関関連連項項目目
• 「はじめてワイヤレスプレゼンテーションシステムを使うときの準
備」 p.154

• 「ワイヤレスプレゼンテーションシステムで投写する」 p.156

ははじじめめててワワイイヤヤレレススププレレゼゼンンテテーーシショョンンシシスステテムムをを使使ううととききのの準準
備備
トランスミッターとプロジェクターをペアリングするなど、ワイヤレ
スプレゼンテーションシステムを使って投写するための準備をしま
す。

a

• ペアリングする前に、本機のネットワーク設定を行ってくださ
い。

• ［ネットワーク設定］メニューの［プロジェクター名］または
［パスフレーズ］を変更したときは、トランスミッターを再度
ペアリングする必要があります。

• Epson Wireless Transmitter Settingsを使うと、コンピューターか
らペアリングできます。詳しくは『Epson Wireless Transmitter
Settings操作ガイド』をご覧ください。

• 必要なソフトウェアおよび取扱説明書は以下のWebサイトから
ダウンロードできます。
epson.jp/download

a 本機の電源を入れます。

https://www.epson.jp/support/download/
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b トランスミッターを本機のUSB-A端子に接続します。

ネットワーク情報が書き込まれ、完了メッセージが表示されま
す。ペアリング完了まではしばらく時間がかかります。

注注意意
ネットワーク情報の書き込み中は、プロジェクターから電源コード
やトランスミッターを取り外さないでください。電源コードやトラ
ンスミッターを取り外すと、プロジェクターが正常に起動しなくな
ることがあります。完了メッセージの表示を確認してからトランス
ミッターを取り外すようにしてください。

c 続けてペアリングする場合は、もう1つのトランスミッターを接
続します。

d 必要に応じて［はい］を選択し、［接続ガイド表示］を［オン］
にします。

a

• ［はい］を選択することをお勧めします。次回以降、本
機の起動時に入力信号がない場合に、トランスミッター
（Epson Wireless Presentation）の接続ガイドが表示され
ます。

• ［接続ガイド表示］が［オフ］で［コンテンツ再生］が
［オフ］のとき、［接続ガイド表示］を［オン］にする
メッセージが表示されます。

• ［ネットワーク］メニューで接続ガイドの表示を変更で
きます。
s［ネットワーク］ >［トランスミッター設定］ >
［接続ガイド表示］

e トランスミッターを取り外して、無線LANユニットを取り付けま
す。

f 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

g ［管理］メニューの［無線LAN電源］が［オン］に、［ネット
ワーク設定］メニューの［シンプルAP］が［オン］になってい
ることを確認します。

本機を再起動して、接続ガイドの表示設定を有効にすることをお勧め
します。

a

［ネットワーク］メニューの［オートパワーオン］を［オン］
に設定すると、本機がスタンバイ状態（電源オフ）でも投写を
開始できます。
s［ネットワーク］ >［トランスミッター設定］ > ［オートパ
ワーオン］

gg関関連連項項目目
• 「ネットワークメニュー」 p.212
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• 「無線LANユニットを取り付ける」 p.144
• 「プロジェクターの無線LANを設定する」 p.145
• 「無線LANのセキュリティーを設定する（シンプルAPモード）」
p.149

ワワイイヤヤレレススププレレゼゼンンテテーーシショョンンシシスステテムムでで投投写写すするる
ペアリング済みのトランスミッターを使うと、プロジェクター（レ
シーバー）とWindows/Macコンピューターを直接接続し、素早く簡単
に映像を投写できます。

a

無線LANユニットが本機に取り付けられていることを確認しま
す。

a 本機の電源を入れます。

b コンピューターのUSB端子にトランスミッターを接続します。

c トランスミッター内のEpson Wireless Presentationを使って投写し
ます。詳しくは『Epson Wireless Presentation System取扱説明
書』をご覧ください。

gg関関連連項項目目
• 「無線LANユニットを取り付ける」 p.144
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Miracastを搭載したノートパソコン、スマートフォン、タブレットPC
などのモバイルデバイスからプロジェクターに映像を送信できます。
Miracastを搭載したデバイスを2台同時に接続できます。その場合、入
力ソースはScreen Mirroring1、Screen Mirroring2として検出されます。
［割り込み接続］を［オフ］に設定します。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［Screen Mirroring］ >［割り込み接続］
Miracastに準拠しているデバイスであれば、ソフトウェアを追加でイン
ストールする必要はありません。Windowsコンピューターをお使いの
ときは、Miracast接続に必要なアダプターが利用可能なことを確認して
ください。
Screen Mirroring機能を使用するときは、以下の制限事項があります。
• インターレース映像は再生できません。
• 3チャンネル以上のマルチチャンネルオーディオは再生できません。
• 解像度とフレームレートによっては投写できないことがあります。
• 3D映像は再生できません。
• お使いのデバイスによっては、著作権保護されたコンテンツは
Miracast接続では再生できないことがあります。

• Screen Mirroringでの投写中に［Screen Mirroring］の設定は変更しな
いでください。設定を変更すると、接続が切断され、再接続までに
時間がかかることがあります。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［Screen Mirroring］

• Screen Mirroringでの投写中は、電源ブレーカーで直接本機の電源を
切らないでください。

a

Miracastは、主にAndroid端末やWindows 8.1以降のWindowsに搭
載されています。
デバイスによって、Miracastを搭載していないことがあります。
お使いのモバイルデバイスの取扱説明書をご確認ください。

gg関関連連項項目目
• 「Screen Mirroringを設定する」 p.157
• 「Miracast機能を使ってScreen Mirroring接続する」 p.159
• 「Windows 10でScreen Mirroring接続する」 p.160
• 「Windows 8.1でScreen Mirroring接続する」 p.160

Screen Mirroringをを設設定定すするる
モバイルデバイスから映像を投写するには、プロジェクターの
［Screen Mirroring］の設定をします。

a

Windows 10では、以下の方法で投写映像を伝送できます。
• お使いのモバイルデバイスからプロジェクターへ直接データを
伝送する

• LANを経由してデータを伝送する
LAN経由でデータを伝送すると、接続の安定性が向上し、セキュ
リティーを強化できます。LAN経由でデータを伝送するには、以
下の方法でプロジェクターをLANに接続します。
• LANケーブルを接続する
• 無線アクセスポイントに接続できるように［無線LAN］を設定
する

無線アクセスポイントに接続するときは、オプションの無線LAN
ユニットを取り付けます。
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a 【メニュー】ボタンを押し、［管理］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

b ［無線LAN電源］を［オン］に設定します。

c ［ネットワーク］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［優先制御インターフェイス］を選択し、【決定】ボタンを押し
ます。

f 以下のいずれかを選択します。
• 有線LAN経由でデータを伝送するときは、［有線LAN］を選択
します。

• モバイルデバイスからプロジェクターに直接伝送する、または
無線アクセスポイント経由で伝送するときは、［無線LAN］を
選択します。

• 直接伝送する方式のみ対応しているモバイルデバイスでは、
［無線LAN］を選択します。
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g ［シンプルAP］を［オン］に設定します。

h ［ネットワーク設定］の画面に戻り、［ネットワーク投写］を選
択します。

i ［Screen Mirroring］を［オン］に設定します。

j 必要に応じて設定を変更します。
• ［割り込み接続］：Screen Mirroringでの投写中に他のユーザー
による投写画面の切り替えを許可するかどうかを選択します。
Screen Mirroringソースを2系統使用するときは、［オフ］を選
択します。

• ［パフォーマンス調整］：Screen Mirroringの映像表示速度およ
び品質を調整します。品質を上げるには小さい値を選択し、速
度を上げるには大きい値を選択します。

• ［HDMI Out映像出力］：Screen Mirroringの映像をHDMI Out
端子に出力するかどうかを選択します（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。HDCP
とH.265が無効になり、HDCPで保護された映像やH.265の動画

コーデックで作成された映像が投写できなくなることがありま
す。HDCPやH.265の映像を投写したいときは［オフ］に設定し
ます。

• ［Screen Mirroring情報］：Screen Mirroringソースを投写してい
るときに、機器の接続に必要な情報を表示します。

k 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。

Miracast機機能能をを使使っっててScreen Mirroring接接続続すするる
Miracastが搭載されたスマートフォンなどのモバイルデバイスをお使い
のときは、Miracast機能を使ってワイヤレスに映像を投写できます。
Screen Mirroringで接続すると、映像と音声を本機から出力できます。

a 必要に応じて本機の［Screen Mirroring］を設定します。

b リモコンの【LAN】ボタンを押して、Screen Mirroringソースに切
り替えます。
ネットワーク情報画面が表示されます。

c モバイルデバイスでMiracast機能を使用してプロジェクターを検
索します。
接続可能なデバイスの一覧が表示されます。

d 一覧から本機のプロジェクター名を選択します。

e PIN入力画面が表示されたときは、ネットワーク情報画面、また
は投写している映像の右下に表示されているPINコードをモバイ
ルデバイスに入力します。
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モバイルデバイスからの映像がプロジェクターに表示されます。

a

接続が確立されるまで時間がかかることがあります。接続
が完了するまでプロジェクターの電源コードを抜かないで
ください。電源コードを抜くと、デバイスが反応しなく
なったり、誤作動する原因になります。
モバイルデバイスによっては、接続時にデバイスの削除が
必要になることがあります。モバイルデバイスの画面の指
示に従って操作してください。

Windows 10ででScreen Mirroring接接続続すするる
お使いのコンピューターでワイヤレスに映像を投写するための設定が
できます。Screen Mirroringで接続すると、映像と音声を本機から出力
できます。

a 必要に応じて本機の［Screen Mirroring］を設定します。

b リモコンの【LAN】ボタンを押して、Screen Mirroringソースに切
り替えます。
ネットワーク情報画面が表示されます。

c キーボードのWindowsキーを押しながらKキーを押します。
接続可能なデバイスの一覧が表示されます。

d 一覧から本機のプロジェクター名を選択します。

e コンピューターにPIN入力画面が表示されたときは、ネットワー
ク情報画面または投写している映像の右下に表示されているPIN
コードを入力します。
コンピューターからの映像がプロジェクターに表示されます。

a

接続が確立されるまで時間がかかることがあります。接続
が完了するまでプロジェクターの電源コードを抜かないで
ください。電源コードを抜くと、デバイスが反応しなく
なったり、誤作動する原因になります。

Windows 8.1ででScreen Mirroring接接続続すするる
Windows 8.1のコンピューターをお使いのときは、チャームからワイヤ
レスに映像を投写するための設定ができます。Screen Mirroringで接続
すると、映像と音声を本機から出力できます。

a 必要に応じて本機の［Screen Mirroring］を設定します。
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b リモコンの【LAN】ボタンを押して、Screen Mirroringソースに切
り替えます。
ネットワーク情報画面が表示されます。

c コンピューターでチャームの［デバイス］を選択し、［プロジェ
クト］を選択します。

d ［ワイヤレスディスプレイの追加］を選択します。

接続可能なデバイスの一覧が表示されます。

e 一覧から本機のプロジェクター名を選択します。

f コンピューターにPIN入力画面が表示されたときは、ネットワー
ク情報画面または投写している映像の右下に表示されているPIN
コードを入力します。
コンピューターからの映像がプロジェクターに表示されます。

a

接続が確立されるまで時間がかかることがあります。接続
が完了するまでプロジェクターの電源コードを抜かないで
ください。電源コードを抜くと、デバイスが反応しなく
なったり、誤作動する原因になります。
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HTTPSプロトコルを用いて、プロジェクターとWebブラウザー間の通信
のセキュリティーを強固にできます。HTTPSプロトコルを用いたセ
キュリティーを適用するには、Webブラウザーから信頼性を検証でき
るサーバー証明書を作成してプロジェクターにインストールし、［セ
キュアHTTP］設定をオンにします。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［プロジェクター制
御］ >［セキュアHTTP］
サーバー証明書がないときは、プロジェクター内部で自己署名証明書
を自動作成して通信します。自己署名証明書はWebブラウザーから信
頼性を検証できないため、Webブラウザーからプロジェクターにアク
セスしたときにサーバーの信頼性に関する警告が表示されます。この
警告を無視することで通信を継続できます。

gg関関連連項項目目
• 「メニューからWebサーバー証明書を設定する」 p.162

メメニニュューーかかららWebササーーババーー証証明明書書をを設設定定すするる
プロジェクターメニューと外付けデバイスを使って、作成したWeb
サーバー証明書を本機にインストールします。

a

• 本機では、外付けデバイスとしてUSBメモリーを使用できま
す。

• 電子証明書はWebブラウザーからも設定できます。ただし、
Webブラウザーとプロジェクターメニューの双方から証明書を
インストールすると、正しくインストールされないことがあり
ます。

a 本機に対応した形式の証明書をUSBストレージのルートディレク
トリーに格納します。

b 【メニュー】ボタンを押し、［ネットワーク］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

c ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［プロジェクター制御］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［セキュアHTTP］を［オン］に設定します。

f ［Webサーバー証明書］を選択し、【決定】ボタンを押します。

g ［登録］を選択し、【決定】ボタンを押します。

h 画面の指示に従って本機のUSB-A端子にUSBストレージを接続し
ます。

i 【決定】ボタンを押して、証明書の一覧を表示します。

j 一覧からインポートする証明書を選択します。
パスワードの入力を求めるメッセージが表示されます。
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k 証明書のパスワードを入力し、【決定】ボタンを押します。
証明書がインストールされ、完了メッセージが表示されます。

gg関関連連項項目目
• 「サポートするWebサーバー証明書の一覧」 p.163
• 「Webブラウザーで証明書を設定する」 p.178

ササポポーートトすするるWebササーーババーー証証明明書書のの一一覧覧
以下の種類の電子証明書を設定できます。

Webササーーババーー証証明明書書（（セセキキュュアアHTTP））

項目 説明

フォーマット PKCS#12

拡張子 PFX、P12

暗号 RSA

ハッシュ MD5/SHA-1/SHA-256/SHA-384/SHA-512

鍵長 512/1024/2048/4096 bit

Common Name ネットワークホスト名

Organization 任意

パスワード 設定が必要。64文字以内の半角英数字。
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プロジェクターから投写している画面を、同じネットワーク上の他の
プロジェクターに4台まで配信できます。他のプロジェクターで同時
に同じ画面を見ることができます。

画面共有機能を使用するときは、以下の制限事項があります。
• 画面共有機能搭載のプロジェクターのみと共有が可能です。
• 画面を共有しているプロジェクターとファームウェアのバージョン
が異なるときは、ファームウェアの更新が必要になることがありま
す。

• HDCPで保護されたコンテンツは配信できません。
• 画面共有中は［ネットワーク］の設定を変更できません。

gg関関連連項項目目
• 「投写画面を共有する」 p.164

• 「共有された画面を受信する」 p.166

投投写写画画面面をを共共有有すするる
画面を共有する前に、プロジェクターの設定が必要です。
• プロジェクターをネットワークに接続します。
• ［画面共有］の設定を［オン］にします。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［画面共有］

• キーワード入力による認証を省略して、他のプロジェクターと簡単
に接続したいときは、［接続モード］を［キーワードなし］に設定
します。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［画面共有］ >［接続モード］

a 本機の電源を入れ、映像を表示します。

b 【ホーム】ボタンを押します。

c ［画面共有］を選択します。
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d ［投写画面を共有する］を選択します。

e 画面を共有するプロジェクターを指定します。

A テンキ―を使用してIPアドレスを入力します。

B 入力が求められたときに、テンキーを使用してプロジェクター
キーワードを入力します。プロジェクターキーワードは受信する
プロジェクターの投写画面に表示されます。

C 接続履歴を表示します。以前に接続したことがあるプロジェク
ターに接続するときは、リストからIPアドレスを選択することが
できます。

f ［接続］を選択します。
接続が完了すると、共有状況を示す情報バーが画面の右上に表示
されます。情報バーはドラッグして位置を移動できます。

g 手順3から6を繰り返して、その他のプロジェクターと接続しま
す。

h 入力ソースを選択して、共有したい映像を投写します。

配信先のプロジェクターに画面が表示されます。

gg関関連連項項目目
• 「画面共有を終了する」 p.165

画画面面共共有有をを終終了了すするる

画面共有はステータスバーの アイコンを選択して終了できます。
このアイコンを押すと、すべてのプロジェクターへの配信を一度に終
了できます。特定のプロジェクターのみ配信を停止するときは、以下
の操作をします。

a 【ホーム】ボタンを押します。
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b ［画面共有］を選択します。

c 配信を停止するプロジェクターを選択し、［切断］を選択しま
す。

選択したプロジェクターとの接続が切断され、画面共有が終了し
ます。

d 手順3を繰り返して、その他のプロジェクターと切断します。

a

［共有終了］を選択すると、ボタンが［確認］に変わります。
再度ボタンを選択し、すべてのプロジェクターと切断します。

共共有有さされれたた画画面面をを受受信信すするる
画面を受信する前に、プロジェクターの設定が必要です。
• 画面を共有しているプロジェクターと同じネットワークに接続して
ください。

• Epson iProjectionで接続しているコンピューターやモバイルデバイス
がないことを確認します。

• ［画面共有］の設定を［オン］にします。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［画面共有］

他のプロジェクターが共有を始めると、共有画面が自動で表示されま
す。
画面が表示されないときは、リモコンの【LAN】ボタンを押します。
受信した画面を消去するには、投写中に【戻る】ボタンを押します。

a

お使いのプロジェクターのIPアドレスがわからないときは、
【ホーム】ボタンを押して［画面共有］を選択します。ガイド
スクリーンにIPアドレスが表示されます。



ププロロジジェェククタターーをを監監視視おおよよびび制制御御すするる
ネットワーク経由でプロジェクターの監視と制御を行う方法について説明します。

gg関関連連項項目目
• 「Epson Projector Management」 p.168
• 「Webブラウザーを使ってネットワークプロジェクターを制御する」 p.169
• 「Webブラウザーで証明書を設定する」 p.178
• 「メールでプロジェクターの異常を通知する」 p.180
• 「SNMPを使ってプロジェクターを監視する」 p.181
• 「ESC/VP21コマンドを使用する」 p.182
• 「PJLinkについて」 p.183
• 「Crestron Connectedについて」 p.184
• 「Web APIを使ってプロジェクターを操作する」 p.186
• 「プロジェクターのイベントスケジュールを設定する」 p.187
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Epson Projector Managementを使用すると、ネットワークに接続された
プロジェクターの状態をコンピューターに表示して確認したり、コン
ピューターから制御したりできます（Windowsのみ）。詳しくは、
『Epson Projector Management操作ガイド』をご覧ください。
Epson Projector Managementは以下のWebサイトからダウンロードして
ください。
epson.jp/download

https://www.epson.jp/support/download/
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コンピューターのWebブラウザーを使って、ネットワークに接続され
たプロジェクターのメニュー設定や制御を離れた場所から行えます。
コンテンツ再生モードではプレイリストの編集もできます。

注注意意
以下の場合には、USBメモリーを本機から取り外したり、本機の電源コー
ドを抜いたりしないでください。USBメモリーのデータが破損することが
あります。
• ［プレイリスト］画面表示中
• ［USBメモリー］画面表示中

a

• コンピューターとプロジェクターをネットワークに接続できる
状態にしておきます。無線で接続するときは、無線LANアクセ
スポイント経由で接続してください。

• 以下のWebブラウザーを使用できます。
• Internet Explorer 11以上（Windows）
• Microsoft Edge（Windows）
• Safari（Mac、iOS）
• Chrome（Android）

• お使いのWebブラウザーで、接続にプロキシサーバーを使用し
ないように設定してください。メニュー設定の中には、Web
ブラウザーからは設定できない項目があります。

• ［動作］メニューの［待機モード］を［通信オン］に設定する
と、本機がスタンバイ状態（電源オフ）のときも、Webブラウ
ザーを使って設定や制御ができます。

• Epson iProjection (iOS/Android)からも、Webブラウザーを使っ
てプロジェクターの制御が可能です。

a 本機の電源がオンになっていることを確認します。

b お使いの機器を、接続先のプロジェクターと同じネットワークに
接続します。

c お使いの機器でWebブラウザーを起動します。

d ブラウザーのアドレス入力部にプロジェクターのIPアドレスを入
力し、［Epson Web Control］画面に接続します。IPv6アドレスを
入力するときは、アドレスを[ ]で囲んで入力します。
［Epson Web Control］画面が表示されます。
• 通常モード

A 本機をリモート操作します。

B テストパターンを表示します。

C Crestron Connectedの操作画面を表示します。Crestron Connected
を使用しているときのみ有効です。

D 本機の詳細設定をします。



Webブブララウウザザーーをを使使っっててネネッットトワワーーククププロロジジェェククタターーをを制制御御すするる 170

E 本機の状態を表示します。

F 指やマウスで本機のメニューを操作します。

a

［管理］メニューの［ログ保存先］を［USBおよび内部
メモリー］に設定しているときは、ブラウザーのアドレ
ス入力部に「https://<projector's IP address>/logs/」と入力
してログを確認できます。

• コンテンツ再生モード

A 本機をリモート操作します。

B 再生したいプレイリストを選択します。プレイリストの作成や
編集もできます。

C ［タイムテーブル］画面を表示します。

D 指やマウスで本機のメニューを操作します。

E 本機の状態を表示します。

F Crestron Connectedの操作画面を表示します。Crestron Connected
を使用しているときのみ有効です。

G 本機の詳細設定をします。

H ［開発者メニュー］画面を表示します。

I テストパターンを表示します。

J プレイリスト用の素材データをUSBメモリーに転送します。

e 操作したい項目を選択します。

a

• ［Epson Web Control］画面のオプション設定をするため
にログインを求められる場合があります。ログイン画面
が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力しま
す。
• ［ベーシックコントロール］にアクセスするときの
ユーザー名はEPSONREMOTE、デフォルトのパスワー
ドはguestです。

• その他の設定をするときのユーザー名はEPSONWEB、
デフォルトのパスワードはadminです。

• パスワードは、［ネットワーク］メニューで変更できま
す。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >
［Remoteパスワード］
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［Web
制御パスワード］

gg関関連連項項目目
• 「Web Controlの画面一覧」 p.171
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Web Controlのの画画面面一一覧覧

ベベーーシシッッククココンントトロローールル
［ベーシックコントロール］画面では、入力ソースを選択したり、プ
ロジェクターを操作できます。

a

• ログイン画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力
します。（ユーザー名はEPSONREMOTE、デフォルトのパス
ワードはguestです。）

• パスワードは、［ネットワーク］メニューで変更できます。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［Remoteパス
ワード］

A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B 本機の電源をオン/オフします。

C 入力ソースを選択します。（入力可能なソースは機種により異なりま
す。）

D 映像と音声を一時的に遮断します。

E 映像を一時停止します。

F QRコードを表示します。

G スピーカーの音量を調整します。

H 映像の入力を検出します。

OSDココンントトロローールルパパッッドド
［OSDコントロールパッド］画面では、指やマウスでプロジェクター
のメニューを操作できます。
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A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B 本機のメニューを表示します。

C 指やマウスでメニューを操作します。

D 選択した設定を初期値に戻します。

E 前のメニュー項目に戻ります。

F ヘルプを表示します。

テテスストトパパタターーンン
［テストパターン］画面では、テストパターンを表示できます。

A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B 表示可能なテストパターン一覧から、表示したいパターンを選択しま
す。

C テストパターンの表示を終了します。

スステテーータタスス情情報報

A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B 項目名を表示します。

C 各項目の状態を表示します。

D その他の項目を選択します。

詳詳細細設設定定
［詳細設定］画面では、プロジェクターの詳細設定ができます。
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a

デフォルトの［Web制御パスワード］が設定されているとき
は、［詳細設定］画面を開く前にパスワード設定画面が表示さ
れます。画面の指示に従ってパスワードを変更してください。
プロジェクターへの不正アクセスを防止するため、パスワード
を定期的に変更することをお勧めします。

A メニューを開きます。

B 選択しているメニュー名を表示します。

C 本機の設定をします。（設定項目は機種により異なります。）

D 本機の設定をロックまたはアンロックします。

E 本機の設定を更新します。

a

以下の項目はWebブラウザーでは変更できません。
• ［EDID］
• ［HDMIリンク］
• ［固定設置］
• ［デジタルピクチャーシフト］（EB‑L635SU/EB‑L630SU）
• ［画面分割設定］
• ［コンテンツ再生］
• ［ユーザーボタン］
• ［ユーザーロゴ］
• ［無線LAN診断］
• ［言語］
• ［アクセスポイント検索］
• ［Crestron Connected］
• ［HDBaseT信号レベル］
• ［Event ID］
• ［HDBaseT Tx］
• ［アンテナレベル］
• ［ペアリング開始］
• ［ネットワーク初期化］
• ［ファームウェア更新］

a

以下の項目はWebブラウザーでのみ設定できます。
• Monitorパスワード（半角英数字で16文字以内）
• IPv6設定（手動）
• HTTPポート追加（Web制御に使用するポート番号で、80（デ
フォルト）、843、3620、3621、3625、3629、4352、4649、
5357、10000、10001、41794以外の番号）
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リリモモココンン（（ココンンテテンンツツ再再生生モモーードド時時ののみみ））
［リモコン］画面では、入力ソースの選択、プロジェクターの操作、
プレイリストの再生ができます。

A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B 本機の電源をオン/オフします。

C 入力ソースを選択します。（入力可能なソースは機種により異なりま
す。）

D 映像と音声を一時的に遮断します。

E 入力ソースがUSB以外のとき、［エフェクト］の項目が表示されます。
［エフェクト］をオン/オフします。投写映像の色や形を変えたいときは
オンにしてください。
オンにすると、［エフェクト］画面が表示されます。あらかじめ用意さ
れているカラーフィルターまたは形状フィルターなどのエフェクトをプ
レイリストに設定できます。エフェクトをカスタマイズすることもでき
ます。

F 画面の設定をします。

G お気に入りに登録したプレイリストの一覧です。選択すると再生が始ま
ります。

H 再生中のプレイリストの情報を表示します。
プレイリストの設定はアイコンで示されます。

：エフェクトが設定されています
：繰り返し再生が設定されています
：プレイリストの長さ

左下の矢印を選択すると、次の画面が表示されます。

I スピーカーの音量を調整します。
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ププレレイイリリスストト再再生生中中のの画画面面（（ココンンテテンンツツ再再生生モモーードド時時ののみみ））

A 投写を停止します。

B 映像と音声を一時的に遮断します。ただし、すべてのサウンドおよびビ
デオの再生は続行されるため、停止したポイントから投写を再開するこ
とはできません。

C スピーカーの音量を調整します。

D ［エフェクト］画面を表示します。あらかじめ用意されているエフェク
トの設定を選択、または明度、カラーフィルター、形状フィルターのエ
フェクトを個別に設定します。

ププレレイイリリスストト（（ココンンテテンンツツ再再生生モモーードド時時ののみみ））
［プレイリスト］画面では、再生したいプレイリストを選択できま
す。プレイリストの作成や編集もできます。

A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B プレイリストを再生します。
プレイリストの設定はアイコンで示されます。

：お気に入りに登録された番号
：繰り返し再生が設定されています
：エフェクトが設定されています

C メニューから、プレイリストの編集、複製、お気に入り登録、削除がで
きます。
［編集］または［複製］を選択したときは、プレイリスト編集画面が表
示されます。
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D 新規プレイリスト画面で新規プレイリストを作成できます。

新新規規ププレレイイリリスストト作作成成/ププレレイイリリスストト編編集集画画面面（（ココンンテテンンツツ再再生生モモーードド
時時ののみみ））

A プレイリスト名を編集できます。

B 繰り返し再生するかどうかを設定します。

C お気に入りに登録します。
お気に入りに登録すると、［リモコン］画面またはリモコンを使用して
簡単にプレイリストを再生できます。

D プレイリストに追加された画像や動画を表示します。ここに表示された
順序で画像や動画が再生されます。

E 画像や動画を追加します。

F 画像や動画を一覧から削除します。

G ［静止画切り替え］画面を表示します。
プレイリスト投写中に次のファイルに切り替わるまでの表示時間を設定
できます。トランジション効果も設定できます。

H ［エフェクト］画面を表示します。
あらかじめ用意されているカラーフィルターまたは形状フィルターなど
のエフェクトをプレイリストに設定できます。エフェクトをカスタマイ
ズすることもできます。

I プレイリストをプレビューできます。

USBメメモモリリーー（（ココンンテテンンツツ再再生生モモーードド時時ののみみ））
［USBメモリー］画面では、プレイリストに追加したい写真や動画を
USBメモリーに転送したり、不要な写真や動画をUSBメモリーから削除
できます。
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a

.avi、.jpeg (.jpg)、.png、.bmp、.gifファイルをアップロードでき
ます。
.mp4または.movファイルをプレイリストに追加したいときは、
Epson Projector Content ManagerまたはEpson Creative Projection
を使用します。

A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B プレイリストに追加する写真や動画を、USBメモリーに転送します。

C 写真や動画をUSBメモリーから消去します。

タタイイムムテテーーブブルル（（ココンンテテンンツツ再再生生モモーードド時時ののみみ））
［タイムテーブル］画面では、タイムテーブルを有効または無効にで
きます。

A ［Epson Web Control］のホーム画面に移動します。

B タイムテーブルをオン/オフします。

a

Epson Projector Content Managerのタイムテーブル機能を使う
と、プレイリストを再生する日時を指定できます。
詳しくは『Epson Projector Content Manager操作ガイド』をご覧
ください。
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セキュリティー設定に用いる電子証明書を本機に設定します。

a

本機への電子証明書のインストールは、［ネットワーク］メ
ニューからも行うことができます。ただし、Webブラウザーと
プロジェクターメニューの双方から証明書をインストールする
と、正しくインストールされないことがあります。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［無線LAN］ >
［クライアント証明書］
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［無線LAN］ >
［CA証明書］
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［プロジェク
ター制御］ >［セキュアHTTP］ > ［Webサーバー証明書］

a 本機に対応した形式の証明書を用意します。

b 本機の電源がオンになっていることを確認します。

c ネットワークに接続されているコンピューターまたはモバイルデ
バイスでWebブラウザーを起動します。

d ブラウザーのアドレス入力部にプロジェクターのIPアドレスを入
力し、Epson Web Control画面に接続します。

Epson Web Control画面が表示されます。

e ［詳細設定］を選択します。

a

• 詳細設定画面を表示するには、ログインが必要です。ロ
グイン画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを
入力します。（ユーザー名はEPSONWEB、デフォルトの
パスワードはadminです。）

• パスワードは、［ネットワーク］メニューで変更できま
す。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［Web
制御パスワード］

f ［ネットワーク］から［証明書］を選択します。

g 登録する証明書を選択します。
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h ［パスワード］ボックスにパスワードを入力し、［送信］をク
リックします。

i 設定が終了したら、［確定］をクリックします。
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プロジェクターが異常/警告状態になったとき、異常状態が電子メール
で通知されるようにメール通知機能を設定できます。
［動作］メニューの［待機モード］設定を［通信オン］に設定する
と、本機がスタンバイ状態（電源オフ）のときも、通知メールを送信
できます。

a 【メニュー】ボタンを押し、［ネットワーク］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

b ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［メール通知］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［メール通知］を［オン］に設定します。

e ［SMTPサーバー］にIPアドレスを入力します。

a

［SMTPサーバー］には127.x.x.xのIPアドレスは使用できま
せん（xは0～255の数値）。

f SMTPサーバーの［認証タイプ］を設定します。

g ［ポート番号］にSMTPサーバーのポート番号を0～65535の数値
で入力します（デフォルトは25）。

h SMTPサーバーの［ユーザー名］を入力します。

i SMTP認証に使う［パスワード］を入力します。

j 送信者として表示されるメールアドレスを［差出人］に入力しま
す。

k 宛先を選択し、メールアドレスとメール通知する異常/警告の種
類を選択します。宛先は3つまで設定できます。

a

使用できるメールアドレスは英数字64文字までです。

l 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。

a

本機に致命的な異常が発生し、瞬時に起動停止状態になったと
きは、メールを送信できないことがあります。

gg関関連連項項目目
• 「異常通知メールの見方」 p.180

異異常常通通知知メメーールルのの見見方方
通知メールを送信する設定をしているとき、本機が異常/警告状態にな
ると、以下の情報を含むメールが送信されます。
• メール差出人：［差出人］のメールアドレス
• メール件名：［Epson Projector］
• 1行目：異常が生じたプロジェクター名
• 2行目：異常が生じたプロジェクターのIPアドレス
• 3行目：異常の内容
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コンピューターにSNMP（Simple Network Management Protocol）ソフ
トウェアをインストールして、プロジェクターを監視できます。SNMP
による管理は、ネットワーク管理者が行います。SNMPソフトウェアを
使用するときは、本機のSNMP設定をします。

a 【メニュー】ボタンを押し、［ネットワーク］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

b ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［プロジェクター制御］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［SNMP］を［オン］にします。

e ［トラップIPアドレス1］と［トラップIPアドレス2］に、SNMP
通知を受信するIPアドレスを最大2つ入力します。0～255の数字
を入力します。

a

224.0.0.0～255.255.255.255のIPアドレスは使用できません。
本機のSNMPエージェントはバージョン1（SNMPv1）に対
応しています。

f SNMPの［コミュニティー名］を半角英数字32文字以内で入力し
ます。

g 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。
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ESC/VP21を使用して外部デバイスからプロジェクターを制御できま
す。

gg関関連連項項目目
• 「ESC/VP21コマンドリスト」 p.182
• 「ケーブル配線」 p.182

ESC/VP21ココママンンドドリリスストト
本機に電源オンのコマンドを送信すると、電源が入りウォームアップ
状態になります。電源オンの状態になると、本機はコロン‘:’（3Ah）を
返信します。
本機はコマンドを受け取ると、そのコマンドを実行後‘:’を返信し、次
のコマンドを受け付けます。
異常終了のときは、エラーメッセージを出力した後に‘：’を返信しま
す。
利用可能なコマンドは本機の『仕様一覧』で確認できます。

gg関関連連項項目目
• 「ドキュメント類の最新バージョンを入手する」 p.11

ケケーーブブルル配配線線

シシリリアアルル接接続続
• コネクター形状：D-Sub 9pin（オス）
• プロジェクター入力端子名：RS-232C

• ケーブルタイプ：クロスケーブル

以下の図では、左の端子がプロジェクター側、右の端子がコンピュー
ター側を示しています。

信号名 働き

GND 各信号線の接地

TD 送信データ

RD 受信データ

通通信信ププロロトトココルル
• ボーレート基準速度：9600bps

• データ長：8bit

• パリティー：なし
• ストップビット：1bit

• フロー制御：なし
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JBMIA（一般社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会）により
ネットワーク対応プロジェクターの制御用プロトコルの標準化が進め
られ、制御用標準プロトコルPJLinkが策定されました。
このプロジェクターは、JBMIAによって策定されたPJLink Class2規格に
準拠しています。
PJLinkの検索機能で使用するポート番号は4352（UDP）です。
PJLinkを使用するには、事前にネットワーク設定を行う必要がありま
す。
次のコマンドを除く、PJLink Class2によって規定されているすべてのコ
マンドに対応しており、PJLink規格の適合性を確認しています。
http://pjlink.jbmia.or.jp/

• 非対応コマンド
非対応のコマンドは本機の『仕様一覧』で確認できます。

• 入力端子名称および入力ソース番号の対応表

入力端子名称 入力ソース番号

コンピューター1 11

コンピューター2 12

HDMI1 32

HDMI2 33

USB 41

LAN 52

HDBaseT 56

Screen Mirroring1 57

Screen Mirroring2 58

• 「メーカ名問合せ」で表示するメーカ名
EPSON

• 「機種情報問合せ」で表示する機種名
• EPSON L735U/L730U
• EPSON L720U
• EPSON L635SU/L630SU
• EPSON L630U
• EPSON L630W
• EPSON L530U

gg関関連連項項目目
• 「ドキュメント類の最新バージョンを入手する」 p.11

http://pjlink.jbmia.or.jp/
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Crestron Connectedは統合コントロールシステムです。ネットワークで
接続された複数の機器を一括して監視、制御できます。Crestron
Connectedを使うと、Webブラウザーを使ってプロジェクターの制御や
監視ができます。

a

• Crestron Connectedを使用するときは、Epson Projector
Managementのメッセージ配信機能を使用できません。

Crestron Connectedの詳細については、Crestron社のWebサイトを参照
してください。
https://www.crestron.com/products/line/crestron-connected

システム内の機器の監視には、Crestron社が提供するCrestron
RoomView ExpressまたはCrestron Fusionを使用できます。監視の他にヘ
ルプデスクとの通信、緊急時のメッセージ送信ができます。詳細は以
下をご覧ください。
http://www.crestron.com/getroomview

本書では、Webブラウザーを利用してコンピューターの画面上で本機
を操作する方法を説明します。

gg関関連連項項目目
• 「Crestron Connectedを設定する」 p.184

Crestron Connectedをを設設定定すするる
Crestron Connectedを使ってプロジェクターの監視と制御をするには、
コンピューターとプロジェクターがネットワークに接続されているこ
とを確認します。
無線で接続するときは、無線LANアクセスポイント経由で接続してく
ださい。

a

［動作］メニューの［待機モード］を［通信オン］に設定する
と、本機がスタンバイ状態（電源オフ）のときも、Webブラウ
ザーを使って設定や制御ができます。

a 【メニュー】ボタンを押し、［ネットワーク］を選択して、【決
定】ボタンを押します。

b ［ネットワーク設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

c ［プロジェクター制御］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［Crestron Connected］を［オン］に設定して、プロジェクター
が検出されるようにします。

e 設定が終わったら、［ネットワーク設定］の画面に戻り、［設
定］を選択します。画面の指示に従って設定を保存し、メニュー
を終了します。

f プロジェクターの電源を入れなおし設定を有効にします。

https://www.crestron.com/products/line/crestron-connected
http://www.crestron.com/getroomview
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g ネットワークに接続されているコンピューターまたはモバイルデ
バイスでWebブラウザーを起動します。

h ブラウザーのアドレス入力部にプロジェクターのIPアドレスを入
力し、Epson Web Control画面に接続します。

i ［Crestron Connected］を選択します。詳細はCrestron社のWeb
サイトを参照してください。
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コンテンツ再生モードでは、Web APIを使ってプロジェクターを操作で
きます。詳しくは、『プロジェクター用Web API仕様書』をご覧くださ
い。

a

• Web API通信には、API認証（Digest認証）を使用できます。
• API認証のユーザー名はEPSONWEB、パスワードは［Web制御
パスワード］で設定されているパスワードを入力してくださ
い。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［Web制御パ
スワード］

gg関関連連項項目目
• 「Web APIを有効にする」 p.186
• 「ドキュメント類の最新バージョンを入手する」 p.11

Web APIをを有有効効ににすするる
Web APIはWebブラウザーから有効にできます。

a ［Epson Web Control］画面で［開発者メニュー］を選択しま
す。

b ［API有効］を［オン］にします。
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プロジェクターの電源オン/オフや入力ソースの切り替えなど、最大30
件のイベントをプロジェクターにスケジュール登録できます。設定し
た日時に選択したイベントが自動的に実行されます。

警警告告
燃えやすいものをプロジェクターのレンズの前に置かないでください。ス
ケジュール機能によりプロジェクターの電源が自動でオンになり、火災の
原因となることがあります。

a

• 事前に［メニュー保護］の［スケジュール］を［オフ］に設定
します。

a ［管理］メニューで［日付&時刻］を設定します。

b 【メニュー】ボタンを押し、［管理］を選択して、【決定】ボタ
ンを押します。

c ［スケジュール設定］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［スケジュール］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［新規追加］を選択し、【決定】ボタンを押します。
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f イベント実行時の動作内容を設定します。

g イベントを実行する日付や曜日、時刻を選択します。

h ［保存］を選択し、【決定】ボタンを押します。
登録したイベントが画面に表示されます。イベントのステータス
や時刻はアイコンやインジケーターで示されます。

A ：有効なイベント

：定期的なイベント

：無効なイベント

B 選択している日付（強調表示）

C ：1回限りのイベント
：定期的なイベント
：通信監視のオン/オフ
：無効なイベント
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i 登録されているイベントを編集するには、イベントを選択し、
【戻る】ボタンを押します。

j 表示されたメニューから操作を選択します。
• ［有効］/［無効］：選択したイベントを有効または無効にで
きます。

• ［編集］：イベントの動作内容または日時を変更できます。
• ［削除］：登録したイベントを一覧から削除できます。

k ［設定完了］を選択して、［はい］を選択します。

登録したイベントをすべて削除するには、［スケジュール初期化］を
選択します。

gg関関連連項項目目
• 「パスワードプロテクトの種類を設定する」 p.134
• 「日時を設定する」 p.50



メメニニュューーのの設設定定
プロジェクターメニューの機能と設定について説明します。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターメニューを操作する」 p.191
• 「ソフトキーボードを操作する」 p.192
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「信号入出力メニュー」 p.196
• 「設置メニュー」 p.199
• 「表示メニュー」 p.202
• 「動作メニュー」 p.204
• 「管理メニュー」 p.208
• 「ネットワークメニュー」 p.212
• 「マルチプロジェクションメニュー」 p.221
• 「メモリーメニュー」 p.223
• 「初期・全体設定メニュー」 p.224
• 「メニュー設定を別のプロジェクターにコピーする（一括設定機能）」 p.225
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投写画面に表示されるメニューを使って、本機の各種動作を設定しま
す。

a 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。
メニューが表示されます。

b 上下ボタンを押して、左側に表示されるメニュー項目を選択しま
す。各メニューの設定が右側に表示されます。

c 設定を変更するには、【決定】ボタンを押します。

d 上下ボタンを押して、設定項目を選択します。

e メニュー設定をすべて初期値に戻すには、［初期・全体設定］を
選択します。

f メニューの設定が終わったら、【戻る】ボタンを押します。

g 【メニュー】ボタンまたは【戻る】ボタンを押してメニューを終
了します。

a

が表示される項目には関連するメニューがあります。設定を
オンにしたり、特定の値を設定すると、関連するメニューを展
開して表示します。
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数字や文字の入力が必要なときはソフトキーボードが表示されます。

a リモコンまたは操作パネルの上下左右ボタンを使って、入力する
数字や文字を選択し、【決定】ボタンを押します。

a

［A/a］キーを選択すると、大文字小文字が切り替わりま
す。［SYM1/2］キーを選択すると、枠に囲まれている記号
が変わります。

b テキストの入力後、キーボードの［OK］を選択して入力を確定
します。［Cancel］を選択すると、テキストの入力を取り消しま
す。

a

コンピューターのWebブラウザーを使って、ネットワークに接
続されたプロジェクターの設定や制御ができます。
プロジェクターメニューのソフトキーボードでは入力できない
文字があります。ソフトキーボードで入力できない文字はWeb
ブラウザーを使って入力してください。

gg関関連連項項目目
• 「ソフトキーボードで入力可能な文字」 p.192

ソソフフトトキキーーボボーードドでで入入力力可可能能なな文文字字
ソフトキーボードでは、以下の文字を入力できます。

文字タイプ 詳細

数字 0123456789

アルファベット ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz

記号 ! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ \ ]
^ _ ` { | } ~
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［映像調整］メニューでは、投写映像の画質を調整できます。カラー
モードや入力ソースによって設定できる項目が異なります。

設定 選択肢 説明

カラーモード カラーモードの一
覧を参照

映像の種類や使用環境に応じて、適
切なカラーモードを選択します。

明るさ レベル調整 映像の明るさを調整します。

コントラスト レベル調整 映像のコントラストを調整します。

色の濃さ レベル調整 映像の色の濃さを調整します。

色合い レベル調整 映像の色合いを調整します。

シャープネス レベル調整 映像のシャープ感を調整します。

設定 選択肢 説明

ホワイトバランス 色温度 選択したカラーモードに応じて色温
度を設定します。値を高くすると青
みがかった映像になり、値を低くす
ると赤みがかった映像になります。
［カラーフィルター］が［ウォーム
ホワイト］または［クールホワイ
ト］以外のとき表示されます。
s［動作］ >［コンテンツ再生］ >
［エフェクト］ >［カラーフィル
ター］

G-M補正 映像の色合いを細かく調整します。
値を高くすると緑がかった映像にな
り、値を低くすると赤みがかった映
像になります。

カスタム オフセット、ゲインをR（赤）、G
（緑）、B（青）の成分ごとに調整し
ます。

ダイナミックコン
トラスト

高速
標準
オフ

映像の明るさに合わせて投写時の光
量を調整します。

イメージ強調 イメージ強調プリ
セット

［イメージ強調］の設定値をプリ
セットの値で一括で設定します。

ノイズリダクショ
ン

映像のざらつきを抑えます。

MPEGノイズリダ
クション

MPEG形式の映像のざらつきを抑えま
す。
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設定 選択肢 説明

プログレッシブ変
換

インターレース信号をプログレッシ
ブ信号に変換します。
• ［オフ］：動きの速いビデオ映像
に適しています。

• ［ビデオ］：一般のビデオ映像に
適しています。

• ［フィルム/オート］：映画フィル
ムやCG、アニメーションに適して
います。

インターレース信号
（480i/576i/1080i）が入力されている
とき表示されます。

超解像 解像度の低い映像を投写するとき
に、解像度を高めて映像のボケを軽
減します。

ディテール強調 映像のテクスチャーや質感を強調し
ます。

初期化 ［イメージ強調］メニューで調整し
たすべての値を初期値に戻します。

シーン適応ガンマ
補正

レベル調整 シーンに応じて階調表現を最適化し
て、メリハリのある映像にします。
コントラストを強調したいときは、
大きい値を選択します。
以下の入力ソースから投写中のとき
は設定できません。
• USB
• LAN
• Screen Mirroring

ガンマ -2～2

カスタム
補正値を選んだり、ガンマグラフを
見ながら映像の発色を調整します。

設定 選択肢 説明

RGBCMY レベル調整 R（赤）、G（緑）、B（青）、C（シ
アン）、M（マゼンタ）、Y（イエ
ロー）ごとに色相、彩度、明度を調
整します。

初期値に戻す — 現在のカラーモードで調整したすべ
ての値を初期値に戻します。

入力ソース — 入力ソースごとに保存されるメ
ニューが表示されます。
設定を変更するには、変更したい入
力ソースの映像が投写されているこ
とを確認してください。

入力解像度 オート
ノーマル
ワイド
マニュアル

［オート］に設定しても投写映像が
欠けるときは、入力信号の解像度を
設定します。
4:3または5:4画面の場合は［ノーマ
ル］、ワイド画面の場合は［ワイ
ド］、解像度を指定する場合は［マ
ニュアル］を選択します。
入力ソースがコンピューターのとき
表示されます。

アスペクト アスペクト比の一
覧を参照

映像のアスペクト比（縦横比）を設
定します。
（事前に［表示倍率］をオフにする
か、［表示倍率モード］を［フル表
示］に設定します。）
入力ソースがコンピューター、
HDMI、HDBaseTのとき表示されま
す。
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設定 選択肢 説明

アナログ信号調整 自動調整 ［オン］にすると、トラッキング、
同期、表示位置を最適な状態に自動
調整します。
入力ソースがコンピューターのとき
表示されます。

トラッキング 映像に縦の縞模様が出ないように調
整します。
入力ソースがコンピューターのとき
表示されます。

同期 映像にぼやけ、ちらつきが出ないよ
うに調整します。
入力ソースがコンピューターのとき
表示されます。

表示位置 投写画面内の映像の表示位置を調整
します。
入力ソースがコンピューターのとき
表示されます。

初期値に戻す — 現在の入力ソースで調整したすべて
の値を初期値に戻します。

表示倍率 映像の切り出しに
関する設定

水平/垂直方向に映像を拡大/縮小しま
す。
本機を複数台使用してひとつの映像
を投写するときは、それぞれのプロ
ジェクターで表示する映像の範囲を
調整します。

映像調整初期化 — ［映像調整］メニューで調整したす
べての値を初期値に戻します。

a

• ［明るさ］の設定は光源の明るさには影響しません。光源の明
るさを変更するには、［動作］メニューの［光源明るさ制御］
を設定します。

• リモコンの【自動調整】ボタンを押して、［トラッキング］、
［同期］、［表示位置］の設定を初期値に戻すことができま
す。

gg関関連連項項目目
• 「カラーモードの種類」 p.80
• 「アスペクトモードの種類」 p.78
• 「映像の光量を調整する」 p.81
• 「映像の解像感を調整する（イメージ強調）」 p.85
• 「映像を切り出して表示する」 p.131
• 「映像の色合いを調整する」 p.82
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本機は入力信号方式を自動的に検出し、映像設定を最適化します。詳
細な設定が必要なときは、［信号入出力］メニューで設定します。入
力ソースによって設定できる項目が異なります。

設定 選択肢 説明

音量 レベル調整（入力
ソースごと）

本機のスピーカーの音量を調整しま
す。
また、外部スピーカーの音量も調整
できます。
音声がAVアンプに出力されていない
とき表示されます。

設定 選択肢 説明

入力ソース — 入力ソースごとに保存されるメ
ニューが表示されます。
設定を変更するには、変更したい入
力ソースの映像が投写されているこ
とを確認してください。

入力信号フォー
マット

ビデオレンジ 接続された機器の設定に合わせて、
本機のビデオレベルを設定します。
入力ソースがHDMIまたはHDBaseT
のとき表示されます。

オーバースキャン オート
オフ
4%

8%

出画率（投写する映像の範囲）を変
更して、映像がトリミングされる範
囲を設定します。
コンポーネント信号を入力している
とき表示されます。

初期値に戻す — 現在の入力ソースで調整したすべて
の値を初期値に戻します。

EDID HDMI1

HDMI2

HDBaseT

映像機器に通知する本機の解像度情
報を設定します。映像の解像度に合
わせて、必要に応じて設定を変更し
てください。
解像度の違う複数のディスプレイが
設置されている環境でも、基準とな
るディスプレイのEDIDと同じ設定を
することで、入力ソースのEDIDを切
り替えて、ディスプレイ間のEDID
を統一することができます。



信信号号入入出出力力メメニニュューー 197

設定 選択肢 説明

HDMI IN EQレベル HDMI1

HDMI2

HDMI入力端子に接続している映像機
器に応じてHDMI受信レベルを変更し
ます。映像にノイズが入ったり、映
らないときは、設定を変更してくだ
さい。
入力ソースを切り替えることなく、
ソースごとに設定できます。

HDMI Out強度設
定（EB‑L735U/EB‑
L730U/EB‑L635SU/
EB‑L630SU/EB‑L63
0U/EB‑L630W/EB‑L
530U）

オフ
弱
中
強

HDMI端子から入力する信号の強さを
調整します。HDMI端子からの映像が
正しく出力されないときは設定を変
えてみてください。

A/V出力 投写時
常時

［常時］に設定すると、本機で投写
していないときに、外部機器に音声
と映像を出力します。
以下の場合に表示されます。
• ［動作］メニューの［高速起動］
が［オフ］に設定されている

• ［ネットワーク］メニューの
［オートパワーオン］が［オフ］
に設定されている
s［ネットワーク］ >［トランス
ミッター設定］ >［オートパワー
オン］

音声出力 オート
音声入力1

音声入力2

HDBaseT、LAN、Screen Mirroring以外
のソースで映像を投写するときに音
声を入力する端子を選択します。

HDMI音声出力 HDMI1音声出力
HDMI2音声出力

HDMI端子から映像を投写するとき
に、音声を入力する端子を選択しま
す。

設定 選択肢 説明

モニター出力端子 モニター出力
コンピューター2

Computer2/Monitor Out端子の入出力
を切り替えます。外部モニターに映
像を出力するときは［モニター出
力］を選択します。コンピューター
から映像を入力するときは［コン
ピューター2］を選択します。

HDMIリンク 接続機器一覧 HDMI端子に接続されている機器の一
覧を表示します。
［HDMIリンク］が［オン］のとき表
示されます。

HDMIリンク ［オン］にすると、HDMIリンク機能
が有効になります。

音声出力機器 AVアンプを接続している場合に、本
機のスピーカーから音声を出力する
か、AVアンプのスピーカーから音声
を出力するかを選択します。

電源オン連動 本機または接続機器の電源をオンに
したときの動作を設定します。
• ［双方向］：本機の電源オンに連
動して接続機器の電源をオンに、
また、接続機器の電源オンに連動
して本機の電源をオンにします。

• ［接続機器→PJ］：接続機器の電源
オンに連動して、本機の電源をオ
ンにします。

• ［PJ→接続機器］：本機の電源オン
に連動して、接続機器の電源をオ
ンにします。

電源オフ連動 本機の電源オフに連動して、接続機
器の電源をオフにするかしないかを
設定します。
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設定 選択肢 説明

HDBaseT設定 制御通信 HDBaseT端子からのEthernet通信とシ
リアル通信の有効/無効を切り替えま
す。オンにすると、プロジェクター
のLANおよびRS-232C端子が無効にな
ります。
［Extron XTP］が［オフ］のとき表示
されます。

Extron XTP Extron社製のXTPトランスミッターま
たはスイッチャーを本機の
［HDBaseT］端子に接続して使用する
ときは［オン］に設定します。XTP
システムについて詳しくはExtron社の
Webページを参照してください。
http://www.extron.com/

信号入出力初期化 — ［信号入出力］メニューで調整した
すべての値を初期値に戻します。

http://www.extron.com/
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［設置］メニューでは、プロジェクターの設置環境にあわせた設定が
できます。

設定 選択肢 説明

固定設置 オン
オフ

プロジェクターを特定の場所に固定
して使うときは、［オン］に設定し
ます。

テストパターン — 機器を接続せずに映像のピントや
ズーム、映像のゆがみを調整できる
ように、テストパターンを表示しま
す。（【戻る】ボタンを押すと、パ
ターン表示を終了します。）

設定 選択肢 説明

設置モード フロント
リア
フロント・天吊り
リア・天吊り

映像が正しい方向で投写されるよう
に、スクリーンに対する本機の設置
方法を選択します。

幾何学歪み補正 タテヨコ台形補正 投写映像の縦方向、横方向のゆがみ
を補正します。
［タテ台形補正］：投写映像の縦方
向のゆがみを補正します。
［タテバランス］：投写映像の縦方
向のバランスを補正します。
［ヨコ台形補正］：投写映像の横方
向のゆがみを補正します。
［ヨコバランス］：投写映像の横方
向のバランスを補正します。
［タテバランス］および［ヨコバラ
ンス］は
EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L63
0SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U
でのみ使用できます。

Quick Corner 投写画面のコーナーの形状を個別に
補正します。

湾曲補正 曲面に投写した映像のゆがみを補正
します。

ポイント補正 投写画像を格子で区切り、格子の交
点を上下左右に移動させることで投
写画面のゆがみを補正します。

オフ 幾何学歪み補正は一時的に無効にな
ります。
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設定 選択肢 説明

メモリー 設定値をメモリーに登録します。
• ［メモリー保存］：補正した映像
の形状を、メモリーとして登録し
ます。

• ［メモリー呼出］：メモリーとし
て登録した映像の形状を呼び出し
ます。

• ［メモリー名称変更］：保存した
メモリーの名称を変更します。

• ［メモリー削除］：保存したメモ
リーを削除します。

• ［メモリー初期化］：保存したメ
モリーをすべて削除します。

デジタルズーム
（EB‑L635SU/EB‑L
630SU）

レベル調整 投写映像のサイズを調整します。

デジタルピク
チャーシフト（EB
‑L635SU/EB‑L630S
U）

位置調整 本機を動かさずに映像の投写位置を
調整します。
［デジタルズーム］をワイド側に最
大にしているときは投写位置を調整
できません。

Eズーム（EB‑
L720U）

レベル調整 投写映像を拡大/縮小します。
［映像調整］メニューの［表示倍
率］が［オフ］のとき表示されま
す。

リモコン受光部 フロント・リア
フロント
リア
オフ

リモコンからの操作信号を受信する
受光部を制限します。［オフ］にす
ると、リモコンからの操作ができな
くなります。

設定 選択肢 説明

スクリーンタイプ 4:3

16:6

16:9

16:10

投写面のアスペクト比を設定し、投
写面に合わせたサイズの映像を投写
します。
［16:6］は
EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L720U/EB‑L635
SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L530Uのみ
選択できます。
以下の入力ソースから投写中のとき
は設定できません。
• USB
• LAN

［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

スクリーン位置 位置調整 本機を動かさずに映像の投写位置を
調整します。
［スクリーンタイプ］がプロジェク
ターの解像度と同一のアスペクト比
に設定されているとき、この機能は
使用できません。

高地モード オン
オフ

標高約1500m以上の場所で本機を使
えるように動作を制御します。

入力ソース — 入力ソースごとに保存されるメ
ニューが表示されます。
設定を変更するには、変更したい入
力ソースの映像が投写されているこ
とを確認してください。
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設定 選択肢 説明

ブランキング 上
下
左
右

設定した領域の映像を非表示にしま
す。
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

初期値に戻す — 現在の入力ソースで調整したすべて
の値を初期値に戻します。
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

設置初期化 — ［設置］メニューで調整した、以下
を除くすべての値を初期値に戻しま
す。
• ［デジタルズーム］（EB‑L635SU/EB
‑L630SU）

• ［デジタルピクチャーシフト］
（EB‑L635SU/EB‑L630SU）

• ［Eズーム］（EB‑L720U）

gg関関連連項項目目
• 「設置モードを選択する」 p.53
• 「映像の形状を補正する」 p.62
• 「プロジェクターの設置・取り付け」 p.27
• 「スクリーンタイプを設定する」 p.55
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［表示］メニューでは、プロジェクターの各種表示設定ができます。

設定 選択肢 説明

無信号時画面 黒
青
ロゴ
グラデーション

映像信号が入力されていないときに
投写する画面の背景色、またはロゴ
表示を選択します。
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

スタートアップ表
示

オン
オフ

［オン］にすると、投写開始時にロ
ゴを表示します。

設定 選択肢 説明

ホーム画面自動表
示

オン
オフ

［オン］にすると、本機の起動時に
入力信号がない場合に、ホーム画面
を自動的に表示します。
［ネットワーク］メニューの［接続
ガイド表示］が［オフ］のとき表示
されます。
s［ネットワーク］ >［トランス
ミッター設定］ >［接続ガイド表
示］

入力ソース並び替
え

オン
オフ

［オン］にすると、検出した入力
ソースがホーム画面の左上に表示さ
れます。入力信号を検出すると、
ソースの並び順が変わります。

メッセージ表示 オン
オフ

［オン］にすると、入力ソース名、
カラーモード名、アスペクト比、映
像信号が入力されていないときの
メッセージや高温警告などのメッ
セージが投写画面に表示されます。

メニュー回転 右90度
左90度
オフ

プロジェクターメニューの表示方向
を90°回転させます。

メニューカラー 黒
白

ホーム画面とプロジェクターメ
ニューのカラーテーマを設定しま
す。

エアフィルター清
掃通知

オン
オフ

［オン］にすると、エアフィルター
の詰まりを感知した場合にメッセー
ジを表示します。
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設定 選択肢 説明

画面分割設定 音声出力ソース表
示

［オン］にすると、画面を分割して
投写しているときに、音声を出力し
ている映像にアイコン表示します。
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

配置 2つの映像を同時に投写するときに、
画面の位置を［上揃え］または［中
央揃え］のいずれかに設定します。
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

表示初期化 — ［表示］メニューで調整したすべて
の値を初期値に戻します。

a

［メニュー保護］で［ユーザーロゴ］をオンにすると、ユー
ザーロゴに関する以下の設定は変更できません。事前に［メ
ニュー保護］の［ユーザーロゴ］をオフに設定します。
• ［無信号時画面］
• ［スタートアップ表示］

gg関関連連項項目目
• 「複数の映像を同時に投写する」 p.92
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［動作］メニューでは、プロジェクターの各種設定ができます。

設定 選択肢 説明

自動入力検出 オン
オフ

［オン］にすると、現在の入力ソー
スからの映像信号がないときに、自
動的に他の入力ソースからの信号を
検出して映像を投写します。
［高速起動］モードで本機を起動し
たときは、この機能は無効です。
［コンテンツ再生］が［オフ］のと
き表示されます。

光源明るさ制御 明るさ一定運用 光源の明るさを一定に保つときは、
［オン］に設定します。

設定 選択肢 説明

明るさ維持レベル 一定に保つ明るさレベルを設定しま
す。
［明るさ一定運用］が［オン］のと
き表示されます。

残り時間目安 明るさを一定に保つことができる時
間の目安を表示します。
［明るさ一定運用］が［オン］のと
き表示されます。

光源モード 光源の明るさを設定します。
• ［ノーマル］：明るさを落とした
くないときに選択します。

• ［静音］：ファンの音が気になる
ときに選択します。明るさレベル
は約70%になります。

• ［ロング］：光源の寿命を延ばし
たいときに選択します。明るさレ
ベルは約70%になります。

• ［カスタム］：明るさレベルを設
定します。

［明るさ一定運用］が［オフ］のと
き表示されます。

明るさレベル ［カスタム］を選択したときに、明
るさを設定します。
［明るさ一定運用］が［オフ］のと
き表示されます。

ダイレクトパワー
オン

オン
オフ

［オン］にすると、電源プラグを差
し込むだけで、本機の電源が入りま
す。
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設定 選択肢 説明

オートパワーオン HDMI1

コンピューター1

オフ

オートパワーオンに使用する入力
ソースを設定します。
［HDMI1］：以下の場合に接続機器
からの入力信号を検出すると自動的
に本機の電源が入ります。
• 接続機器の起動時
• ケーブルの接続時
［コンピューター1］：接続機器から
の映像信号を検出すると、自動的に
本機の電源が入ります。

スリープモード オン
オフ

［オン］にすると、一定時間映像信
号の入力がないとき自動的に本機の
電源が切れます。

スリープモード時
間

1～30分 ［スリープモード］で電源が自動で
切れるまでの時間を設定します。

A/Vミュートタイ
マー

オン
オフ

［オン］にすると、［A/Vミュート］
実行後30分操作がない場合、自動的
に本機の電源が切れます。

設定 選択肢 説明

待機モード 通信オン
通信オフ

スタンバイ状態のときにネットワー
ク経由で本機を監視・制御するとき
は、［通信オン］に設定します。
以下の場合に表示されます。
• ［信号入出力］メニューの［A/V
出力］が［投写時］に設定されて
いる

• ［USB給電］が［投写時オン］に設
定されている

• ［ネットワーク］メニューの
［オートパワーオン］が［オフ］
に設定されている
s［ネットワーク］ >［トランス
ミッター設定］ >［オートパワー
オン］

通信ポート 有線LAN

無線LAN

［待機モード］で［通信オン］を選
択したときに、使用するポートを有
線LANまたは無線LANのどちらかに設
定します。

起動時入力設定 入力ソース 本機をコンテンツ再生モードで起動
したときに投写する入力ソースを選
択します。
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設定 選択肢 説明

高速起動 20分
60分
90分
オフ

高速起動モードを維持する時間を設
定します。本機の電源を切ると高速
起動モードに入ります。高速起動
モード中に電源ボタンを押すと、約5
秒で投写できます。
以下の場合は、通常の起動時間とな
ります。
• USB端子からの映像を投写するとき
• HDMI Out端子からの映像を投写す
るとき

• Screen Mirroringで投写するとき
以下の場合に表示されます。
• ［信号入出力］メニューの［A/V
出力］が［投写時］に設定されて
いる

• ［ネットワーク］メニューの
［オートパワーオン］が［オフ］
に設定されている
s［ネットワーク］ >［トランス
ミッター設定］ >［オートパワー
オン］

設定 選択肢 説明

USB給電（EB‑
L735U/EB‑L730U/E
B‑L635SU/EB‑L630
SU/EB‑L630U/EB‑L
630W/EB‑L530U）

投写時オン
常時オン

［常時オン］に設定すると、本機が
映像を投写していないときもメディ
アストリーミング端末に給電を続け
ます。メディアストリーミング端末
の起動を早め、端末のファームウェ
アの自動更新を可能にします。
以下の場合に表示されます。
• ［信号入出力］メニューの［A/V
出力］が［投写時］に設定されて
いる

• ［ネットワーク］メニューの
［オートパワーオン］が［オフ］
に設定されている
s［ネットワーク］ >［トランス
ミッター設定］ >［オートパワー
オン］

インジケーター表
示

オン
オフ

［オフ］に設定すると、異常時や警
告時以外は本機のインジケーターを
消灯します。

確認音 オン
オフ

本機の電源オン/オフ時に鳴る確認音
を設定します。

A/Vミュート解除 すべて
A/Vミュート

［A/Vミュート］に設定すると、
【A/Vミュート】ボタンを押したとき
のみA/Vミュートを解除します。［す
べて］に設定すると、操作パネルと
リモコンのすべてのボタンでA/V
ミュートを解除できます。

方向ボタン反転 オン
オフ

本機を天吊り設置しているときは
［オン］にして、操作パネルの上下
左右ボタンの動作方向を反転させま
す。
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設定 選択肢 説明

コンテンツ再生 オン
オフ

［オン］にすると、プレイリストを
再生できます。

エフェクト エフェクト
形状フィルター
カラーフィルター
明度

映像に色や形の装飾を追加します。
以下の場合に表示されます。
• ［マルチプロジェクション］メ
ニューの［エッジブレンディン
グ］が［オフ］に設定されている

• コンテンツ再生モードで、プレイ
リストを再生でき、書き込み不可
のエラーがない

USBビューアー — USBメモリーに保存されているプレイ
リストを再生します。

動作初期化 — ［動作］メニューで調整したすべて
の値を初期値に戻します。

gg関関連連項項目目
• 「コンテンツ再生モードで投写する」 p.101
• 「明るさを設定する」 p.87
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［管理］メニューでは、プロジェクターの管理者向け設定ができま
す。

設定 選択肢 説明

ユーザーボタン メニュー項目 リモコンの【ユーザー】ボタンに割
り当てるメニュー項目を設定しま
す。ボタンを押すと、割り当てたメ
ニュー項目がワンタッチで表示され
ます。

ユーザーロゴ 設定開始
初期化

本機の識別やセキュリティー向上の
ために、本機で表示するユーザーロ
ゴを登録します。

設定 選択肢 説明

操作ボタンロック 全ロック
電源以外ロック
オフ

操作パネルの操作制限を設定しま
す。
• ［全ロック］：すべてのボタンを
ロックします。

• ［電源以外ロック］：電源ボタン
を除くすべてのボタンをロックし
ます。

• ［オフ］：ボタンをロックしませ
ん。

ユニフォーミ
ティー

ユニフォーミ
ティー

［オン］にすると画面全体の色味の
バランスを調整します。

調整レベル 調整レベルを選択します。

調整開始 調整するエリアを選択し、赤、緑、
青ごとの色味を調整します。

初期化 ［ユニフォーミティー］で調整した
すべての値を初期値に戻します。

リフレッシュモー
ド

時間 投写映像に残っている残像（焼き付
き）を軽減する映像を投写し続ける
時間を設定します。

メッセージ表示 ［オン］にすると、リフレッシュ
モード実行中であることが画面に表
示されます。

開始 投写映像に残っている残像（焼き付
き）を軽減します。設定した時間が
経過すると、本機の電源をオフにし
ます。リモコンのボタンを操作する
と、リフレッシュモードを中止しま
す。



管管理理メメニニュューー 209

設定 選択肢 説明

光源キャリブレー
ション

今すぐ実行 光源のホワイトバランスをキャリブ
レーションし、投写映像を本来の色
合いに自動的に補正します。使用環
境の温度によっては設定できないこ
とがあります。（プロジェクターの
電源を入れた直後は映像が安定しま
せん。光源キャリブレーションは、
投写開始から20分以上たってから
行ってください。）

定期的に実行 ［オン］にすると、使用時間100時間
ごとに光源キャリブレーションを実
行します。

最終実行日時 光源キャリブレーションを実行した
最後の日時を表示します。

日付＆時刻 日付＆時刻
夏時間
インターネット時
刻

本機の日付と時刻を設定します。夏
時間を有効にするときは、［夏時間
設定］を選択します。［インター
ネット時刻］をオンにすると、イン
ターネット時刻サーバーから時刻を
自動的に更新します。

スケジュール設定 — プロジェクターにイベントスケ
ジュールを登録して、設定した日時
に選択したイベントを自動的に実行
します。

無線LAN電源 オン
オフ

無線LAN経由で映像を投写するには
［オン］を選択します。無線LANで接
続しないときは、第三者の不正アク
セスを防ぐためにオフに設定してく
ださい。

設定 選択肢 説明

無線LAN診断 Ping

IPアドレス
中断されるまで実
行
開始

Pingを送信して、通信状況を確認し
ます。

ログ保存先 内部メモリー
USBおよび内部メ
モリー

エラーログや操作ログの保存先を設
定します。
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

一括設定範囲 すべて
一部

一括設定機能を使って、すべてのメ
ニュー設定をコピーするときは［す
べて］を選択します。以下の設定を
コピーしたくないときは［一部］を
選択します。
• ［パスワードプロテクト］設定
• ［信号入出力］メニューの
［EDID］

• ［ネットワーク］メニュー

言語 言語設定 メニュー、メッセージに表示する言
語を選択します。

情報表示 プロジェクター情
報

プロジェクターや映像信号の情報を
確認します。現在投写している入力
ソースによって表示する項目が異な
ります。

ログ表示 ステータス表示
温度警告情報
電源オンオフ履歴

［ログ保存先］で指定した場所に保
存されたプロジェクターのログ情報
を確認します。
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設定 選択肢 説明

管理初期化 — ［管理］メニューで調整した、以下
を除くすべての値を初期値に戻しま
す。
• ［言語］

a

［メニュー保護］で［スケジュール］を［オン］にすると、
［スケジュール設定］は変更できません。事前に［メニュー保
護］の［スケジュール］を［オフ］に設定します。

gg関関連連項項目目
• 「Event ID一覧」 p.210
• 「ユーザーロゴを設定する」 p.114
• 「操作パネルのボタン操作を制限する」 p.136
• 「光源キャリブレーションを実行する」 p.118
• 「色味を調整する（ユニフォーミティー）」 p.117
• 「日時を設定する」 p.50
• 「プロジェクターのイベントスケジュールを設定する」 p.187
• 「メニューの言語を選択する」 p.52

Event ID一一覧覧
［情報表示］メニューの［Event ID］に番号が表示されるときは、番号
を確認して以下のとおり対処してください。
問題が解決しないときは、ネットワーク管理者にお問い合わせいただ
くか、お問い合わせ先に記載の連絡先にお問い合わせください。

Event ID 原因と対処法

0026

0032

0036

0037

Screen Mirroringの通信エラーです。プロジェクターの電源を
一度切ってから、再度電源を入れます。ネットワークソフト
ウェアを再起動します。

0027

0028

0029

0030

0031

0035

Screen Mirroringの通信状態が不安定です。ネットワークの通
信状態を確認し、しばらくしてから再接続します。

0023

0024

0025

接続に失敗しました。コンピューターにPIN入力画面が表示さ
れたときは、ネットワーク情報画面または投写している映像
の右下に表示されているPINコードを入力します。問題が解決
しないときは、プロジェクターと接続機器を再起動して、接
続設定を確認してください。

0043 サポート外のビデオフォーマットです。モバイルデバイスの
解像度を変更して再接続します。または、プロジェクターの
［パフォーマンス調整］を変更して再接続します。

0432

0435

ネットワークソフトウェアの起動に失敗しました。プロジェ
クターの電源を一度切ってから、再度電源を入れます。

0433 転送した映像を表示できません。ネットワークソフトウェア
を再起動してください。

0434

0481

0482

0485

ネットワークの通信状態が不安定です。ネットワークの通信
状態を確認し、しばらくしてから再接続します。

0483

04FE

ネットワークソフトウェアが予期せず終了しました。ネット
ワークの通信状態を確認してから、プロジェクターの電源を
一度切り、再度電源を入れます。
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Event ID 原因と対処法

0484 コンピューターから通信が切断されました。ネットワークソ
フトウェアを再起動してください。

0479

04FF

プロジェクターにシステムエラーが発生しました。プロジェ
クターの電源を一度切ってから、再度電源を入れます。

0891 同じSSIDのアクセスポイントが見つかりません。プロジェク
ター、コンピューター、アクセスポイントに同一のSSIDを設定
します。

0892 WPA/WPA2/WPA3の認証方式が一致しません。無線ネットワー
クのセキュリティー設定が正しいことを確認します。

0893 TKIP/AES暗号化方式が一致しません。無線ネットワークのセ
キュリティー設定が正しいことを確認します。

0894 不正なアクセスポイントに接続したため通信が切断されまし
た。ネットワーク管理者にお問い合わせください。

0895 接続中の機器から通信が切断されました。お使いのデバイス
の接続を確認してください。

0898 DHCPの取得に失敗しました。DHCPサーバーが正しく動作して
いることを確認します。DHCPを使用しないときは、本機の
［ネットワーク］メニューにある［DHCP］設定を［オフ］に
します。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［有線LAN］
>［IP設定］ > ［DHCP］
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ > ［無線LAN］
>［IP設定］ > ［DHCP］

0899 その他、接続に関するエラー

089A EAP認証方式がネットワークと一致しません。無線LANセキュ
リティーの設定が正しいか確認してください。また、証明書
が適切にインストールされているか確認してください。

089B EAPのサーバー認証が失敗しました。無線LANセキュリティー
の設定が正しいか確認してください。また、証明書が適切に
インストールされているか確認してください。

Event ID 原因と対処法

089C EAPのクライアント認証が失敗しました。無線LANセキュリ
ティーの設定が正しいか確認してください。また、証明書が
適切にインストールされているか確認してください。

089D 鍵交換が失敗しました。無線LANセキュリティーの設定が正し
いか確認してください。また、証明書が適切にインストール
されているか確認してください。

0920 時刻を保持する内部電源の残量が低下しています。お買い上
げの販売店またはお問い合わせ先に記載の連絡先にご相談く
ださい。
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［ネットワーク］メニューでは、ネットワーク情報の表示、ネット
ワーク経由で本機を使うための設定ができます。

a

［メニュー保護］で［ネットワーク］を［オン］にすると、
ネットワーク設定は変更できません。事前に［メニュー保護］
の［ネットワーク］を［オフ］に設定します。

設定 選択肢 説明

無線LAN情報 無線LAN情報 無線LANのステータス、詳細情報を表
示します。

有線LAN情報 有線LAN情報 有線LANのステータス、詳細情報を表
示します。

設定 選択肢 説明

ネットワーク設定 — ネットワーク設定を構成します。詳
しくは、［ネットワーク設定］メ
ニューをご覧ください。

トランスミッター
設定

ペアリング開始 Epson Wireless Transmitter Settings
を使って、コンピューターからトラ
ンスミッターのネットワーク情報を
更新します。詳しくは『Epson
Wireless Transmitter Settings操作ガイ
ド』をご覧ください。
無線LANユニットが取り付けられ、
［ネットワーク設定］メニューの
［シンプルAP］が［オン］のとき表
示されます。

オートパワーオン ［オン］にすると、ワイヤレスプレ
ゼンテーションシステムでコン
ピューターを接続したときに、本機
の電源がオンになります。
以下の場合に表示されます。
• ［信号入出力］メニューの［A/V
出力］が［投写時］に設定されて
いる

• ［動作］メニューの［高速起動］
が［オフ］に設定されている

接続ガイド表示 ［オン］にすると、本機の起動時に
入力信号がない場合に、ホーム画面
ではなくトランスミッター（Epson
Wireless Presentation）の接続ガイド
を自動的に表示します。設定の変更
は、本機の電源を入れなおしたとき
に有効になります。
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。
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設定 選択肢 説明

ネットワーク初期
化

— ［ネットワーク］メニューで調整し
たすべての値を初期値に戻します。

a

コンピューターのWebブラウザーを使って、ネットワークに接
続されたプロジェクターのメニュー設定や制御を離れた場所か
ら操作できます。

gg関関連連項項目目
• 「ネットワーク設定メニュー」 p.213
• 「ワイヤレスプレゼンテーションシステムを使って接続する
（Windows/Macのみ）」 p.154

ネネッットトワワーークク設設定定メメニニュューー
［ネットワーク設定］メニューでは、ネットワークの基本設定ができ
ます。

a

無線LANを使用するときは、以下を確認してください。
• 無線LANユニットを本機に取り付けます（EB‑L720U）。
• ［管理］メニューで［無線LAN電源］をオンにします。

設定 選択肢 説明

プロジェクター名 16文字以内の半角
英数字
（" * + , / : ; < =
> ? [ \ ] ` | スペー
スは使用不可）

ネットワーク上で本機を識別するた
めの名前を入力します。

設定 選択肢 説明

Remoteパスワー
ド

8文字以内の半角
英数字
（* :スペースは
使用不可）

Epson Web Controlのベーシックコン
トロール機能で本機の制御をすると
きの認証用パスワードを設定しま
す。（ユーザー名は
EPSONREMOTE、デフォルトのパス
ワードはguestです。）
［動作］メニューの［コンテンツ再
生］が［オフ］のとき表示されま
す。

Web制御パスワー
ド

8文字以内の半角
英数字
（* :スペースは
使用不可）

Web制御で本機の設定や制御をする
ときの認証用パスワードを設定しま
す。（ユーザー名はEPSONWEB、デ
フォルトのパスワードはadmin
です。）

優先制御インター
フェイス

有線LAN

無線LAN

優先ゲートウェイを設定できます。

シンプルAP オン
オフ

プロジェクターを簡易アクセスポイ
ントにして機器と接続するときは、
［オン］に設定します。シンプルAP
を使うと、以下の接続が利用できま
す。
• Epson iProjectionの［かんたんモー
ド］で接続する

• Screen Mirroringを使用する
• オプションのワイヤレスプレゼン
テーションシステムを使用する

［管理］メニューの［無線LAN電源］
が［オン］のとき表示されます。

SSID 自動生成SSID シンプルAP接続で使用するプロジェ
クターのSSIDを表示します。
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設定 選択肢 説明

セキュリティー WPA2-PSK シンプルAPでの通信に使うセキュリ
ティーを表示します。

パスフレーズ 8～63文字のパス
フレーズ

シンプルAP接続で使用するプロジェ
クターのパスフレーズを入力しま
す。

無線LAN方式 802.11ac (Wi-Fi 5)

802.11n (Wi-Fi 4)

本機とモバイルデバイスの通信方式
を選択します。
お住まいの国や地域により、選択で
きる方式は異なります。

チャンネル設定 チャンネル選択 シンプルAP接続で使用する無線チャ
ンネルを選択します。

無線LAN — ［無線LAN］メニューを参照。

有線LAN — ［有線LAN］メニューを参照。

メール通知 — ［メール通知］メニューを参照。

プロジェクター制
御

— ［プロジェクター制御］メニューを
参照。

ネットワーク投写 — ［ネットワーク投写］メニューを参
照。

gg関関連連項項目目
• 「ネットワーク設定 -無線LANメニュー」 p.214
• 「ネットワーク設定 -有線LANメニュー」 p.216
• 「ネットワーク設定 -メール通知メニュー」 p.217
• 「ネットワーク設定 -プロジェクター制御メニュー」 p.218
• 「ネットワーク設定 -ネットワーク投写メニュー」 p.219

ネネッットトワワーークク設設定定 -無無線線LANメメニニュューー
［無線LAN］メニューでは、無線LANの設定ができます。

a

• ［管理］メニューで［無線LAN電源］をオンにします。
• 本機に無線LANユニットを取り付けないときは、［シンプル

AP］をオフに設定してください（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑
L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

• 本機にオプションの無線LANユニットを取り付け、［シンプル
AP］をオフに設定してください（EB‑L720U）。

無線LANに接続するときは、セキュリティーを設定することを強くお
勧めします。セキュリティーの設定については、ネットワーク管理者
の指示に従ってください。
WPAは、無線ネットワークのセキュリティー強度を向上するための暗
号化規格です。本機はAESの暗号化方式に対応しています。

a

WPA2/WPA3-EAPおよびWPA3-EAPはWPA3 192-bitには対応してい
ません。

設定 選択肢 説明

アクセスポイント
検索

検索画面へ移動 周囲の無線LANアクセスポイントを検
索します。アクセスポイントの設定
によっては、一覧に表示されないア
クセスポイントがあります。

SSID 32文字以内の半角
英数字

本機のSSID（ネットワーク名）を設
定します。本機が接続する無線LAN
システムでSSIDが定められていると
きは、そのSSIDを設定します。

セキュリティー WPA2/WPA3-PSK WPA2およびWPA3パーソナルモード
で接続します。暗号化方式はアクセ
スポイントの設定に応じて自動的に
選択されます。アクセスポイントと
共通のパスフレーズを設定します。
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設定 選択肢 説明

WPA2/WPA3-EAP WPA2およびWPA3エンタープライズ
モードで接続します。暗号化方式は
アクセスポイントの設定に応じて自
動的に選択されます。

WPA3-PSK WPA3パーソナルモードで接続しま
す。WPA3によるセキュリティーを
使って通信を行います。暗号化には
AES方式を使用します。コンピュー
ターからプロジェクターに接続する
ときは、パスフレーズに設定した値
を入力してください。

WPA3-EAP WPA3エンタープライズモードで接続
します。暗号化方式はアクセスポイ
ントの設定に応じて自動的に選択さ
れます。

なし セキュリティーを設定しません。

パスフレーズ
（WPA2/WPA3-
PSKまたはWPA3-
PSK選択時）

8～63文字のパス
フレーズ

ネットワークに接続するためのパス
フレーズを入力します。
パスフレーズを入力し、【決定】ボ
タンを押すと、値が設定されます。
設定された値はアスタリスク（*）で
表示されます。
セキュリティー強化のため、パスフ
レーズは定期的に変更することをお
勧めします。ネットワーク設定を初
期化すると、パスフレーズは初期値
に戻ります。

EAP種類
（WPA2/WPA3-
EAPまたはWPA3-
EAP選択時）

PEAP Windows Serverで広く使われている認
証プロトコルです。

設定 選択肢 説明

PEAP-TLS Windows Serverで使われている認証プ
ロトコルです。クライアント証明書
を使用する場合に選択します。

EAP-TLS 一般的に広く使われている、クライ
アント証明書を使用する認証プロト
コルです。

EAP-FAST これらの認証プロトコルが使用され
ているときに指定します。

ユーザー名 64文字以内の半角
英数字

ユーザー名を入力します。ドメイン
名を含めて入力する必要があるとき
は、ユーザー名の前にバックスラッ
シュで区切ってドメイン名を追加し
ます（ドメイン名\ユーザー名）
クライアント証明書をインポートし
たときは、証明書の発行先が自動で
設定されます。

パスワード 64文字以内の半角
英数字

認証に使用するパスワードを入力し
ます。パスワードを入力し、［設
定］を選択すると、パスワードはア
スタリスク（*）で表示されます。
［EAP種類］が［PEAP］または［EAP-
FAST］のとき表示されます。

クライアント証明
書

— クライアント証明書をインポートし
ます。
［EAP種類］が［PEAP-TLS］または
［EAP-TLS］のとき表示されます。

サーバー証明書の
検証

オン
オフ

CA証明書が設定されているときに、
サーバー証明書を照合するときは、
［オン］に設定します。

CA証明書 — CA証明書をインポートします。
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設定 選択肢 説明

認証サーバー名 64文字以内の半角
英数字

認証サーバー名を入力します。

IP設定 DHCP

IPアドレス
サブネットマスク
ゲートウェイアド
レス

［DHCP］を使用できるネットワーク
の場合は、［オン］にします。DHCP
を使用できないネットワークの場合
は、［オフ］にして、プロジェク
ターの［IPアドレス］、［サブネット
マスク］、［ゲートウェイアドレ
ス］を入力します。0～255の数字を
入力します。
0.0.0.0、127.x.x.x、192.0.2.x、
224.0.0.0～255.255.255.255のアドレス
はIPアドレスに使用できません（x
は0～255の数値）。
255.255.255.255、0.0.0.0～
254.255.255.255のアドレスはサブネッ
トマスクに使用できません。0.0.0.0、
127.x.x.x、224.0.0.0～255.255.255.255
のアドレスはゲートウェイアドレス
に使用できません。

DNSサーバー1

DNSサーバー2

IPアドレス DNSサーバーのIPアドレスを入力しま
す。0～255の数字を入力します。
DNSサーバーは、ホスト名とIPアドレ
スの対応関係を管理するコンピュー
ターです。127.x.x.xのアドレスは使用
できません（xは0～255の数値）。
この設定をしないで0.0.0.0のままにし
ておくと、DNSサーバーの情報は
DHCPから取得されます。DHCPサー
バーからの情報取得後も、数値は
0.0.0.0のままです。

設定 選択肢 説明

IPv6 オン
オフ

IPv6を使用してプロジェクターをネッ
トワークに接続するときは、［オ
ン］にします。
Epson Web ControlおよびPJLinkを使っ
たネットワーク経由の監視・制御は
IPv6に対応しています。

自動構成 オン
オフ

［オン］の場合、ルーター広告に従
い、アドレスを自動で取得します。

一時アドレスの使
用

オン
オフ

［オン］にすると、一時IPv6アドレス
を使用します。

IPアドレス表示 オン
オフ

ネットワーク情報画面やホーム画面
にIPアドレスを表示するときは、［オ
ン］にします。

ネネッットトワワーークク設設定定 -有有線線LANメメニニュューー
［有線LAN］メニューでは、有線LANの設定ができます。
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設定 選択肢 説明

IP設定 DHCP

IPアドレス
サブネットマスク
ゲートウェイアド
レス

［DHCP］を使用できるネットワーク
の場合は、［オン］にします。DHCP
を使用できないネットワークの場合
は、［オフ］にして、プロジェク
ターの［IPアドレス］、［サブネット
マスク］、［ゲートウェイアドレ
ス］を入力します。0～255の数字を
入力します。
0.0.0.0、127.x.x.x、192.0.2.x、
224.0.0.0～255.255.255.255のアドレス
はIPアドレスに使用できません（x
は0～255の数値）。
255.255.255.255、0.0.0.0～
254.255.255.255のアドレスはサブネッ
トマスクに使用できません。0.0.0.0、
127.x.x.x、224.0.0.0～255.255.255.255
のアドレスはゲートウェイアドレス
に使用できません。

DNSサーバー1

DNSサーバー2

IPアドレス DNSサーバーのIPアドレスを入力しま
す。0～255の数字を入力します。
DNSサーバーは、ホスト名とIPアドレ
スの対応関係を管理するコンピュー
ターです。127.x.x.xのアドレスは使用
できません（xは0～255の数値）。
この設定をしないで0.0.0.0のままにし
ておくと、DNSサーバーの情報は
DHCPから取得されます。DHCPサー
バーからの情報取得後も、数値は
0.0.0.0のままです。

設定 選択肢 説明

IPv6 オン
オフ

IPv6を使用してプロジェクターをネッ
トワークに接続するときは、［オ
ン］にします。
Epson Web ControlおよびPJLinkを使っ
たネットワーク経由の監視・制御は
IPv6に対応しています。

自動構成 オン
オフ

［オン］の場合、ルーター広告に従
い、アドレスを自動で取得します。

一時アドレスの使
用

オン
オフ

［オン］にすると、一時IPv6アドレス
を使用します。

IPアドレス表示 オン
オフ

ネットワーク情報画面やホーム画面
にIPアドレスを表示するときは、［オ
ン］にします。

ネネッットトワワーークク設設定定 -メメーールル通通知知メメニニュューー
［メール通知］メニューでは、本機が異常/警告状態になったとき、異
常状態を電子メールで通知するための設定ができます。

設定 選択肢 説明

メール通知 オン
オフ

［オン］にすると、本機が異常/警告
状態になったとき、設定した宛先に
異常状態を通知するメールを送信し
ます。

SMTPサーバー IPアドレス SMTPサーバーのIPアドレスを入力し
ます。0～255の数字を入力します。
127.x.x.x、192.0.2.x、224.0.0.0～
255.255.255.255のIPアドレスは使用で
きません（xは0～255の数値）。
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設定 選択肢 説明

認証タイプ Open

Auth

SSL

TLS

SMTPサーバーの認証方式を設定しま
す。

ポート番号 1～65535（デフォ
ルトは25）

SMTPサーバーのポート番号を入力し
ます。

ユーザー名 64文字以内の半角
英数字

SMTPサーバーのユーザー名を入力し
ます。

パスワード 64文字以内の半角
英数字

SMTP認証に使うパスワードを入力し
ます。

送信元アドレス 64文字以内の半角
英数字
（" ( ) , : ; < > [ \]
スペースは使用不
可）

送信者のメールアドレスを入力しま
す。

宛先1設定
宛先2設定
宛先3設定

メールアドレスおよびメール通知す
る異常/警告の種類を選択します。

ネネッットトワワーークク設設定定 -ププロロジジェェククタターー制制御御メメニニュューー
［プロジェクター制御］メニューでは、本機をネットワーク経由で設
定・制御をするための設定ができます。

設定 選択肢 説明

PJLink オン
オフ

PJLink通知機能を使うときは、［オ
ン］に設定します。

PJLinkパスワード 32文字以内の半角
英数字
（@以外の記号は
使用不可）

PJLink対応アプリケーションを使って
本機を制御するときの認証用パス
ワードを設定します。

設定 選択肢 説明

通知先IPアドレス IPアドレス PJLink通知機能が有効なとき、プロ
ジェクターのステータスを通知する
コンピューターのIPアドレスを入力し
ます。0～255の数字を入力します。
127.x.x.x、224.0.0.0～255.255.255.255
のIPアドレスは使用できません（x
は0～255の数値）。

SNMP オン
オフ

［オン］にすると、SNMPを使用して
本機を監視します。本機を監視する
には、コンピューターにSNMPマネー
ジャープログラムがインストールさ
れている必要があります。SNMPによ
る管理は、必ずネットワーク管理者
が行ってください。

トラップIPアドレ
ス1

トラップIPアドレ
ス2

IPアドレス SNMP通知を受信するIPアドレスを入
力します。0～255の数字を入力しま
す。
224.0.0.0～255.255.255.255のIPアドレ
スは使用できません（xは0～255の数
値）。

コミュニティー名 32文字以内の半角
英数字
（@以外の記号は
使用不可）

SNMPコミュニティー名を入力しま
す。

AMX Device
Discovery

オン
オフ

［オン］にすると、AMX Device
Discoveryを使用して本機の検出がで
きます。
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設定 選択肢 説明

Crestron
Connected

オン
オフ

［オン］にすると、Crestron
Connectedを使用してプロジェクター
の監視と制御ができます。
Crestron Connectedを有効にすると、
Epson Projector Managementのメッ
セージ配信機能が無効になります。

Control4 SDDP オン
オフ

［オン］にすると、Control4
SDDP（Simple Device Discovery
Protocol）を使って本機の情報を送信
します。

セキュアHTTP オン
オフ

Web制御でのプロジェクターとコン
ピューターの通信を暗号化し、セ
キュリティーを強化します。セキュ
リティーの設定をWeb制御で行う場
合は、［オン］に設定することをお
勧めします。

Webサーバー証明
書

— セキュアHTTP機能のWebサーバー証
明書を本機にインポートします。

ネネッットトワワーークク設設定定 -ネネッットトワワーークク投投写写メメニニュューー
［ネットワーク投写］メニューでは、ネットワーク経由で映像を投写
するための設定ができます。

設定 選択肢 説明

プロジェクター
キーワード

オン
オフ

［オン］にすると、他のユーザーが
誤って映像を投写しないように、セ
キュリティーパスワードを有効にで
きます。コンピューターやモバイル
デバイスの映像を投写するときは、
投写画面に表示されるキーワードを
Epson iProjectionで入力する必要があ
ります。

Epson iProjection オン
オフ

Epson iProjectionを使用するときは、
［オン］に設定します。

SSID表示 オン
オフ

ネットワーク情報画面やホーム画面
にSSIDを表示するときは、［オン］
にします。

LAN情報表示 テキストとQR
コード
テキスト

本機のネットワーク情報の表示形式
を設定します。
QRコードを表示させると、Epson
iProjectionでQRコードを読み取るだけ
で本機とモバイルデバイスをネット
ワーク接続できます。

モデレーターパス
ワード

4桁の数字 Epson iProjectionを使って、モデレー
ターとして本機に接続するときの認
証用パスワードを入力します。（デ
フォルトのパスワードは設定されて
いません。）

キーワード割り込
み表示

オン
オフ

［オン］にすると、Epson iProjection
でプロジェクターに接続したとき
に、投写画面にプロジェクターキー
ワードを表示します。
［プロジェクターキーワード］が
［オン］に設定されているときのみ
有効。
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設定 選択肢 説明

Screen Mirroring オン
オフ

Screen Mirroring機能を使用するとき
は、［オン］に設定します。

割り込み接続 オン
オフ

［オン］にすると、Screen Mirroring
での投写中に他のユーザーが投写画
面を切り替えられます。

パフォーマンス調
整

1 (きれい)

2

3

4 (速い)

Screen Mirroringの映像表示速度およ
び品質を調整します。
1：表示品質が向上します。
4：表示速度が向上します。

HDMI Out映像出
力（EB‑L735U/EB‑
L730U/EB‑L635SU/
EB‑L630SU/EB‑L63
0U/EB‑L630W/EB‑L
530U）

オン
オフ

［オン］にすると、Screen Mirroring
の映像をHDMI Out端子に出力できま
す。HDCPとH.265が無効になり、
HDCPで保護された映像やH.265の動
画コーデックで作成された映像が投
写できなくなることがあります。
HDCPやH.265の映像を投写したいと
きは［オフ］に設定します。

Screen Mirroring
情報表示

オン
オフ

［オン］にすると、Screen Mirroring
ソースを投写しているときに、機器
の接続に必要な情報を表示します。

メッセージ配信 オン
オフ

［オン］にすると、Epson Projector
Managementで配信したメッセージが
受信できます。詳しくは『Epson
Projector Management操作ガイド』を
ご確認ください。
［プロジェクター制御］メニューの
［Crestron Connected］が［オフ］の
とき表示されます。

画面共有 オン
オフ

複数のプロジェクターで投写映像を
共有するときは、［オン］に設定し
ます。

設定 選択肢 説明

接続モード キーワードあり
キーワードなし

［キーワードなし］に設定すると、
他のプロジェクターへ接続するとき
にキーワードの入力を省略できま
す。

gg関関連連項項目目
• 「画面共有」 p.164



ママルルチチププロロジジェェククシショョンンメメニニュューー 221

［マルチプロジェクション］メニューでは、複数のプロジェクターを
並べて、一つの大きな映像を作るための設定ができます。

設定 選択肢 説明

プロジェクターID オフ
1～9

複数のプロジェクターをリモコンか
ら操作するときに使う本機のIDを設
定します。

HDMI Out設定
（EB‑L735U/EB‑L7
30U/EB‑L635SU/EB
‑L630SU/EB‑L630U
/EB‑L630W/EB‑L53
0U）

オフ
パススルー

4台までのプロジェクターをHDMI
ケーブルで接続して、ひとつの横長
の映像として投写するときは、［パ
ススルー］に設定します。
［パススルー］に設定しているとき
は、HDMI1、HDMI2、またはHDBaseT
ソースの映像のみ投写できます。

設定 選択肢 説明

台数（EB‑
L735U/EB‑L730U/E
B‑L635SU/EB‑L630
SU/EB‑L630U/EB‑L
630W/EB‑L530U）

2～4 接続するプロジェクターの数を設定
します。
［HDMI Out設定］が［パススルー］
のとき表示されます。

順番（EB‑
L735U/EB‑L730U/E
B‑L635SU/EB‑L630
SU/EB‑L630U/EB‑L
630W/EB‑L530U）

1～4 左端にあるプロジェクターを1とし
て、各プロジェクターの位置を設定
します。
［HDMI Out設定］が［パススルー］
のとき表示されます。

タイリング 画面構成
配置設定

映像の分割数と、各映像の投写位置
を設定します。
［HDMI Out設定］が［オフ］のとき
表示されます。

幾何学歪み補正 — ［設置］メニューの［幾何学歪み補
正］を参照。

エッジブレンディ
ング

エッジブレンディ
ング
エッジ位置(上)

エッジ位置(下)

エッジ位置(左)

エッジ位置(右)

マーカー表示
パターン表示
表示色

映像のつなぎ目を補正します。
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設定 選択肢 説明

黒レベル調整 カラー調整
エリア補正
初期化

映像が重なった部分の黒色を調整し
ます。
［エッジ位置(上)］、［エッジ位置
(下)］、［エッジ位置(左)］、または
［エッジ位置(右)］の［ブレンディン
グ］を［オン］に設定しているとき
表示されます。

表示倍率 — ［映像調整］メニューの［表示倍
率］を参照。

ユニフォーミ
ティー

— ［管理］メニューの［ユニフォーミ
ティー］を参照。

光源モード — ［動作］メニューの［光源モード］
を参照。

カラーマッチング 調整レベル
赤
緑
青
明るさ

各映像の色合いや明るさの差を補正
します。

RGBCMY — ［映像調整］メニューの［RGBCMY］
を参照。

マルチプロジェク
ション初期化

— ［マルチプロジェクション］メ
ニューの調整値を初期値に戻しま
す。

gg関関連連項項目目
• 「複数台のプロジェクターから投写する（マルチプロジェクション
機能）」 p.120

• 「設置メニュー」 p.199
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「管理メニュー」 p.208
• 「動作メニュー」 p.204

• 「映像のつなぎ目を補正する」 p.125
• 「黒レベルを調整する」 p.127
• 「複数台のプロジェクターを接続する」 p.40
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［メモリー］メニューでは、映像調整の調整値を保存、呼び出し、管
理ができます。

設定 選択肢 説明

メモリー保存 Memory1～10 設定値をメモリーに保存します。

メモリー呼出 Memory1～10 メモリーに保存された調整値を投写
中の映像に適用します。

メモリー名称変更 Memory1～10 保存したメモリーの名称を変更しま
す。

メモリー削除 Memory1～10 保存したメモリーを削除します。

メモリー初期化 — 保存したメモリーをすべて削除しま
す。

gg関関連連項項目目
• 「保存したメモリーを呼び出す」 p.70
• 「プロジェクターの設定をメモリーに保存する」 p.116
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［初期・全体設定］メニューでは、本機の設定を初期化できます。ま
た、プロジェクターのファームウェアを更新できます。

設定 選択肢 説明

全初期化 — すべての設定を初期値に戻します。

ファームウェア更
新

— ファームウェア更新モードになり、
USB-AまたはService端子を使って
ファームウェアのアップデートがで
きます。

全全初初期期化化項項目目
［全初期化］を選択すると、次の画面が表示されます。

特定のメニューを初期化しないときは、メニューのチェックボックス
を外します。［実行］を選択すると、初期化します。
以下の設定は、初期値に戻りません。
• ［デジタルズーム］（EB‑L635SU/EB‑L630SU）
• ［デジタルピクチャーシフト］（EB‑L635SU/EB‑L630SU）
• ［Eズーム］（EB‑L720U）
• ［言語］

gg関関連連項項目目
• 「ファームウェアを更新する」 p.236
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本機で設定したメニューの内容を、以下の方法で他の複数台のプロ
ジェクターにコピーできます（一括設定機能）。一括設定機能は同じ
型番のプロジェクター間でのみ使用できます。
• USBメモリーを使って設定する
• コンピューターとプロジェクターをUSBケーブルで接続して設定する
• Epson Projector Managementを使って設定する
［光源使用時間］や［ステータス］などのプロジェクター固有の情報
はコピーできません。

a

• 台形補正などの投写画面の調整をする前に一括設定機能を実行
してください。一括設定機能では、タテヨコ補正などの投写画
面の調整値もコピーされます。投写画面の調整後に一括設定を
行うと、調整した投写画面が変わってしまうことがあります。

• 一括設定機能を実行すると、ユーザーロゴもコピーされます。
複数のプロジェクター間で共有したくない画像は、ユーザーロ
ゴとして設定しないでください。

• 以下の設定をコピーしたくないときは、［一括設定範囲］を
［一部］に設定してください。
• ［パスワードプロテクト］設定
• ［信号入出力］メニューの［EDID］
• ［ネットワーク］メニュー
s［管理］ >［一括設定範囲］

注注意意
一括設定は、お客様の責任において行ってください。停電や通信異常など
が原因で一括設定に失敗したときは、有償修理となることがあります。

gg関関連連項項目目
• 「USBメモリーを使って一括設定する」 p.225
• 「コンピューターを使って一括設定する」 p.226

USBメメモモリリーーをを使使っってて一一括括設設定定すするる
USBメモリーを使用して、同じ型番のプロジェクターにメニュー設定
をコピーできます。

a

FAT形式でフォーマットされ、セキュリティー機能のついていな
いUSBメモリーを使用してください。また、空のUSBメモリーを
使用してください。一括設定ファイル以外のデータが入ってい
ると、設定を正しく保存できないことがあります。

a プロジェクターから電源コードを外し、すべてのインジケーター
が消えていることを確認します。

b 空のUSBメモリーを、コピー元のプロジェクターのUSB-A端子に
直接接続します。

c リモコンまたは操作パネルの【戻る】ボタンを押したまま、電源
コードをプロジェクターに接続します。

d インジケーターがすべて点灯したら、【戻る】ボタンを離しま
す。
インジケーターが点滅に変わると、一括設定ファイルがUSBメモ
リーに書き込まれます。書き込みが正常に終了すると、プロジェ
クターがスタンバイ状態になります。

注注意意
ファイルの書き込み中は、プロジェクターから電源コードやUSBメモ
リーを取り外さないでください。電源コードやUSBメモリーを取り外
すと、プロジェクターが正常に起動しなくなることがあります。

e USBメモリーを取り外します。
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a

一括設定ファイルのファイル名はPJCONFDATA.binです。
ファイル名を変更するときは、半角英数字のみを使用して
PJCONFDATAの後に文字列を追加します。ファイル名の
PJCONFDATAの部分を変更すると、ファイルが正しく認識
できないことがあります。

f コピー先のプロジェクターから電源コードを外し、すべてのイン
ジケーターが消えていることを確認します。

g 一括設定ファイルが保存されているUSBメモリーを、コピー先の
プロジェクターのUSB-A端子に接続します。

h リモコンまたは操作パネルの【メニュー】ボタンを押したまま、
電源コードをプロジェクターに接続します。

i インジケーターがすべて点灯したら、【メニュー】ボタンを離し
ます。
インジケーターが点滅に変わると、一括設定の書き込みが始まり
ます。書き込みが正常に終了すると、プロジェクターがスタンバ
イ状態になります。

注注意意
ファイルの書き込み中は、プロジェクターから電源コードやUSBメモ
リーを取り外さないでください。電源コードやUSBメモリーを取り外
すと、プロジェクターが正常に起動しなくなることがあります。

j USBメモリーを取り外します。

ココンンピピュューータターーをを使使っってて一一括括設設定定すするる
コンピューターとプロジェクターをUSBケーブルで接続して、同じ型
番のプロジェクターにメニュー設定をコピーできます。

a

USBケーブルを使用した一括設定機能は、以下のバージョンで使
用できます。
• Windows 7以降
• OS X 10.11.x以降

a プロジェクターから電源コードを外し、すべてのインジケーター
が消えていることを確認します。

b コンピューターのUSB端子とコピー元のプロジェクターのService
端子を、USBケーブルで接続します。

c リモコンまたは操作パネルの【戻る】ボタンを押したまま、電源
コードをプロジェクターに接続します。

d インジケーターがすべて点灯したら、【戻る】ボタンを離しま
す。
コンピューター上で、プロジェクターがリムーバブルディスクと
して認識されます。

e リムーバブルディスクを開き、一括設定ファイルをコンピュー
ターにコピーして保存します。

a

一括設定ファイルのファイル名はPJCONFDATA.binです。
ファイル名を変更するときは、半角英数字のみを使用して
PJCONFDATAの後に文字列を追加します。ファイル名の
PJCONFDATAの部分を変更すると、ファイルが正しく認識
できないことがあります。
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f コンピューター上でUSB機器の取り外し（Windows）、またはリ
ムーバブルディスクの取り出し（Mac）をします。

g USBケーブルを取り外します。
プロジェクターがスタンバイ状態になります。

h コピー先のプロジェクターから電源コードを外し、すべてのイン
ジケーターが消えていることを確認します。

i USBケーブルを、コンピューターのUSB端子とコピー先のプロ
ジェクターのService端子に接続します。

j リモコンまたは操作パネルの【メニュー】ボタンを押したまま、
電源コードをプロジェクターに接続します。

k インジケーターがすべて点灯したら、【メニュー】ボタンを離し
ます。
コンピューター上で、プロジェクターがリムーバブルディスクと
して認識されます。

l コンピューターに保存した一括設定ファイル
（PJCONFDATA.bin）を、リムーバブルディスクの最上位のフォ
ルダーにコピーします。

a

一括設定ファイル以外のファイルやフォルダーをリムーバ
ブルディスクにコピーしないでください。

m コンピューター上でUSB機器の取り外し（Windows）、またはリ
ムーバブルディスクの取り出し（Mac）をします。

n USBケーブルを取り外します。

インジケーターが点滅に変わると、一括設定の書き込みが始まり
ます。書き込みが正常に終了すると、プロジェクターがスタンバ
イ状態になります。

注注意意
ファイルの書き込み中は、プロジェクターから電源コードを外さな
いでください。電源コードを外すと、プロジェクターが正常に起動
しないことがあります。

gg関関連連項項目目
• 「一括設定でエラーが発生したときは」 p.227

一一括括設設定定ででエエララーーがが発発生生ししたたととききはは
一括設定でエラーが発生したときは、インジケーターでお知らせしま
す。インジケーターの状態をご確認ください。

インジケーターの状態 状態と対処方法

• レーザー：橙速点滅
• 温度：橙速点滅

一括設定ファイルに異常があるか、USBメモリーが
正しく接続されていない可能性があります。
USBメモリーを取り外し、プロジェクターの電源
コードを抜いて差し直してから、もう一度お試し
ください。

• 電源：青速点滅
• ステータス：青速点
滅

• レーザー：橙速点滅
• 温度：橙速点滅

一括設定ファイルの書き込みに失敗して、プロ
ジェクターのファームウェアに異常が生じた可能
性があります。
ご使用をやめ、電源プラグをコンセントから抜
き、お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に
記載の連絡先にご相談ください。
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プロジェクターのメンテナンス方法について説明します。

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターのメンテナンス」 p.229
• 「レンズを清掃する」 p.230
• 「本機を清掃する」 p.231
• 「エアフィルターと吸排気口をメンテナンスする」 p.232
• 「ファームウェアを更新する」 p.236
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プロジェクターのレンズは定期的に掃除する必要があります。また、
エアフィルターや吸排気口も掃除して、本機の内部温度が上昇しない
ようにしてください。
交換が必要な部品は、エアフィルターとリモコンの電池のみです。他
の部品を交換する必要があるときは、お買い上げの販売店またはお問
い合わせ先に記載の連絡先にご相談ください。

警警告告
掃除をするときは、本機の電源をオフにして電源コードを抜いてから行っ
てください。また、取扱説明書で指示している場合を除き、本機のケース
を開けないでください。内部には電圧の高い部分が数多くあり、火災・感
電・事故の原因となります。
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プロジェクターのレンズは定期的に掃除し、表面に付着したホコリや
汚れに気付いたときにも掃除してください。
• レンズのホコリや汚れは、市販のメガネ拭きなどで軽くふき取って
ください。

• 汚れがひどいときは、柔らかい布をレンズクリーナーで湿らせ、レ
ンズを軽くふき取ります。レンズに液体を直接スプレーしないでく
ださい。

警警告告
レンズに付着したゴミ・ホコリの除去に可燃性ガスのスプレーを使用し
ないでください。本機の内部は高温になっているため、引火による火災
の原因となります。

注注意意
レンズの表面は傷つきやすいので、かたいものでこすったり、たたいた
りしないでください。また、エアダスターも使用しないでください。
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本機の掃除をするときは、本機の電源をオフにして電源コードを抜い
てください。
• 本機のホコリや汚れは柔らかい布で軽くふき取ってください。
• 汚れがひどいときは、水で薄めた中性洗剤に布をひたしてかたくし
ぼり、軽くふき取ってから乾いた布で仕上げてください。本機に液
体を直接スプレーしないでください。

注注意意
ワックス、ベンジン、シンナーなど揮発性のものは使わないでくださ
い。本機のケースが変質、変色することがあります。また、エアダス
ターも使用しないでください。
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エアフィルターは定期的にメンテナンスしてください。プロジェク
ターの内部温度が高くなっていることを示すメッセージが表示された
ら、エアフィルターを掃除してください。エアフィルターの掃除は
20,000時間を目安に行ってください。ホコリの多い環境でお使いの場
合は、より短い周期で掃除してください。（大気中に含まれる粒子物
質が0.04～0.2 mg/m3の環境下での使用を想定しています。）

注注意意
定期的にメンテナンスをしないと、プロジェクターの内部温度が高くなっ
たときにメッセージが表示されます。内部の温度が上昇すると、故障や光
学部品の早期劣化の原因となります。メッセージが表示されたらすみやか
にエアフィルターを掃除してください。

gg関関連連項項目目
• 「エアフィルターと吸気口を清掃する」 p.232
• 「エアフィルターを交換する」 p.234

エエアアフフィィルルタターーとと吸吸気気口口をを清清掃掃すするる
以下の場合は、エアフィルターを清掃してください。
• エアフィルターや吸気口が汚れたとき
• 清掃を促すメッセージが表示されたとき
• フィルターインジケーターがオレンジ色に点滅したとき

a 本機の電源を切り、電源コードを抜きます。

b 掃除機、またはブラシで丁寧にホコリを取ります。

c 底面を上にします。

d 固定ネジをゆるめて、エアフィルターカバーを開けます。
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e エアフィルターを取り外します。

f エアフィルターの両端を4～5回軽く叩いて、ホコリを落としま
す。

注注意意
強く叩きすぎると、エアフィルターが割れて正しく装着できなくな
ることがあります。

g 掃除機でエアフィルターに残ったホコリを表側から吸い取りま
す。

注注意意
• エアフィルターは水洗いできません。洗剤や溶剤も使わないでく
ださい。

• エアダスターは使用しないでください。可燃性の物質が残留した
り、精密部分にホコリが入り込むおそれがあります。
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h エアフィルターを取り付けます。

i エアフィルターカバーを閉めて、固定ネジを締めます。

エエアアフフィィルルタターーをを交交換換すするる
以下の場合は、エアフィルターを交換してください。
• エアフィルターの清掃後に、清掃または交換を促すメッセージが表
示される

• エアフィルターの清掃後に、フィルターインジケーターがオレンジ
色に点滅する

• エアフィルターが破損している
本機は天吊り設置したままでもエアフィルターの交換ができます。

a 本機の電源を切り、電源コードを抜きます。

b 底面を上にします。

c 固定ネジをゆるめて、エアフィルターカバーを開けます。



エエアアフフィィルルタターーとと吸吸排排気気口口ををメメンンテテナナンンススすするる 235

d エアフィルターを取り外します。

a

使用済みのエアフィルターは、地域の廃棄ルールに従って
廃棄してください。
• フィルターの枠：ポリプロピレン
• フィルター：ポリプロピレン

e 新しいエアフィルターを取り付けます。

f エアフィルターカバーを閉めて、固定ネジを締めます。
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［初期・全体設定］メニューの［ファームウェア更新］を選択する
と、プロジェクターがファームウェア更新モードになります。USB-A、
またはService端子を使用してファームウェアを更新します。

gg関関連連項項目目
• 「USBストレージを使ってファームウェアを更新する」 p.236
• 「コンピューターとUSBケーブルを使ってファームウェアを更新す
る」 p.237

USBスストトレレーージジをを使使っっててフファァーームムウウェェアアをを更更新新すするる
USBストレージを使って、プロジェクターのファームウェアを更新し
ます。

a

ファームウェアの更新は、お客様の責任において行ってくださ
い。停電や通信異常などが原因でファームウェアの更新に失敗
したときは、修理費用が有償となることがあります。

a エプソンのホームページからお使いのプロジェクター用のファー
ムウェアファイルをダウンロードします。

b ダウンロードしたファームウェアファイルを、USBストレージの
ルート（最上位のフォルダー）にコピーします。

a

• USBストレージはFAT形式でフォーマットしたものを使用
してください。

• USBストレージ内に、ファームウェアファイル以外の
ファイルをコピーしないでください。

• ファームウェアファイルのファイル名は変更しないでく
ださい。ファイル名を変更すると、ファームウェアの更
新が開始されません。

• ダウンロードしたファームウェアファイルが、お使いの
プロジェクター用のファイルであることを確認してくだ
さい。ファームウェアファイルが正しくないときは、
ファームウェアの更新は始まりません。

c 本機のUSB-A端子にUSBストレージを接続します。

a

USBストレージは、プロジェクターに直接接続してくださ
い。USBハブを介してUSBストレージを接続すると、ファー
ムウェアの更新が正常に行われないことがあります。
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d 【メニュー】ボタンを押し、［初期・全体設定］を選択して、
【決定】ボタンを押します。

e ［ファームウェア更新］を選択し、【決定】ボタンを押します。

f ［はい］を選択して、ファームウェア更新を開始します。

a

• ファームウェアの更新中は、プロジェクターから電源
コードを外さないでください。電源コードを外すと、プ
ロジェクターが正常に起動しないことがあります。

• ファームウェアの更新中は、プロジェクターからUSB
ストレージを外さないでください。USBストレージを取
り外すと、ファームウェアの更新が正常に行われないこ
とがあります。

プロジェクターのインジケーターがすべて点灯から点滅に変わ
り、ファームウェアの更新が開始されます。更新が正常に終了す
ると、プロジェクターがスタンバイ状態になります。［動作］メ
ニューの［ダイレクトパワーオン］が［オン］に設定されている
ときは、更新後に自動で電源が入ります。

更新が終わったら、［管理］メニューの［情報表示］を選択し、
［バージョン］が正しく更新されているかを確認します。

a

すべてのインジケーターが高速で点滅するときは、ファーム
ウェアの更新が失敗した可能性があります。プロジェクターか
ら電源コードを抜いて、もう一度差し直してください。電源
コードを差し直しても点滅するときは、コンセントから電源プ
ラグを抜き、お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載
の連絡先にご相談ください。

ココンンピピュューータターーととUSBケケーーブブルルをを使使っっててフファァーームムウウェェ
アアをを更更新新すするる

コンピューターとプロジェクターをUSBケーブルで接続して、プロ
ジェクターのファームウェアを更新します。
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a

• ファームウェアの更新は、お客様の責任において行ってくださ
い。停電や通信異常などが原因でファームウェアの更新に失敗
したときは、修理費用が有償となることがあります。

• ファームウェアを更新するには、お使いのコンピューターの
OSが以下のいずれかである必要があります。
• Windows 8.1（32/64ビット）
• Windows 10（32/64ビット）
• macOS 10.13.x（64ビット）
• macOS 10.14.x（64ビット）
• macOS 10.15.x（64ビット）

a エプソンのホームページからお使いのプロジェクター用のファー
ムウェアファイルをダウンロードします。

a

• ファームウェアファイルのファイル名は変更しないでく
ださい。ファイル名を変更すると、ファームウェアの更
新が開始されません。

• ダウンロードしたファームウェアファイルが、お使いの
プロジェクター用のファイルであることを確認してくだ
さい。ファームウェアファイルが正しくないときは、
ファームウェアの更新は始まりません。

b USBケーブルを、コンピューターのUSB端子とコピー先のプロ
ジェクターのService端子に接続します。

c 【メニュー】ボタンを押し、［初期・全体設定］を選択して、
【決定】ボタンを押します。

d ［ファームウェア更新］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［はい］を選択して、ファームウェア更新を開始します。

a

ファームウェアの更新中は、プロジェクターから電源コー
ドを外さないでください。電源コードを外すと、プロジェ
クターが正常に起動しないことがあります。

プロジェクターのインジケーターがすべて点灯し、ファームウェ
ア更新モードになります。コンピューター上で、プロジェクター
がリムーバブルディスクとして認識されます。
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f コンピューター上で、リムーバブルディスクのルート（最上位の
フォルダー）にファームウェアファイルをコピーします。

a

• ファームウェア以外のファイルやフォルダーをリムーバ
ブルディスクにコピーしないでください。ファイルや
フォルダーが失われる可能性があります。

• ファームウェアファイルがリムーバブルディスクにコ
ピーされていない状態でUSBケーブルまたは電源ケーブ
ルが抜けたときは、自動的に電源がオフになります。は
じめから操作をやり直してください。

g コンピューター上で、USBデバイスの取り外しを行い、プロジェ
クターからUSBケーブルを外します。
プロジェクターのインジケーターがすべて点灯から点滅に変わ
り、ファームウェアの更新が開始されます。更新が正常に終了す
ると、プロジェクターがスタンバイ状態になります。［動作］メ
ニューの［ダイレクトパワーオン］が［オン］に設定されている
ときは、更新後に自動で電源が入ります。

更新が終わったら、［管理］メニューの［情報表示］を選択し、
［バージョン］が正しく更新されているかを確認します。

a

• すべてのインジケーターが高速で点滅するときは、ファーム
ウェアの更新が失敗した可能性があります。プロジェクターか
ら電源コードを抜いて、もう一度差し直してください。電源
コードを差し直しても点滅するときは、コンセントから電源プ
ラグを抜き、お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載
の連絡先にご相談ください。

• ファームウェア更新モードのまま20分間操作が行われないと、
自動的に電源がオフになります。はじめから操作をやり直して
ください。



困困っったたととききにに
想定されるトラブルと、その対処方法について説明します。

gg関関連連項項目目
• 「トラブルの対処方法」 p.241
• 「インジケーターの見方」 p.242
• 「ステータス表示を確認する」 p.245
• 「映像や音声に関するトラブル」 p.248
• 「プロジェクター、リモコンの操作に関するトラブル」 p.254
• 「ネットワークに関するトラブル」 p.256
• 「コンテンツ再生モードに関するトラブル」 p.259
• 「HDMIリンクで操作できない」 p.260
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プロジェクターが正しく動作しないときは、一度電源を切り、電源
コードを差し直してから再度電源を入れます。
問題が解決しないときは、以下を確認します。
• インジケーターで本機の状態を確認する。
• 本書のトラブル一覧で対処方法を確認する。
問題が解決しないときは、お買い上げの販売店またはお問い合わせ先
に記載の連絡先にご相談ください。
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インジケーターは、本機の状態をお知らせします。インジケーターの
色と状態を確認し、以下の表から対処方法を確認してください。

a

• 各インジケーターがこの表にない状態のときは、ご使用をや
め、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げの販売店ま
たはお問い合わせ先に記載の連絡先にご相談ください。

• ［動作］メニューの［インジケーター表示］が［オフ］に設定
されている場合は、正常な投写中にインジケーターがすべて消
灯しています。

A 無線LANインジケーター

B フィルターインジケーター

C 温度インジケーター

D レーザーインジケーター

E ステータスインジケーター

F 電源インジケーター

ププロロジジェェククタターーのの状状態態

インジケーターの状態 状態と対処方法

電源：青点灯
ステータス：青点灯
レーザー：消灯
温度：消灯
フィルター：消灯

投写中の状態です。

電源：青点灯
ステータス：青点滅
レーザー：消灯
温度：消灯
フィルター：消灯

ウォームアップ中、シャットダウン中、またはクー
ルダウン中です。
ウォームアップ中の場合は、約30秒たつと映像が表
示されます。
ウォームアップ中、シャットダウン中、またはクー
ルダウン中は、すべてのボタン操作が無効になりま
す。

電源：青点灯
ステータス：消灯
レーザー：消灯
温度：消灯
フィルター：消灯

スタンバイ状態、スリープモード、ネットワーク監
視状態のいずれかの状態です。
電源ボタンを押すと、投写を開始します。

電源：青点滅
ステータス：消灯
レーザー：消灯
温度：消灯
フィルター：消灯

ネットワーク監視、または高速起動モードの準備状
態のため、すべての操作が無効になります。

電源：状態依存
ステータス：青点滅
レーザー：橙点滅
温度：状態依存
フィルター：状態依存

リフレッシュモード動作中です。
s［管理］ >［リフレッシュモード］
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インジケーターの状態 状態と対処方法

電源：青点滅
ステータス：状態依存
レーザー：状態依存
温度：橙点滅
フィルター：状態依存

内部温度が高くなっています。
• エアフィルターや排気口がふさがれていないか、
周辺の物や壁で通気が妨げられていないか確認し
ます。

• エアフィルターが目詰まりしているときは、掃除
または交換します。

• 高温にならない環境で使用するようにします。

電源：消灯
ステータス：青点滅
レーザー：消灯
温度：橙点灯
フィルター：消灯

内部高温異常（オーバーヒート）状態です。自動的
に消灯し、投写できなくなります。電源を切った状
態で5分間待ち、温度を下げます。
• エアフィルターや排気口がふさがれていないか、
周辺の物や壁で通気が妨げられていないか確認し
ます。

• 高温にならない環境で使用するようにします。
• エアフィルターが目詰まりしているときは、掃除
または交換します。

• 標高1,500m以上の場所でお使いのときは、［設
置］メニューの［高地モード］を［オン］にしま
す。

• 問題が解決しないときは、電源プラグをコンセン
トから抜き、お買い上げの販売店またはお問い合
わせ先に記載の連絡先にご相談ください。

電源：青点滅
ステータス：状態依存
レーザー：橙点滅
温度：状態依存
フィルター：状態依存

レーザー警告です。
ご使用をやめ、電源プラグをコンセントから抜き、
お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載の
連絡先にご相談ください。

インジケーターの状態 状態と対処方法

電源：消灯
ステータス：青点滅
レーザー：橙点灯
温度：消灯
フィルター：消灯

レーザー異常です。
ご使用をやめ、電源プラグをコンセントから抜き、
お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載の
連絡先にご相談ください。

電源：消灯
ステータス：青点滅
レーザー：消灯
温度：橙点滅
フィルター：消灯

ファン異常またはセンサー異常状態です。
ご使用をやめ、電源プラグをコンセントから抜き、
お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載の
連絡先にご相談ください。

電源：消灯
ステータス：青点滅
レーザー：橙点滅
温度：消灯
フィルター：消灯

内部異常状態です。
ご使用をやめ、電源プラグをコンセントから抜き、
お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載の
連絡先にご相談ください。

電源：状態依存
ステータス：状態依存
レーザー：状態依存
温度：状態依存
フィルター：橙点滅

エアフィルター清掃通知です。

電源：青点滅
ステータス：状態依存
レーザー：状態依存
温度：状態依存
フィルター：橙点灯

エアフィルター風量警告です。
• エアフィルターや排気口がふさがれていないか、
周辺の物や壁で通気が妨げられていないか確認し
ます。

• エアフィルターが目詰まりしているときは、掃除
または交換します。

• 問題が解決しないときは、電源プラグをコンセン
トから抜き、お買い上げの販売店またはお問い合
わせ先に記載の連絡先にご相談ください。
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インジケーターの状態 状態と対処方法

電源：消灯
ステータス：青点滅
レーザー：消灯
温度：消灯
フィルター：橙点灯

風量低下異常です。
• エアフィルターや排気口がふさがれていないか、
周辺の物や壁で通気が妨げられていないか確認し
ます。

• エアフィルターが目詰まりしているときは、掃除
または交換します。

• 問題が解決しないときは、電源プラグをコンセン
トから抜き、お買い上げの販売店またはお問い合
わせ先に記載の連絡先にご相談ください。

電源：状態依存
ステータス：状態依存
レーザー：橙点滅
温度：状態依存
フィルター：状態依存

光源の明るさを一定に保つ明るさ一定運用が終了し
ます。
s［動作］ >［光源明るさ制御］ > ［明るさ一定
運用］

無無線線LANのの状状態態

無線LANインジケー
ターの状態

状態と対処方法

青点灯 無線LANが使用可能、またはシンプルAPモードで動
作中です。

速い青点滅 インフラストラクチャーモードで接続中です。

遅い青点滅 異常状態です。本機の電源を切り、再度電源を入れ
ます。

消灯 無線LANを使用できません。無線LANの設定が正し
いことを確認してください。

gg関関連連項項目目
• 「管理メニュー」 p.208
• 「エアフィルターと吸気口を清掃する」 p.232

• 「エアフィルターを交換する」 p.234
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本機の状態やエラーをステータス表示で確認できます。

a 本機の電源を入れます。

b 操作パネルまたはリモコンの【メニュー】ボタンを押します。

c ［管理］を選択し、【決定】ボタンを押します。

d ［ログ表示］を選択し、【決定】ボタンを押します。

e ［ステータス表示］を選択し、【決定】ボタンを押します。

f 左右ボタンを押して、カテゴリーごとの情報を表示します。
• ［Status Information］：本機の動作状態
• ［Source］：入力映像信号情報

• ［Signal Information］：入力デジタル映像信号情報
• ［Network Wired］：有線LAN設定
• ［Network Wireless］：無線LAN設定
• ［Maintenance］：本機や光源の使用時間
• ［Version］：本機のファームウェアバージョン

gg関関連連項項目目
• 「ステータスに表示されるメッセージ」 p.245

スステテーータタススにに表表示示さされれるるメメッッセセーージジ
プロジェクターの詳細な情報をカテゴリーごとに確認できます。

a

ステータスは英語で表示されます。

［Status Information］カテゴリー

情報 説明

System ［System］ステータス情報の記載を参照してくださ
い。

Source 現在投写中の入力ソースを表示します。

On-ScreenDisplay オンスクリーン表示の設定を表示します。オフに設定
すると、メニューやメッセージは投写画面に表示され
ません。

A/V Mute A/Vミュートの動作状態を表示します。

Intake Air Temp 吸気温度を表示します。

Internal Temp Lv 製品内部の温度を表示します。

Laser Status 光源の点灯状態を表示します。
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［Source］カテゴリー

情報 説明

Source 現在投写中の入力ソースを表示します。

Resolution 現在投写中の映像信号の解像度を表示します。

Color Space 現在投写中の映像信号の色空間を表示します。

H-Frequency 現在投写中の映像信号の水平周波数を表示します。

V-Frequency 現在投写中の映像信号の垂直周波数を表示します。

Sync Polarity 同期極性を表示します。

Sync Mode 同期種別を表示します。

Detected Mode 現在投写中の映像信号の判別解像度を表示します。

Video Range 本機のビデオレベルを表示します。

［Signal Information］カテゴリー

情報 説明

5V Detect 5V信号の検出結果を表示します。

TMDS Clock 現在投写中の映像信号のTMDS周波数を表示します。

H-Frequency 現在投写中の映像信号の水平周波数を表示します。

V-Frequency 現在投写中の映像信号の垂直周波数を表示します。

Stable Time 入力ソースが確定してから現在までの時間を表示しま
す。

HDCP Status HDCPの状態を表示します。

HDCP Ver HDCPのバージョンを表示します。

AVI VIC 現在投写中の映像信号のVIC情報（AVI）を表示しま
す。

AVI Checksum AVIのチェックサム結果を表示します。

情報 説明

AVI Sampling Str AVIのカラーサンプリングを表示します。

Signal Mode 信号モードを表示します。

HDBaseT Level HDBaseT端子からの映像信号の情報を表示します。

［Network Wired］カテゴリー

情報 説明

Projector Name ネットワーク上で本機を識別するための個別の名前を
表示します。

Connection Mode LANの接続経路を表示します。

DHCP DHCPの設定を表示します。

IP Display IPアドレス表示の設定を表示します。

IP Address IPアドレスを表示します。

MAC Address MACアドレスを表示します。

［Network Wireless］カテゴリー

情報 説明

Projector Name ネットワーク上で本機を識別するための個別の名前を
表示します。

Connection Mode 本機とコンピューターを無線LANで接続するときの接
続モードを表示します。

SSID SSIDを表示します。

DHCP DHCPの設定を表示します。

IP Display IPアドレス表示の設定を表示します。

IP Address IPアドレスを表示します。

MAC Address MACアドレスを表示します。
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情報 説明

Security セキュリティーの設定を表示します。

Antenna Level Wi-Fiの受信状態を表示します。

［Maintenance］カテゴリー

情報 説明

Operation Time 本機の累積稼働時間を表示します。

Laser Op. Time ［光源モード］ごとのレーザー稼働時間を表示しま
す。

［Version］カテゴリー

情報 説明

Serial No. 本機のシリアル番号を表示します。

Main 本機のファームウェアバージョンを表示します。

HDBaseT

［System］ステータス情報

状態 説明

OK 通常状態です。

Warm-up ウォームアップ状態です。

Standby スタンバイ状態です。

Cool Down クールダウン状態です。

Temp Error 内部高温異常です。

Fan Error ファン異常です。

Sensor Error センサー異常です。

状態 説明

Power Error 電源系異常です。

Internal Error 内部異常です。

Airflow Error エアフィルター風量低下異常です。

Temp Warning 高温警告です。

Internal Warning 内部システムに関する警告です。

Airflow Decline エアフィルター風量低下です。

Power Warning 電源系警告です。

Clean Filter エアフィルター清掃通知です。

Laser Error レーザー異常です。

Laser Warning レーザー警告です。

Temp Error FE レーザーの温度超過によるレーザー異常です。

Temp Warning FE レーザーの温度超過によるレーザー警告です。
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投写映像や音声に関するトラブルの対処方法を確認してください。

gg関関連連項項目目
• 「映像が表示されない」 p.248
• 「「映像信号が入力されていません」というメッセージが表示され
る」 p.249

• 「「この信号は本プロジェクターでは受けられません」というメッ
セージが表示される」 p.249

• 「映像の一部が表示されない」 p.250
• 「映像がゆがむ」 p.250
• 「映像にノイズが入る、乱れる」 p.251
• 「映像がぼやける」 p.251
• 「映像の明るさや色合いが違う」 p.252
• 「映像に残像が残る（焼き付き）」 p.252
• 「音が出ない、小さい」 p.253
• 「PC Freeで画像ファイル名が正しく表示されない」 p.253
• 「PC Freeで映像が投写できない」 p.253

映映像像がが表表示示さされれなないい
映像が表示されないときは、次の対処方法を確認してください。
• プロジェクターまたはリモコンの【A/Vミュート】ボタンを押して、
映像が一時的に消されていないか確認します。

• 必要なケーブルがすべて接続されていること、本機の電源が入って
いること、接続された映像機器の電源が入っていることを確認しま
す。

• スタンバイ状態、スリープモードから復帰するには、本機の電源ボ
タンを押します。また、接続されたコンピューターがスリープ状態
でないか、黒一色のスクリーンセーバーが表示されていないか確認
します。

• 操作パネルのボタンを押してもプロジェクターが反応しないとき
は、ボタン操作がロックされている可能性があります。［管理］メ

ニューで［操作ボタンロック］を解除するか、リモコンを使用して
本機の電源を入れます。

• プロジェクターのどのボタンを押しても解除できない場合は、本機
が故障している可能性があります。詳細はお買い上げの販売店また
はお問い合わせ先に記載の連絡先にご相談ください。

• Computer2/Monitor Out端子に接続して投写するときは、［信号入出
力］メニューの［モニター出力端子］を［コンピューター2］に設定
します。

• ［映像調整］メニューの［明るさ］を調整します。
• 光源の明るさを設定します。
s［動作］ >［光源明るさ制御］

• ［表示］メニューの［メッセージ表示］を［オン］に設定します。
• 著作権保護された動画をコンピューターで再生すると、プロジェク
ターから投写されないことがあります。詳しくは、コンピューター
の取扱説明書をご覧ください。

• Windows Media Centerで映像を投写するときは、全画面表示を使用せ
ず、縮小画面表示にしてください。

• Windows DirectXを使用するアプリケーションは、正しく表示されな
いことがあります。

gg関関連連項項目目
• 「管理メニュー」 p.208
• 「信号入出力メニュー」 p.196
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「動作メニュー」 p.204
• 「表示メニュー」 p.202
• 「操作ボタンロックを解除する」 p.136
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「「映映像像信信号号がが入入力力さされれてていいまませせんん」」とといいううメメッッセセーージジ
がが表表示示さされれるる

「映像信号が入力されていません」というメッセージが表示されると
きは、次の対処方法を確認してください。
• 【入力検出】ボタンを押し、映像が表示されるまで数秒待ちます。
• 接続された映像機器の電源を入れ、必要な場合はプレゼンテーショ
ンや動画の再生を開始します。

• 投写に必要なケーブルがすべて接続されているか確認します。
• ノートパソコンから投写するときは、コンピューターの画面出力を
切り替えて、プロジェクターに映像を表示します。

• 必要に応じて、本機および接続された映像機器の電源を一度切って
から、再度電源を入れます。

• HDMIケーブルで接続しているときは、より短いケーブルに交換して
試してください。

gg関関連連項項目目
• 「Windowsのノートパソコンから映像を出力する」 p.249
• 「Macのノートパソコンから映像を出力する」 p.249

Windowsののノノーートトパパソソココンンかからら映映像像をを出出力力すするる
ノートパソコンからの投写時に「映像信号が入力されていません」と
いうメッセージが表示されるときは、コンピューターの画面出力を切
り替えて、プロジェクターに映像を表示します。

a キーボードのWindowsキーを押しながらPキーを押し、［複製］
を選択します。

b ノートパソコンとプロジェクターで同じ映像が表示されないとき
は、Windowsの［ディスプレイ］ユーティリティで、外部モニ
ター端子が有効であるか、拡張ディスプレイが無効になっている
かを確認します。

c 必要に応じて、ビデオカードの設定を確認し、マルチディスプレ
イオプションを［ミラー］または［複製］に設定します。

Macののノノーートトパパソソココンンかからら映映像像をを出出力力すするる
Macのノートパソコンからの投写時に、「映像信号が入力されていま
せん」というメッセージが表示されるときは、コンピューターの設定
でディスプレイをミラーリングします。（詳しくはお使いのコン
ピューターの取扱説明書をご覧ください。）

a ［システム環境設定］を開き、［ディスプレイ］を選択します。

b 必要に応じて、［ディスプレイ］または［カラーLCD］を設定し
ます。

c ［調整］または［アレンジメント］をクリックします。

d ［ディスプレイをミラーリング］を選択します。

「「ここのの信信号号はは本本ププロロジジェェククタターーでではは受受けけらられれまませせんん」」
とといいううメメッッセセーージジがが表表示示さされれるる

「この信号は本プロジェクターでは受けられません」というメッセー
ジが表示されるときは、次の対処方法を確認してください。
• ［信号入出力］メニューで正しい入力信号方式が選択されているか
確認します。

• コンピューターのディスプレイ解像度が本機の対応解像度、周波数
と合っているか確認します。必要に応じて、コンピューターのディ
スプレイ解像度を変更します。

• HDMIケーブルで接続しているときは、［信号入出力］メニューの
［HDMI IN EQレベル］を変更します。設定を変更した後に、プロ
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ジェクターの再起動が必要になることがあります。画面の指示に
従って操作してください。

• スティック型端末を接続しているときは、［信号入出力］メニュー
の［HDMI IN EQレベル］を［オート］に設定します。映像が映らな
いなどのトラブルが起きるときは、設定を変更してください。

gg関関連連項項目目
• 「信号入出力メニュー」 p.196
• 「対応解像度」 p.269

映映像像のの一一部部がが表表示示さされれなないい
映像が部分的にしか表示されないときは、次の対処方法を確認してく
ださい。
• コンピューターケーブルを使ってコンピューターから映像を投写し
ているときは、リモコンの【自動調整】ボタンを押して、映像信号
を最適化します。

• お使いのスクリーンに合わせて、［設置］メニューの［スクリーン
タイプ］が正しく設定されているか確認します。
映像を表示する領域と映像との間に余白が生じたときは、映像の位
置を調整します。

• ［映像調整］メニューの［表示倍率］がオフになっていることを確
認します。

• ［映像調整］メニューの［表示位置］で映像の表示位置を調整しま
す。
s［映像調整］ >［アナログ信号調整］ >［表示位置］
［設置］メニューの［デジタルズーム］で映像の大きさを調整済み
の場合は、［デジタルピクチャーシフト］で映像の表示位置を調整
します（EB‑L635SU/EB‑L630SU）。
s［設置］ >［デジタルズーム］ >［デジタルピクチャーシフト］

• ［スクリーン位置］で映像の表示位置を調整してみます。
s［設置］ >［スクリーンタイプ］ >［スクリーン位置］

• リモコンの【アスペクト】ボタンを押して、アスペクト比を変更し
ます。

• 接続された機器の信号に応じて、［映像調整］メニューの［入力解
像度］を設定します。

• 映像が希望どおりに表示されるよう、［設置］メニューの［ブラン
キング］の設定を変更します。

• 【Eズーム】ボタンで映像をズームしたときは、【戻る】ボタンを押
してEズームを解除します（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑
L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

• 【Eズーム】ボタンで映像を拡大・縮小したときは、【初期値】ボタ
ンを押してEズームを解除します（EB‑L720U）。

• コンピューターのディスプレイ設定でデュアルディスプレイが無効
になっているか、本機の対応解像度に合った設定がされているか確
認します。

• プレゼンテーションファイルが本機の対応解像度を超えていないか
確認します。

• コンテンツ再生モードで投写しているときは、［エフェクト］機能
の設定を確認してください。
s［動作］ >［コンテンツ再生］ >［エフェクト］

• ［設置］メニューで［設置モード］を正しく設定します。

gg関関連連項項目目
• 「設置メニュー」 p.199
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「対応解像度」 p.269
• 「映像の位置を調整する（スクリーン位置）」 p.56
• 「映像に効果を加える（エフェクト機能）」 p.106

映映像像ががゆゆががむむ
投写画面がゆがむときは、次の対処方法を確認してください。
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• 投写面に対してプロジェクターを平行に設置します。
• タテヨコを使って、映像のゆがみを補正します。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ >［タテヨコ台形補正］

• Quick Cornerを使って、コーナーの形状を個別に補正します。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ >［Quick Corner］

• 湾曲したスクリーンに投写するときは、［湾曲補正］で映像の形状
を補正します。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ >［湾曲補正］

• ［ポイント補正］機能を使用して部分的に発生するわずかなゆがみ
を補正します。
s［設置］ >［幾何学歪み補正］ >［ポイント補正］

gg関関連連項項目目
• 「タテヨコ補正で映像のゆがみを補正する」 p.62
• 「Quick Corner機能で映像のゆがみを補正する」 p.64
• 「湾曲補正で映像のゆがみを補正する」 p.66
• 「ポイント補正で映像のゆがみを補正する」 p.68

映映像像ににノノイイズズがが入入るる、、乱乱れれるる
投写映像に電子的な干渉（ノイズ）や妨害が入るときは、次の対処方
法を確認してください。
• 本機と映像機器を接続しているケーブルの状態を確認します。ケー
ブルが以下の状態であることを確認してください。
• 干渉を受けないように、電源コードから離れている
• ケーブルの両端が確実に接続されている
• 延長ケーブルを使用していない

• ［映像調整］メニューの［ノイズリダクション］、［MPEGノイズリ
ダクション］、［プログレッシブ変換］を設定します。
s［映像調整］ >［イメージ強調］ >［ノイズリダクション］

s［映像調整］ >［イメージ強調］ >［MPEGノイズリダクショ
ン］
s［映像調整］ >［イメージ強調］ >［プログレッシブ変換］

• ［映像調整］メニューの［入力解像度］を［オート］に設定してく
ださい。

• コンピューターのディスプレイ解像度やリフレッシュレートが本機
の対応解像度、リフレッシュレートと合っているか確認します。

• コンピューターケーブルを使ってコンピューターから映像を投写し
ているときは、リモコンの【自動調整】ボタンを押して、［トラッ
キング］と［同期］の設定を最適化します。映像が正しく調整され
ないときは、［映像調整］メニューで［トラッキング］と［同期］
を設定します。
s［映像調整］ >［アナログ信号調整］ >［トラッキング］
s［映像調整］ >［アナログ信号調整］ >［同期］

• 映像のゆがみを補正したときは、［映像調整］メニューの［シャー
プネス］を低い値に設定して、投写映像の画質を向上させます。

• 延長ケーブルを使用して電源に接続しているときは、延長ケーブル
を使わずに投写して、映像にノイズが入らないか確認します。

• ［信号入出力］メニューで、［入力信号フォーマット］や［EDID］
を正しく設定します。

gg関関連連項項目目
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「対応解像度」 p.269
• 「信号入出力メニュー」 p.196

映映像像ががぼぼややけけるる
投写映像がぼやけるときは、次の対処方法を確認してください。
• テストパターンを表示して、フォーカスリングでピントを調整しま
す。
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• 投写距離の推奨範囲内に設置します。
• 映像の高さ調整のために本機の傾斜角度を大きくすると映像がゆが
みます。傾斜角度を小さくして台形補正の調整値を小さくします。

• 本機のレンズを掃除します。

a

寒い場所から暖かい場所に持ち込んだときは、レンズの表面が
結露して映像がぼやけることがあります。お使いになる1時間
くらい前に、通電しない状態で本機を設置するようにします。

• ［映像調整］メニューの［シャープネス］を調整して、投写映像の
画質を向上させます。

• コンピューターケーブルを使ってコンピューターから映像を投写し
ているときは、リモコンの【自動調整】ボタンを押して、［トラッ
キング］と［同期］の設定を最適化します。映像に縦の縞模様が出
たり、全体的にぼやけるときは、均一なパターン画面を表示し、
［トラッキング］と［同期］を設定します。
s［映像調整］ >［アナログ信号調整］ >［トラッキング］
s［映像調整］ >［アナログ信号調整］ >［同期］

• コンピューターから映像を投写しているときは、解像度を下げる
か、本機の解像度に合わせて解像度を変更します。

gg関関連連項項目目
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「信号入出力メニュー」 p.196
• 「対応解像度」 p.269
• 「フォーカスリングで映像のピントを調整する」 p.75

映映像像のの明明るるささやや色色合合いいがが違違うう
投写映像が暗すぎたり明るすぎるとき、また色合いが正しく表示され
ないときは、次の対処方法を確認してください。

• リモコンの【カラーモード】ボタンを押して、映像と投写環境に合
うカラーモードを選択します。

• お使いのビデオ機器の設定を確認します。
• ［映像調整］メニューで［明るさ］、［コントラスト］、［色合
い］、［色の濃さ］、［RGBCMY］などを設定します。

• ［信号入出力］メニューで、［入力信号フォーマット］や［EDID］
を正しく設定します。

• 必要なケーブルが本機とビデオ機器に確実に接続されていることを
確認します。ケーブルが長いときは、短いケーブルで接続します。

• 投写距離の推奨範囲内に設置します。
• 本機を複数台並べて投写しているときは、［管理］メニューの［光
源キャリブレーション］が、すべてのプロジェクターで正しく設定
されているか確認します。一部のプロジェクターでのみ光源キャリ
ブレーションが実行されると、ホワイトバランスや明るさレベルの
ずれが生じることがあります。

gg関関連連項項目目
• 「映像調整メニュー」 p.193
• 「信号入出力メニュー」 p.196
• 「管理メニュー」 p.208
• 「映像を最適化する（カラーモード）」 p.80

映映像像にに残残像像がが残残るる（（焼焼きき付付きき））
投写映像に残像（焼き付き）が残るときは、［リフレッシュモード］
を使って軽減します。［管理］メニューで、［リフレッシュモード］
>［開始］を選択します。

gg関関連連項項目目
• 「管理メニュー」 p.208
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音音がが出出なないい、、小小ささいい
音が出ない、小さすぎるなどの問題があるときは、次の対処方法を確
認してください。
• 本機の音量設定を調整します。
• 一時的に映像と音を消した場合は、プロジェクターまたはリモコン
の【A/Vミュート】ボタンを押して、映像と音を再開します。

• コンピューター、ビデオ機器の音量が大きくなっているか、音声出
力が正しく設定されているか確認します。

• プロジェクターとビデオ機器のケーブルが正しく接続されているか
確認します。

• 接続するオーディオケーブルは「抵抗なし」と表記されているもの
を使用します。

• 正しい音声出力端子を選択します。
s［信号入出力］ >［音声出力］
s［信号入出力］ >［HDMI音声出力］

• 本機で投写していないときも、接続しているオーディオ機器の音声
を出力するときは、以下の設定をします。
• ［動作］メニューの［高速起動］をオフにする。
• ［信号入出力］メニューの［A/V出力］を［常時］に設定する。

• HDMIケーブルで接続している機器の音声が出ないときは、接続機器
の音声出力をPCMに設定します。

• MacとプロジェクターをHDMIケーブルで接続していて音が出ないと
きは、MacがHDMI端子からの音声出力に対応しているか確認しま
す。対応していない場合はオーディオケーブルを接続します。

• コンピューターの音量を最小、プロジェクターの音量を最大に設定
していると、ノイズが入ることがあります。コンピューターの音量
を上げて、プロジェクターの音量を下げてください。（Epson
iProjection (Windows/Mac)を使用する場合）

gg関関連連項項目目
• 「プロジェクターを接続する」 p.33

• 「信号入出力メニュー」 p.196
• 「音量ボタンで音量を調整する」 p.90

PC Freeでで画画像像フファァイイルル名名がが正正ししくく表表示示さされれなないい
ファイル名の文字数が表示幅を超える場合や、非対応の記号が含まれ
ている場合は、PC Free機能ではファイル名が短縮または変更されま
す。ファイル名を短縮もしくは変更してください。

PC Freeでで映映像像がが投投写写ででききなないい
PC Freeで映像が投写できないときは、次の対処方法を確認してくださ
い。
• お使いのUSB機器の転送速度が遅いと、動画を正しく表示できない場
合があります。

• H.264またはH.265以外の動画コーデックで保存された動画は再生でき
ません。（H.265はメインプロファイルのみサポート）

• LPCMまたはAAC-LC以外の音声コーデックで保存された音声は再生で
きません。

gg関関連連項項目目
• 「サポートファイル形式」 p.95
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プロジェクター、リモコンの操作に関するトラブルの対処方法を確認
してください。

gg関関連連項項目目
• 「電源が入らない、予期せず切れる」 p.254
• 「リモコンで操作できない」 p.254
• 「パスワードが入力できない」 p.255
• 「「時刻を保持する電池残量が低下しています」というメッセージ
が表示される」 p.255

電電源源がが入入ららなないい、、予予期期せせずず切切れれるる
電源ボタンを押しても本機の電源が入らない、予期せず電源が切れる
ときは、次の対処方法を確認してください。
• 電源コードが本機とコンセントに確実に接続されていることを確認
します。

• リモコンの電源ボタンを押しても本機の電源が入らないときは、リ
モコンの電池を確認します。また、［設置］メニューの［リモコン
受光部］で、いずれかの受光部がオンになっていることを確認しま
す。

• 本機のボタンはセキュリティー上の目的でロックされていることが
あります。［管理］メニューで［操作ボタンロック］を解除する
か、リモコンを使用して本機の電源を入れます。

• 本機の光源が予期せず消えるときは、一定時間操作が行われずス
リープモードになっている可能性があります。いずれかのボタンを
押して、スリープモードから復帰します。スリープモードを無効に
するには、［動作］メニューの［スリープモード］を［オフ］にし
ます。

• 本機の光源が予期せず消えるときは、A/Vミュートタイマーが有効に
なっている可能性があります。［動作］メニューの［A/Vミュートタ
イマー］を［オフ］に設定してください。

• 本機の光源が消え、ステータスインジケーターが点滅して温度イン
ジケーターが点灯しているときは、本機の内部高温異常（オーバー
ヒート）で電源がオフになっています。

• プロジェクターの設定によって、スタンバイ状態でもファンが回転
することがあります。また、スタンバイ状態から電源をオンにした
ときに、ファンが大きな音を立てて回転することがありますが、異
常ではありません。

• 電源コードが故障している可能性があります。電源コードを抜い
て、お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載の連絡先にご
相談ください。

gg関関連連項項目目
• 「管理メニュー」 p.208
• 「動作メニュー」 p.204
• 「設置メニュー」 p.199
• 「操作ボタンロックを解除する」 p.136

リリモモココンンでで操操作作ででききなないい
本機がリモコン操作に反応しないときは、次の対処方法を確認してく
ださい。
• リモコンの電池が正しくセットされていること、電池が切れていな
いことを確認します。必要に応じて、電池を交換します。

• リモコン信号が届く距離、角度からリモコンを操作します。
• 本機がウォームアップ中またはシャットダウン中でないか確認しま
す。

• リモコンのボタンが押し込まれた状態になっていないか確認しま
す。その状態ではリモコンが操作できないことがあります。ボタン
を元の状態に戻してください。

• 蛍光灯の強い光、直射日光、赤外線機器の信号が、本機のリモコン
受光部に干渉することがあります。照明の明るさを落とす、または
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直射日光や赤外線干渉を避けられる場所に本機を移動してくださ
い。

• ［設置］メニューの［リモコン受光部］で、いずれかの受光部がオ
ンになっていることを確認します。

• ［リモコン受光部］がオフに設定されているときは、リモコンの
【メニュー】ボタンを15秒以上押したままにして、この設定を初期
値に戻します。

• プロジェクターIDを設定しているときは、プロジェクターIDと同じ番
号をリモコンで選択してリモコン操作を有効にします。

• リモコンの【ID】ボタンを押しながら、［0］（ゼロ）ボタンを押し
ます。IDを［0］に設定すると、プロジェクターIDの設定に関わら
ず、すべてのプロジェクターを操作できます。

• リモコンを紛失した場合は、新たにリモコンをお買い求めいただけ
ます。

gg関関連連項項目目
• 「リモコンを操作する」 p.44
• 「設置メニュー」 p.199
• 「リモコンに電池を取り付ける」 p.43
• 「操作対象のプロジェクターIDをリモコンで選択する」 p.122

パパススワワーードドがが入入力力ででききなないい
パスワードを入力できない、または忘れたときは、次の対処方法を確
認してください。
• パスワードを設定せずに、パスワードプロテクトを有効にしている
ことがあります。初期パスワード0000を入力します。

• 誤ったパスワードを何度も入力すると、問い合わせコードを示す
メッセージが表示されます。そのコードをメモして、お買い上げの
販売店またはお問い合わせ先に記載の連絡先にご相談ください。パ
スワードに関してお問い合わせをいただいた際は、お客様のお名前

や連絡先をお聞きし、ご本人であることを確認させていただきま
す。

• Web制御パスワードを忘れたときは、以下を入力してみてくださ
い。
• ユーザー名：EPSONWEB
• デフォルトのパスワード：admin

• Remoteパスワードを忘れたときは、以下を入力してみてください。
• ユーザー名：EPSONREMOTE
• デフォルトのパスワード：guest

• リモコンを紛失したときはパスワードを入力できません。新たにリ
モコンをお買い求めください。

「「時時刻刻をを保保持持すするる電電池池残残量量がが低低下下ししてていいまますす」」とといいうう
メメッッセセーージジがが表表示示さされれるる

「時刻を保持する電池残量が低下しています」というメッセージが表
示される場合は、お買い上げの販売店またはお問い合わせ先に記載の
連絡先にご相談ください。
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ネットワーク経由でプロジェクターを使用するときに想定されるトラ
ブルの対処方法を確認してください。

gg関関連連項項目目
• 「無線LAN認証できない」 p.256
• 「Webブラウザーを使って設定を変更できない」 p.256
• 「異常が起きたときにメール通知されない」 p.256
• 「ネットワーク経由で投写した映像が乱れる」 p.257
• 「Screen Mirroringで接続できない」 p.257
• 「Screen Mirroringソースを2系統使用できない」 p.257
• 「Screen Mirroringの映像・音声が乱れる」 p.258
• 「共有画面を受信できない」 p.258

無無線線LAN認認証証ででききなないい
無線LANの認証に失敗するときは、次の対処方法を確認してくださ
い。
• 無線LANが正しく設定されていても認証できないときは、［管理］メ
ニューの［日付＆時刻］を設定し直してください。

• ［ネットワーク］メニューで［セキュリティー］の設定を確認しま
す。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［無線LAN］ >［セ
キュリティー］

• アクセスポイントのセキュリティーがWPA3-EAPに設定されていると
きは、WPA2/WPA3-EAPに設定します。

gg関関連連項項目目
• 「管理メニュー」 p.208
• 「ネットワーク設定 -無線LANメニュー」 p.214

Webブブララウウザザーーをを使使っってて設設定定をを変変更更ででききなないい
Webブラウザーを使って本機の設定を変更できないときは、正しい
ユーザー名とパスワードを確認します。
• ユーザー名にはEPSONWEBと入力します。（ユーザー名は変更でき
ません。）

• パスワードには、［ネットワーク］メニューで設定しているパス
ワードを入力します。デフォルトのパスワードはadminです。

• インフラストラクチャーモードの場合、プロジェクターが接続して
いるネットワークへのアクセス権を持っていることを確認します。

• お使いのWebブラウザーで、プロキシサーバーを使用して接続する
ように設定されていると、［Epson Web Control］画面を表示できま
せん。プロキシサーバーを使用しないで接続するように設定してく
ださい。

• ［動作］メニューの［待機モード］が［通信オン］のスタンバイ状
態のとき、接続しているネットワーク機器の電源が入っていること
を確認します。ネットワーク機器の電源を入れた後、プロジェク
ターを再起動してください。無線で接続するときは、無線LANアクセ
スポイント経由で接続してください。

a

ユーザー名、パスワードの大文字小文字は区別されます。

gg関関連連項項目目
• 「ネットワーク設定メニュー」 p.213
• 「動作メニュー」 p.204

異異常常がが起起ききたたととききににメメーールル通通知知さされれなないい
プロジェクターの異常/警告を通知するメールが受け取れないときは、
次の対処方法を確認してください。
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• 本機の電源が入っているか、ネットワークに正しく接続されている
か確認します。本機に致命的な異常が発生し、瞬時に起動停止状態
になったときは、メールが送信できないことがあります。

• ［メール通知］メニューまたはネットワークソフトウェアでメール
通知機能を正しく設定していることを確認します。

• 本機がスタンバイ状態のときもプロジェクターを監視できるよう
に、［動作］メニューの［待機モード］を［通信オン］に設定しま
す。
お使いのネットワーク環境に応じて、［通信ポート］の設定を変更
します。無線で接続するときは、無線LANアクセスポイント経由で接
続してください。

gg関関連連項項目目
• 「ネットワーク設定 -メール通知メニュー」 p.217
• 「動作メニュー」 p.204

ネネッットトワワーークク経経由由でで投投写写ししたた映映像像がが乱乱れれるる
ネットワーク経由で投写した映像が乱れるときは、次の対処方法を確
認してください。
• アクセスポイントとコンピューターやモバイルデバイス、プロジェ
クターの間に障害物がないかを確認し、電波状況がよくなるように
それらの位置を変更します。

• アクセスポイントとコンピューターやモバイルデバイス、プロジェ
クターが離れすぎていないか確認します。離れすぎているときは、
近づけて接続します。

• Bluetoothを使用する機器や電子レンジなどからの干渉がないか確認
してください。干渉の可能性のある機器を遠ざけるか、無線帯域を
確保します。

• 映像の表示が遅いときは、接続している機器の数を減らしてくださ
い。

Screen Mirroringでで接接続続ででききなないい
Screen Mirroringでプロジェクターに接続できないときは、次の対処方
法を確認してください。
• プロジェクターの設定を確認します。
• ［シンプルAP］を［オン］に設定します。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［シンプルAP］

• ［Screen Mirroring］を［オン］に設定します。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［Screen Mirroring］

• ［Screen Mirroring］を［オフ］に設定し、再度［オン］に設定しま
す。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［Screen Mirroring］

• モバイルデバイスの設定を確認します。
• モバイルデバイスの設定が正しいことを確認します。
• 接続を終了した直後に再接続するときは、接続までに時間がかかる
ことがあります。しばらくしてから再接続します。

• モバイルデバイスを再起動します。
• 一度Screen Mirroringで接続すると、モバイルデバイスに本機の接続
情報が記録されることがありますが、この画面からは再接続できな
いことがあります。接続可能なデバイスの一覧から、再度本機を選
択してください。

gg関関連連項項目目
• 「ネットワーク設定メニュー」 p.213
• 「ネットワーク設定 -ネットワーク投写メニュー」 p.219

Screen Mirroringソソーーススをを2系系統統使使用用ででききなないい
Screen Mirroringソースを2系統同時に使用できないときは、［割り込み
接続］を［オフ］にします。
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s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［Screen Mirroring］

gg関関連連項項目目
• 「ネットワーク設定 -ネットワーク投写メニュー」 p.219

Screen Mirroringのの映映像像・・音音声声がが乱乱れれるる
Screen Mirroringでモバイルデバイスから投写した映像・音声が乱れる
ときは、次の対処方法を確認してください。
• モバイルデバイスのWi-Fiアンテナ部分を隠さないようにします。
• モバイルデバイスでScreen Mirroringとインターネット接続を同時に
行うと、映像が止まったり、ノイズが入ったりすることがありま
す。無線帯域を確保し、モバイルデバイスの通信速度を向上させる
ために、インターネット接続を停止します。

• Screen Mirroringで投写できるコンテンツであることを確認します。
• モバイルデバイスの設定によっては、パワーセーブ時に接続が切れ
ることがあります。デバイスの省電力設定などを確認します。

• モバイルデバイスの無線ドライバーやファームウェアを最新の状態
に更新します。

共共有有画画面面をを受受信信ででききなないい
他のプロジェクターから配信された画面を受信できないときは、次の
対処方法を確認してください。
• 画面を共有しているプロジェクターと同じネットワークに接続して
ください。

• ［画面共有］の設定を［オン］にします。
s［ネットワーク］ >［ネットワーク設定］ >［ネットワーク投
写］ >［画面共有］

• Epson iProjectionで接続しているコンピューターやモバイルデバイス
がないことを確認します。

• 画面を共有しているプロジェクターとファームウェアのバージョン
が異なるときは、ファームウェアの更新が必要になることがありま
す。

gg関関連連項項目目
• 「ネットワーク設定 -ネットワーク投写メニュー」 p.219
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プレイリストを再生できないときは、次の対処法を確認してくださ
い。
• ［コンテンツ再生］を［オン］に設定します。
s［動作］ >［コンテンツ再生］

• プレイリストがUSBメモリーに保存されていることを確認します。
• USBメモリーが直接本機に接続されていることを確認します。マルチ
カードリーダーやUSBハブを使用しないでください。

• お使いのUSBメモリーに複数のパーティションが作成されていると、
プレイリストが正しく再生されないことがあります。パーティショ
ンをひとつにしてからプレイリストを保存してください。

• 解像度の異なるプロジェクターで同じプレイリストを再生しないで
ください。［エフェクト］機能を使って追加された色や形の装飾が
正しく再生されないことがあります。
s［動作］ >［コンテンツ再生］ >［エフェクト］

gg関関連連項項目目
• 「動作メニュー」 p.204
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HDMIリンクで接続機器を操作できないときは、次の対処方法を確認し
てください。
• 本機の［マルチプロジェクション］メニューの［HDMI Out設定］を
［パススルー］に設定します（EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑
L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U）。

• お使いのケーブルがHDMI CEC規格に準拠しているか確認します。
• 接続機器がHDMI CEC規格に準拠しているか確認します。詳しくは接
続機器の取扱説明書をご覧ください。

• HDMIリンクを使うために必要なケーブルがすべて接続されているこ
とを確認します。

• 接続機器の電源がスタンバイ状態になっているか確認します。詳し
くは接続機器の取扱説明書をご覧ください。

• スピーカーを接続しているときは、PCM出力に設定します。
• 新しく機器を接続したり、接続を変更した後に操作できないとき
は、接続機器のCEC機能を設定し直して、再起動します。

• 4台以上のマルチメディアプレイヤーを接続しないでください。
HDMI CEC規格で同時に接続できるプレイヤーは3台までです。

• HDMI CEC規格に準拠していない機器は接続機器一覧に表示されませ
ん。HDMI CEC規格に準拠した機器をお使いください。

gg関関連連項項目目
• 「マルチプロジェクションメニュー」 p.221



付付録録
お使いの製品の仕様や使用上の注意事項については、以下の項目をご確認ください。

gg関関連連項項目目
• 「オプション・消耗品一覧」 p.262
• 「スクリーンサイズと投写距離」 p.264
• 「対応解像度」 p.269
• 「本機仕様」 p.273
• 「外形寸法図」 p.275
• 「Epson Projector Content Managerの対応機能」 p.276
• 「Epson Projector Professional Toolの対応機能」 p.277
• 「安全規格対応シンボルマークと説明」 p.279
• 「レーザー製品を安全にお使いいただくために」 p.281
• 「用語解説」 p.283
• 「一般のご注意」 p.285
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下記のオプション・消耗品を用意しています。用途に合わせてお買い
求めください。
これらのオプション品は2021年2月現在のものです。
予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

gg関関連連項項目目
• 「スクリーン」 p.262
• 「ケーブル」 p.262
• 「設置用金具」 p.262
• 「無線LAN用オプション」 p.262
• 「外付けオプション」 p.263
• 「消耗品」 p.263

ススククリリーーンン
60型型ススククリリーーンン ELPSC27
80型型ススククリリーーンン ELPSC28
100型型ススククリリーーンン ELPSC29

携帯型ロールスクリーンです。（アスペクト比4:3）
70型型ススククリリーーンン ELPSC23
80型型ススククリリーーンン ELPSC24
90型型ススククリリーーンン ELPSC25

携帯型ロールスクリーンです。（アスペクト比16:10）
50型型ススククリリーーンンELPSC32

持ち運びに便利なコンパクトスクリーンです。（アスペクト比4:3）

ケケーーブブルル
ココンンピピュューータターーケケーーブブルル ELPKC02（（ミミニニD-Sub 15pin/ミミニニD-Sub
15pin用用1.8m））
ココンンピピュューータターーケケーーブブルル ELPKC09（（ミミニニD-Sub 15pin/ミミニニD-Sub
15pin用用 3m））
ココンンピピュューータターーケケーーブブルル ELPKC10（（ミミニニD-Sub 15pin/ミミニニD-Sub
15pin用用 20m））

Computer端子に接続するときに使います。

設設置置用用金金具具
天天吊吊金金具具 ELPMB22
薄薄型型天天吊吊金金具具 ELPMB30

天井に取り付けるときに使います。
セセーーフフテティィーーワワイイヤヤーーセセッットト ELPWR01

落下防止のため、本機と天吊り金具をつなぐときに使います。
パパイイププ450（（450mm）） ELPFP13
パパイイププ700（（700mm）） ELPFP14

高天井および化粧天井に取り付けるときに使います。

a

天吊り設置には特別な技術が必要です。詳細はお買い上げの販
売店またはお問い合わせ先に記載の連絡先にご相談ください。

無無線線LAN用用オオププシショョンン
無無線線LANユユニニッットト ELPAP11

無線LAN接続で投写するときに使います。
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ワワイイヤヤレレススププレレゼゼンンテテーーシショョンンシシスステテムム ELPWP10
本機とWindows/Macコンピューターを直接接続して無線で投写する
ときに使います。2つのトランスミッター（ELPWT01）と1つの無線
LANユニット（ELPAP11）が含まれています。

トトラランンススミミッッタターー ELPWT01
ワイヤレスプレゼンテーションシステムに追加するトランスミッ
ターです。

外外付付けけオオププシショョンン
書書画画カカメメララ ELPDC21
書書画画カカメメララ ELPDC07

書籍やOHP原稿、スライドなどを投写するときに使います。
ススピピーーカカーー ELPSP02

電源内蔵の外付けスピーカーです。
HDBaseTトトラランンススミミッッタターー ELPHD01

HDMI信号を、LANケーブル1本で長距離伝送するためのトランス
ミッターです。（HDCP2.2には対応していません。）

Android TV™端端末末
ELPAP12（（EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630SU/EB‑‑L630U/EB‑‑L
630W/EB‑‑L530U））

メディアストリーミング端末です。オンラインコンテンツを視聴す
るときに使います。

消消耗耗品品
エエアアフフィィルルタターー ELPAF56

使用済みエアフィルターと交換します。
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この表に従って、スクリーンからプロジェクターまでの距離を、投写
映像の大きさに応じて決めます。

gg関関連連項項目目
• 「EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑
L530U」 p.264

• 「EB‑L720U」 p.267

EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630SU/EB‑‑L630U
/EB‑‑L630W/EB‑‑L530U

A 投写距離（cm）

B レンズ中心からスクリーン下端までの高さ（上下レンズシフトの設定に
より変わります）（cm）

C レンズの中心

WUXGA（（EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L630U/EB‑‑L530U））/WXGA（（EB‑‑L630
W））

16:10スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

上下レンズシフト
最下～最上

50型 108 × 67 144 - 235 -67 - 0

60型 129 × 81 174 - 283 -81 - 0

70型 151 × 94 204 - 331 -94 - 0

80型 172 × 108 233 - 378 -108 - 0

100型 215 × 135 292 - 474 -135 - 0

120型 258 × 162 351 - 569 -162 - 0

150型 323 × 202 440 - 713 -202 - 0

200型 431 × 269 588 - 951 -269 - 0

300型 646 × 404 884 - 1429 -404 - 0

500型 1077 × 673 1476 - 2384 -673 - 0

4:3スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

上下レンズシフト
最下～最上

45型 91 × 69 147 - 240 -69 - 0

50型 102 × 76 164 - 267 -76 - 0

60型 122 × 91 197 - 321 -91 - 0
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4:3スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

上下レンズシフト
最下～最上

80型 163 × 122 264 - 429 -122 - 0

100型 203 × 152 331 - 537 -152 - 0

110型 224 × 168 365 - 591 -168 - 0

120型 244 × 183 398 - 645 -183 - 0

150型 305 × 229 499 - 807 -229 - 0

200型 406 × 305 666 - 1077 -305 - 0

300型 610 × 457 1001 - 1618 -457 - 0

440型 894 × 671 1470 - 2375 -671 - 0

16:9スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

上下レンズシフト
最下～最上

49型 108 × 61 145 - 237 -64 - 3

50型 111 × 62 148 - 242 -66 - 3

60型 133 × 75 179 - 291 -79 - 4

80型 177 × 100 240 - 389 -105 - 6

100型 221 × 125 301 - 487 -131 - 7

110型 244 × 137 331 - 536 -145 - 8

120型 266 × 149 361 - 585 -158 - 8

150型 332 × 187 453 - 733 -197 - 10

200型 443 × 249 605 - 978 -263 - 14

300型 664 × 374 909 - 1469 -394 - 21

480型 1063 × 598 1456 - 2352 -631 - 33

16:6スクリーンサイズ * A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

上下レンズシフト
最下～最上

46型 109 × 41 147 - 239 -55 - 14

50型 119 × 45 160 - 260 -59 - 15

60型 143 × 54 192 - 313 -71 - 18

70型 166 × 62 225 - 366 -83 - 21

80型 190 × 71 258 - 418 -95 - 24

100型 238 × 89 323 - 524 -119 - 30

120型 285 × 107 388 - 629 -143 - 36

150型 357 × 134 486 - 787 -178 - 45

200型 476 × 178 650 - 1051 -238 - 59

300型 713 × 268 976 - 1578 -357 - 89

452型 1075 × 403 1473 - 2379 -537 - 134

* 16:6はEB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L630U/EB‑L530Uでのみ対応していま
す。

WUXGA（（EB‑‑L635SU/EB‑‑L630SU））

16:10スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ） *

上下レンズシフト
最下～最上

50型 108 × 67 85 - 115 -67 - 0

60型 129 × 81 103 - 139 -81 - 0

80型 172 × 108 138 - 186 -108 - 0

90型 194 × 121 156 - 210 -121 - 0

100型 215 × 135 173 - 234 -135 - 0
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16:10スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ） *

上下レンズシフト
最下～最上

148型 319 × 199 258 - 348 -199 - 0

150型 323 × 202 261** -202 - 0

180型 388 × 242 314** -242 - 0

200型 431 × 269 349** -269 - 0

4:3スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ） *

上下レンズシフト
最下～最上

45型 91 × 69 87 - 117 -69 - 0

50型 102 × 76 97 - 131 -76 - 0

60型 122 × 91 117 - 157 -91 - 0

80型 163 × 122 157 - 211 -122 - 0

90型 183 × 137 176 - 238 -137 - 0

100型 203 × 152 196 - 265 -152 - 0

120型 244 × 183 236 - 319 -183 - 0

130型 264 × 198 256 - 346 -198 - 0

150型 305 × 229 296** -229 - 0

176型 358 × 268 348** -268 - 0

16:9スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ） *

上下レンズシフト
最下～最上

49型 108 × 61 86 - 116 -64 - 3

16:9スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ） *

上下レンズシフト
最下～最上

50型 111 × 62 88 - 118 -66 - 3

60型 133 × 75 106 - 143 -79 - 4

80型 177 × 100 142 - 191 -105 - 6

100型 221 × 125 178 - 240 -131 - 7

120型 266 × 149 214 - 289 -158 - 8

144型 319 × 179 258 - 348 -189 - 10

150型 332 × 187 269** -197 - 10

180型 398 × 224 323** -237 - 12

194型 429 × 242 348** -255 - 13

16:6スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ） *

上下レンズシフト
最下～最上

46型 109 × 41 86 - 117 -55 - 14

50型 119 × 45 94 - 127 -59 - 15

60型 143 × 54 114 - 153 -71 - 18

80型 190 × 71 153 - 206 -95 - 24

100型 238 × 89 191 - 259 -119 - 30

120型 285 × 107 230 - 311 -143 - 36

134型 319 × 120 258 - 348 -159 - 40

150型 357 × 134 289** -178 - 45

180型 428 × 161 347** -214 - 54

181型 430 × 161 349** -215 - 54
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*最長（テレ）：デジタルズーム
**ワイド（最大ズーム）で投写

EB‑‑L720U

A 投写距離（cm）

B レンズ中心からスクリーン下端（天吊りの場合はスクリーン上端）まで
の高さ（cm）

C レンズの中心

WUXGA

16:10スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

50型 108 × 67 144 - 235 -2

60型 129 × 81 174 - 283 -3

70型 151 × 94 204 - 331 -3

80型 172 × 108 233 - 378 -4

100型 215 × 135 292 - 474 -5

120型 258 × 162 351 - 569 -6

150型 323 × 202 440 - 713 -7

200型 431 × 269 588 - 951 -10

300型 646 × 404 884 - 1429 -14

500型 1077 × 673 1476 - 2384 -24

4:3スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

45型 91 × 69 147 - 240 -2

50型 102 × 76 164 - 267 -3

60型 122 × 91 197 - 321 -3

70型 142 × 107 231 - 375 -4

80型 163 × 122 264 - 429 -4

100型 203 × 152 331 - 537 -5

120型 244 × 183 398 - 645 -7

150型 305 × 229 499 - 807 -8
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4:3スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

200型 406 × 305 666 - 1077 -11

300型 610 × 457 1001 - 1618 -16

440型 894 × 671 1470 - 2375 -24

16:9スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

49型 108 × 61 145 - 237 1

50型 111 × 62 148 - 242 1

60型 133 × 75 179 - 291 1

70型 155 × 87 209 - 340 1

80型 177 × 100 240 - 389 2

100型 221 × 125 301 - 487 2

120型 266 × 149 361 - 585 2

150型 332 × 187 453 - 733 3

200型 443 × 249 605 - 978 4

300型 664 × 374 909 - 1469 6

486型 1076 × 605 1474 - 2381 9

16:6スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

46型 109 × 41 147 - 239 11

16:6スクリーンサイズ A B

最短（ワイド）～最
長（テレ）

50型 119 × 45 160 - 260 12

60型 143 × 54 192 - 313 15

70型 166 × 62 225 - 366 17

80型 190 × 71 258 - 418 20

100型 238 × 89 323 - 524 24

120型 285 × 107 388 - 629 29

150型 357 × 134 486 - 787 37

200型 476 × 178 650 - 1051 49

300型 713 × 268 976 - 1578 73

452型 1075 × 403 1473 - 2379 110
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映像信号ごとのリフレッシュレートと解像度を示します。

a

Computer端子はYCbCr信号に対応していません。

PC

コンパチブルモード

Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

VGA60 640 480 60 ✓ ✓

VGA72 640 480 72 ✓

VGA75 640 480 75 ✓

VGA85 640 480 85 ✓

SVGA60 800 600 60 ✓ ✓

SVGA72 800 600 72 ✓

SVGA75 800 600 75 ✓

SVGA85 800 600 85 ✓

XGA60 1024 768 60 ✓ ✓

XGA70 1024 768 70 ✓

XGA75 1024 768 75 ✓

XGA85 1024 768 85 ✓

WXGA60-1 1280 768 60 ✓

WXGA60 1280 800 60 ✓ ✓

WXGA75 1280 800 75 ✓

Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

WXGA85 1280 800 85 ✓

WXGA60-3 1366 768 60 ✓ ✓

WXGA+60 1440 900 60 ✓ ✓

WXGA+75 1440 900 75 ✓

WXGA+85 1440 900 85 ✓

WXGA++ 1600 900 60 ✓ ✓

SXGA1_70 1152 864 70 ✓

SXGA1_75 1152 864 75 ✓

SXGA1_85 1152 864 85 ✓

SXGA2_60 1280 960 60 ✓ ✓

SXGA2_75 1280 960 75 ✓

SXGA2_85 1280 960 85 ✓

SXGA3_60 1280 1024 60 ✓ ✓

SXGA3_75 1280 1024 75 ✓

SXGA3_85 1280 1024 85 ✓

SXGA+60 1400 1050 60 ✓ ✓

SXGA+75 1400 1050 75 ✓

WSXGA+60 1680 1050 60 ✓* ✓

UXGA60 1600 1200 60 ✓ ✓

1920×1080_50 1920 1080 50 ✓ ✓

1920×1080_60 1920 1080 60 ✓ ✓
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Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

WUXGA60

(Reduced
Blanking)

1920 1200 60 ✓ ✓

QXGA 2048 1536 60 ✓

WQHD 2560 1440 60 ✓

WQXGA

(Reduced
Blanking)

2560 1600 60 ✓

*［映像調整］メニューの［入力解像度］で［ワイド］を選択してい
るときのみ

特特殊殊なな解解像像度度（（EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L720U/EB‑‑L635SU/EB‑‑
L630SU/EB‑‑L630U/EB‑‑L530U））
コンパチブルモード

Mode

HDMI/HDBaseT

RGB
YCbCr

4:4:4 4:2:2 4:2:0

8 10 12 8 10 12 8 10 12 8 10 12

特殊な解像度
（16:6） ✓

モード情報

Mode
解像度
（dot）

水平同期
信号

（KHz）

リフレッ
シュレー
ト（Hz）

ドットク
ロック
（MHz）

走査方式

特殊な解像度
（16:6） 1920 720 45.96 60 95.045 Progressive

映像が正しく表示されないときは、以下のタイミング情報をコン
ピューターに設定してください。（コンピューターによっては設定で
きないことがあります。）

Mode

ドット
クロッ

ク
（MHz
）

水平走
査周波

数
（KHz
）

リフ
レッ
シュ
レート
（Hz）

水平描
画期間
（dot
）

水平フ
ロント
ポーチ
（dot
）

水平同
期信号
期間
（dot
）

水平
バック
ポーチ
（dot
）

特殊な解像度
（16:6） 95.045 45.96 60 1920 42 32 74

Mode

垂直描
画期間
（line
）

垂直フ
ロント
ポーチ
（line
）

垂直同
期信号
期間
（line
）

垂直
バック
ポーチ
（line
）

水平同
期信号
極性

垂直同
期信号
極性

走査方
式

特殊な解像度
（16:6） 720 20 8 18 P N

Progres
sive

P: Positive

N: Negative

SD

コンパチブルモード
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Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

SDTV (480i) 720 480 59.94 ✓ ✓ ✓

SDTV (576i) 720 576 50 ✓ ✓ ✓

SDTV (480p) 720 480 59.94 ✓ ✓ ✓ ✓

SDTV (576p) 720 576 50 ✓ ✓ ✓ ✓

HD

コンパチブルモード

Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

HDTV

(720p)_50
1280 720 50 ✓ ✓ ✓ ✓

HDTV

(720p)_59.94
1280 720 59.94 ✓ ✓ ✓ ✓

HDTV

(720p)_60
1280 720 60 ✓ ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080i)_50
1920 1080 50 ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080i)_59.94
1920 1080 59.94 ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080i)_60
1920 1080 60 ✓ ✓ ✓

Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

HDTV

(1080p)_23.98
1920 1080 23.98 ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080p)_24
1920 1080 24 ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080p)_29.97
1920 1080 29.97 ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080p)_30
1920 1080 30 ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080p)_50
1920 1080 50 ✓ ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080p)_59.94
1920 1080 59.94 ✓ ✓ ✓ ✓

HDTV

(1080p)_60
1920 1080 60 ✓ ✓ ✓ ✓

4K

コンパチブルモード

Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

4K

(3840×2160)
3840 2160 23.98 ✓ ✓ ✓
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Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

4K

(3840×2160)
3840 2160 24 ✓ ✓ ✓

4K

(3840×2160)
3840 2160 25 ✓ ✓ ✓

4K

(3840×2160)
3840 2160 29.97 ✓ ✓ ✓

4K

(3840×2160)
3840 2160 30 ✓ ✓ ✓

4K

(3840×2160)
3840 2160 50 ✓

4K

(3840×2160)
3840 2160 59.94 ✓

4K

(3840×2160)
3840 2160 60 ✓

4K

(4096×2160)

(SMPTE)

4096 2160 23.98 ✓ ✓ ✓

4K

(4096×2160)

(SMPTE)

4096 2160 24 ✓ ✓ ✓

4K

(4096×2160)

(SMPTE)

4096 2160 50 ✓

Mode
Resolution

(dot)

Refresh
Rate
(Hz)

Comp
uter

HDMI/HDBaseT

RGBH
V

YCbCr(8bit) RGB

(8bit)4:2:0 4:2:2 4:4:4

4K

(4096×2160)

(SMPTE)

4096 2160 59.94 ✓

4K

(4096×2160)

(SMPTE)

4096 2160 60 ✓
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商品名 EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L720U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/
EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U

外形サイズ 幅440 × 高さ122 × 奥行き304 mm（突起部を含ま
ず）

液晶パネルサイズ 0.67型

表示方式 ポリシリコンTFTアクティブマトリクス

解像度 EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L720U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630
SU/EB‑‑L630U/EB‑‑L530U：：
2,304,000ピクセル
WUXGA（横1,920 ×縦1,200ドット） × 3

EB‑‑L630W：：
1,024,000ピクセル
WXGA（横1,280 × 縦800ドット） × 3

フォーカス調整 手動

ズーム調整 EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L720U/EB‑‑L630U/EB‑‑L630
W/EB‑‑L530U：：
1.0～1.6（光学ズーム）
EB‑‑L635SU/EB‑‑L630SU：：
1.0～1.35（デジタルズーム）

レンズシフト EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630SU/EB‑‑L63
0U/EB‑‑L630W/EB‑‑L530U：：
手動
上下方向最大約±50%

左右方向最大約±20%

光源 レーザーダイオード

光源出力 EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L720U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630
SU/EB‑‑L630U/EB‑‑L630W：：
最大115.5 W

EB‑‑L530U：：
最大44 W

波長 449～461 nm

レーザークラス クラス4

光源使用時間* 光源モードがノーマルまたは静音の場合：約20,000
時間
光源モードがロングの場合：約30,000時間

音声最大出力 10 W

スピーカー 1個

電源 EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L720U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630
SU/EB‑‑L630U：：
100-240V AC±10% 50/60Hz 3.6 - 1.6 A

EB‑‑L630W/EB‑‑L530U：：
100-240V AC±10% 50/60Hz 3.1 - 1.4 A

定格消費電力（100-
120Vエリア）

EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L720U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630
SU/EB‑‑L630U：：
358 W

EB‑‑L630W/EB‑‑L530U：：
301 W

定格消費電力（220-
240Vエリア）

EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L720U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630
SU/EB‑‑L630U：：
345 W

EB‑‑L630W/EB‑‑L530U：：
293 W

待機時消費電力 通信オン：2.0 W

通信オフ：0.3 W
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動作高度 標高0～3,048 m

動作温度範囲（1台で使
用時）**

標高0～2,286 m：0～+45°C（湿度20～80%、結露し
ないこと）
標高2,287～3,048 m：0～+40°C（湿度20～80%、結
露しないこと）

動作温度範囲（複数台
使用時）**

標高0～2,286 m：0～+40°C（湿度20～80%、結露し
ないこと）
標高2,287～3,048 m：0～+35°C（湿度20～80%、結
露しないこと）

保存温度範囲 -10～+60°C（結露しないこと）

質量 EB‑‑L735U/EB‑‑L730U/EB‑‑L635SU/EB‑‑L630SU/EB‑‑L63
0U/EB‑‑L630W：：
約8.4kg

EB‑‑L720U：：
約7.8kg

EB‑‑L530U：：
約8.2kg

*光源の明るさが半減するまでの目安時間です。（大気中に含まれる
粒子物質が0.04～0.2mg/m3の環境下での使用を想定しています。使用
条件や使用環境によって目安時間は変動します。）
**使用する環境の温度が高くなったときは、光源の明るさを自動的に
落とします。（標高0～2,286mでは約35℃、標高2,287～3,048mでは約
30℃を目安としますが、使用環境等によって異なります。）

gg関関連連項項目目
• 「接続端子」 p.274

接接続続端端子子

Computer1端子 1系統 ミニD-Sub 15pin（メス）

Computer2/Monitor Out端子 1系統 ミニD-Sub 15pin（メス）

Audio1端子 1系統 ステレオミニピンジャック

Audio2端子 1系統 ステレオミニピンジャック

Audio Out端子 1系統 ステレオミニピンジャック

HDMI1端子 1系統 HDMI（音声はPCMにのみ対応）

HDMI2端子 1系統 HDMI（音声はPCMにのみ対応）

HDMI Out端子（EB‑L735U/EB‑
L730U/EB‑L635SU/EB‑L630SU/EB‑L
630U/EB‑L630W/EB‑L530U）

1系統 HDMI

USB-A端子 1系統 USBコネクター（Aタイプ）

DC Out端子（給電用）（EB‑
L735U/EB‑L730U/EB‑L635SU/EB‑L6
30SU/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530
U）

1系統 USBコネクター（Aタイプ）

Service端子 1系統 USBコネクター（Bタイプ）

LAN端子 1系統 RJ-45

HDBaseT端子 1系統 RJ-45

RS-232C端子 1系統 ミニD-Sub 9pin（オス）

a

• USB-A端子とUSB-B端子はUSB2.0に対応しています。ただし、
USB対応機器すべての動作を保証するものではありません。

• USB-B端子はUSB 1.1には対応していません。



外外形形寸寸法法図図 275

A レンズの中心

B レンズ中心から天吊り固定部までの寸法：74 mm

C EB‑L735U/EB‑L730U/EB‑L720U/EB‑L630U/EB‑L630W/EB‑L530U：339 mm

EB‑L635SU/EB‑L630SU：334 mm

単位：mm
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本機はEpson Projector Content Managerの以下の機能をサポートしてい
ます。

機能/設定項目 EB‑L735U/EB‑L730
U/EB‑L720U/EB‑L6
35SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W

/EB‑L530U

同期再生 -

ネットワーク経由でプロジェクターにプレイリストを保
存する ✓

［設定］ >［動画形式］ 自動選択 ✓

AVI形式 ✓

MP4形式 ✓
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本機はEpson Projector Professional Toolの以下の機能をサポートしてい
ます。

a

• ［マルチプロジェクション］メニューの［HDMI Out設定］と
プロジェクターのHDMI Out端子を使用した複数台接続は、
Epson Projector Professional Toolでサポートしていません。

• ［スクリーンタイプ］および［スクリーン位置］を変更する
と、［幾何学歪み補正］は初期化されます。

• HDBaseTトランスミッター経由で本機の電源を入れる場合は、
［信号入出力］メニューの［A/V出力］を［常時］に設定しま
す。

機能/設定項目 EB‑L735U/EB‑L730
U/EB‑L720U/EB‑L6
35SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W

/EB‑L530U

［カメラアシス
ト］機能 -

［レイアウト/監
視］タブ

［入力電圧］
-

［設定］タブ ［レンズコント
ロール］タブ -

［初期設定］ >
［基本設定3］タ
ブ

［スタートアップ
（シャッター）］
/［スタンバイ
（シャッター）］

-

［フェードイン
（秒）］/
［フェードアウト
（秒）］

-

機能/設定項目 EB‑L735U/EB‑L730
U/EB‑L720U/EB‑L6
35SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W

/EB‑L530U

［シャッタータイ
マー］

本機の［A/V
ミュートタイ
マー］として設定
できます。

［スタンバイ確
認］ -

［全初期化］ 以下の設定も初期
値に戻ります。
• ［ユニフォーミ
ティー］

• ［カラーマッチ
ング］

［スクリーンマッ
チング初期化］

以下の設定のみ初
期値に戻ります。
• ［ユニフォーミ
ティー］

• ［カラーマッチ
ング］

［幾何学歪み補
正］タブ

［曲面投写補正］
-

［コーナー投写補
正］ -

ポイントをドラッ
グ＆ドロップする
ときのマーカー表
示

-
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機能/設定項目 EB‑L735U/EB‑L730
U/EB‑L720U/EB‑L6
35SU/EB‑L630SU/E
B‑L630U/EB‑L630W

/EB‑L530U

投写エリア外出の
調整 -

絶対座標値と相対
座標値 ✓

ソフトウェアのメ
ニュー

［幾何学歪み補正
ファイル］ -

［プロジェクター
ファイル］ -
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製品上にシンボルマークが表示されている場合は、それぞれ以下の意
味を持っています。

No. シンボルマーク 対応規格 説明

A IEC60417

No. 5007

電源ON

電源への接続を示す。

B IEC60417

No. 5008

電源OFF

電源からの切り離しを示す。

C IEC60417

No. 5009

スタンバイ
機器・装置の一部だけを通電状態
にし、機器・装置を待機状態にす
るためのスイッチまたはその位置
を示す。

D ISO7000

No. 0434B,

IEC3864-B3.1

注意
製品取扱時の全般的な注意を示
す。

E IEC60417

No. 5041

注意（高温）
高温の可能性があり、不注意に触
れない方がよい箇所であることを
示す。

F IEC60417

No. 6042

ISO3864-B3.6

注意（感電危険）
感電（電撃）の危険性がある機
器・装置であることを示す。

G IEC60417

No. 5957

屋内専用
屋内使用専用を目的とする電気機
器・装置であることを表す。

No. シンボルマーク 対応規格 説明

H IEC60417

No. 5926

直流電源コネクタ極性
直流電源を接続してもよい機器の
プラスおよびマイナス電極の接続
を示す。

I — No. 8と同じ

J IEC60417

No. 5001B

電池（一般）
電池を電源とする機器・装置に使
用する。電池装着部分のカバーま
たは接続端子を示す。

K IEC60417

No. 5002

電池の向き
電池ケース本体および電池ケース
内での向きを示す。

L — No. 11と同じ

M IEC60417

No. 5019

保護接地
障害発生時の電撃（感電）保護用
外部導体への接続端子または保護
接地極の端子であることを示す。

N IEC60417

No. 5017

アース
No. 13の使用が明示的に要請されな
い場合の接地（アース）端子であ
ることを示す。

O IEC60417

No. 5032

交流
交流専用の機器・装置であり、交
流に対応する端子であることを示
す。
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No. シンボルマーク 対応規格 説明

P IEC60417

No. 5031

直流
直流専用の機器・装置であり、直
流に対応する端子であることを示
す。

Q IEC60417

No. 5172

クラスⅡ機器
JIS C 9335-1/JIS C 8105-1でクラスⅡ
機器と規定した安全性要求事項に
適合する機器・装置であることを
示す。

R ISO 3864 一般的な禁止
特定しない一般的な禁止通告を示
す。

S ISO 3864 接触禁止
機器の特定の場所に触れることに
よって傷害が起こる可能性がある
場合の禁止通告を示す。

T — プロジェクター動作中の投写レン
ズ覗きこみ禁止を示す。

U — プロジェクターの上に物を置いて
はならないことを示す。

V ISO3864

IEC60825-1

注意（レーザー放射）
製品上に注意が必要なレベルの
レーザー放射部があることを示
す。

W ISO 3864 分解禁止
機器を分解することで感電などの
傷害が起こる可能性がある場合の
禁止通告を示す。

No. シンボルマーク 対応規格 説明

X IEC60417

No. 5266

待機、一部待機
機器・装置の一部が準備状態であ
ることを示す。

Y ISO3864

IEC60417

No. 5057

注意（可動部品）
保護規定上、可動部品から離れな
ければならないことを示す。

Z IEC60417

No. 6056

注意（可動ファンのブレード）
保護規定上、可動部品から離れな
ければならないことを示す。

a IEC60417

No. 6043

注意（鋭利な角）
保護規定上、鋭利な角には触れて
はいけないことを指示する。

b — プロジェクター動作中の投写レン
ズ覗きこみ禁止。

c ISO7010

No. W027

ISO 3864

警告、光放射（UV、可視光、IR
など）
光放射の近くにいるときは、目や
肌に負傷を与えないように注意し
てください。

d IEC60417

No. 5109

居住区域使用禁止
居住区域での使用に適さない電気
機器・装置であることを示す。
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本機はJIS C 6802:2014に適合したクラス1レーザー製品です。
以下の注意事項を必ず守ってご使用ください。

警警告告
• 本機のケースを開けないでください。内部に高出力レーザー製品が組み
込まれています。

• 本機の光源を直接見ないでください。強い光が視力障害などの原因とな
ります。

注注意意
本機を廃棄する場合は分解しないでください。国や地域の廃棄ルールに
従って廃棄してください。

a

本機の光源はレーザーを使用しています。レーザーには以下の
ような特性があります。
• 使用環境によって、光源の輝度が低下します。温度が高くなる
ほど、輝度の低下が大きくなります。

• 使用時間の経過にともない、光源の輝度が低下します。使用時
間と輝度低下の関係は明るさ設定で変更できます。

gg関関連連項項目目
• 「レーザー警告ラベル」 p.281

レレーーザザーー警警告告ララベベルル
本機の内部および側面にはレーザー警告ラベルが貼られています。

内内部部

上上面面
投写中は、光源から放射されるレーザービームをのぞかないでくださ
い。（RG2 IEC/EN 62471-5:2015に準拠）

• 投写中は本機のレンズをのぞき込まないでください。目に損傷を与
えるおそれがあります。特にお子様やペットの行動にご注意くださ
い。
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• 本機から離れた場所でリモコンを使って電源を入れるときは、レン
ズをのぞいている人がいないことを確認してください。

• 小さなお子様には操作させないでください。操作する可能性がある
場合は、必ず保護者が同伴してください。

• 投写中はレンズをのぞきこまないでください。また、ルーペや望遠
鏡などの光学機器を用いてレンズをのぞかないでください。視覚障
害の原因になることがあります。
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本書で使用している用語で、本文中に説明がないものや難しいものを
簡単に説明します。詳細は市販の書籍などでご確認ください。

AMX Device
Discovery

AMX Device Discoveryとは、AMX社のコントロールシステ
ムとその対象機器の構成を容易にする、AMX社の提唱す
る技術です。
エプソンでは、その技術のプロトコルを導入して、その
プロトコル機能を有効（ON）にできる設定を用意しまし
た。
詳細に関しては、AMX社のWebサイトを参照してくださ
い。
URL：http://www.amx.com/

アスペクト比 画面の横と縦の比率をいいます。
横：縦の比率が16:9の、HDTVなどの画面をワイド画面と
いいます。
SDTVや、一般的なコンピューターのディスプレイのアス
ペクト比は4:3です。

コントラスト 色の明暗の差を強くしたり弱くしたりすることにより、
文字や絵がはっきり見えたり、ソフトに見えたりするこ
とです。この調整をコントラストの調整といいます。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocolの略で、ネットワーク
に接続する機器に、IPアドレスを自動的に割り当てるプロ
トコルのことです。

DICOM Digital Imaging and Communication in Medicineの略称で
す。
医用画像の画像規格および通信プロトコルを定義した世
界標準規格です。

ゲートウェイア
ドレス

サブネットマスクによって分割したネットワーク（サブ
ネット）を超えて通信するためのサーバー（ルーター）
のことです。

HDCP High-bandwidth Digital Content Protectionの略です。
DVIやHDMI端子を経由して送受信するデジタル信号を暗号
化し、不正なコピーを防止する著作権保護技術です。
本機のHDMI端子はHDCPに対応しているため、HDCP技術
で保護されたデジタル映像を投写できます。
ただし、HDCPの規格変更等が行われたときは、変更後の
規格で保護されたデジタル映像を投写できなくなる場合
があります。

HDMI™ High Definition Multimedia Interfaceの略で、デジタル家電
やコンピューター向けの規格です。HD映像とマルチチャ
ンネルオーディオ信号をデジタル伝送できます。
デジタル信号を圧縮せず高品質のまま転送できます。デ
ジタル信号の暗号化機能もあります。

HDTV High-Definition Televisionの略で、次の条件を満たす高精
細なシステムに適用されます。
• 垂直解像度720p、1080i以上（pはプログレッシブ走査、

iはインターレース走査）
• 画面のアスペクト比は16:9

インフラストラ
クチャーモード

無線LANの通信方式の一つで、各機器がアクセスポイント
を経由して通信を行います。

インターレース 1つの画面を作り出す情報を上から下へ1つ飛ばしに伝送
します。
1フレームの表示が1ラインおきとなるため、ちらつき
（フリッカー）が出やすくなります。

IPアドレス ネットワークに接続されたコンピューターを識別するた
めの数字のことです。

プログレッシブ 1つの画面を作り出す情報を一度で映し出して1フレーム
分の映像を表示します。
そのため走査線の本数が同じでもインターレースと比べ
て時間あたりの情報量が2倍になるためちらつきが少ない
映像になります。

http://www.amx.com
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リフレッシュ
レート

ディスプレイの発光体は、その明るさと色をごく短時間
保持します。
そのため発光体をリフレッシュするために1秒間に何度も
画像を走査しなければなりません。
その速度をリフレッシュレートと呼び、ヘルツ（Hz）で
表します。

SDTV Standard Definition Televisionの略で、HDTVの条件を満た
さない標準テレビ放送のことです。

SNMP Simple Network Management Protocolの略で、TCP/IPネッ
トワークにおいてルーターやコンピューターなどネット
ワークに接続された通信機器をネットワーク経由で監
視・制御するためのプロトコルです。

sRGB 各画像装置が表現する色をコンピューターのオペレー
ティングシステム（OS）やインターネットで簡単に扱う
ために規定された、色空間に関する国際標準です。接続
している機器にsRGBモードがある場合、本機と接続機器
の両方ともsRGBに設定します。

SSID SSIDは、無線LANの環境で相手と接続するための識別デー
タです。SSIDが一致している機器同士で無線通信できま
す。

サブネットマス
ク

IPアドレスから、分割したネットワーク（サブネット）の
ネットワークアドレスに使用するビット数を定義する数
値のことです。

SVGA 画面サイズの規格で、横800ドット × 縦600ドットのもの
を呼びます。

SXGA 画面サイズの規格で、横1,280ドット × 縦1,024ドットのも
のを呼びます。

同期 コンピューターから出力される信号は、ある決まった周
波数で出力されます。
その周波数にプロジェクターの周波数を合わせないと、
きれいな映像になりません。
信号の位相（山のずれ）を合わせることを「同期を合わ
せる」といいます。
同期が合っていないと映像にちらつき、ぼやけ、横方向
のノイズが出ます。

トラッキング コンピューターから出力される信号は、ある決まった周
波数で出力されます。
その周波数にプロジェクターの周波数を合わせないと、
きれいな映像になりません。
信号の周波数（山の数）を合わせることを「トラッキン
グを合わせる」といいます。
トラッキングが合っていないと映像に幅広の縦の縞模様
が出ます。

トラップIPアド
レス

SNMPで異常を通知する場合の、通知先のコンピューター
のIPアドレスのことです。

VGA 画面サイズの規格で、横640ドット × 縦480ドットのもの
を呼びます。

XGA 画面サイズの規格で、横1,024ドット × 縦768ドットのも
のを呼びます。

WXGA 画面サイズの規格で、横1,280ドット × 縦800ドットのも
のを呼びます。

WUXGA 画面サイズの規格で、横1,920ドット × 縦1,200ドットのも
のを呼びます。
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本機をお使いの際の注意事項については、以下の項目をご確認くださ
い。

gg関関連連項項目目
• 「使用限定について」 p.285
• 「本機を日本国外へ持ち出す場合の注意」 p.285
• 「瞬低（瞬時電圧低下）基準について」 p.285
• 「JIS C 61000-3-2適合品」 p.285
• 「表記について」 p.285
• 「商標について」 p.286
• 「ご注意」 p.286
• 「著作権について」 p.287

使使用用限限定定ににつついいてて
本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・
防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度などにおいて高い信頼
性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステ
ム全体の信頼性および安全維持のためにフェールセーフ設計や冗長設
計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた
上で当社製品をご使用いただくようお願いいたします。本製品は、航
空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、極めて
高い信頼性・安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませ
んので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分ご確
認のうえ、ご判断ください。

本本機機をを日日本本国国外外へへ持持ちち出出すす場場合合のの注注意意
• 日本国内向けの本製品を海外で利用した場合は、保証の対象外とな
ります。国内で販売する本製品は、日本国内使用を意図した安全規
格基準のみ対応しているため、日本国以外でのご使用は違法となる
場合があります。また、国や地域によっては電波使用制限があるた

め、ネットワーク機能を海外で使った場合、罰せられることがあり
ます。

• 電源コードは日本国内向けの電源仕様に基づき同梱されています。
本機を日本国以外でお使いになるときは、事前に使用する国の電源
電圧や、コンセントの形状を確認し、その国の規格に適合した電源
コードを現地にてお求めください。

瞬瞬低低（（瞬瞬時時電電圧圧低低下下））基基準準ににつついいてて
本装置は、落雷などによる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じる
ことがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源
装置などを使用されることをお薦めします。

JIS C 61000-3-2適適合合品品
本装置は、高調波電流規格「JIS C 61000-3-2」に適合しています。

表表記記ににつついいてて
• Microsoft® Windows® 7 operating system

• Microsoft® Windows® 8.1 operating system

• Microsoft® Windows® 10 operating system

本書中では、上記各オペレーティングシステムをそれぞ
れ、「Windows 7」、「Windows 8.1」、「Windows 10」と表記してい
ます。また、これらを総称する場合は「Windows」と表記します。
• OS X 10.11.x

• macOS 10.12.x

• macOS 10.13.x
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• macOS 10.14.x

• macOS 10.15.x

本書中では、上記各オペレーティングシステムをそれぞれ、「OS X
10.11.x」、「macOS 10.12.x」、「macOS 10.13.x」、「macOS
10.14.x」、「macOS 10.15.x」と表記しています。またこれらを総称す
る場合は「Mac」と表記します。

商商標標ににつついいてて
「EPSON」はセイコーエプソン株式会社の登録商標です。「EXCEED
YOUR VISION」およびそのロゴはセイコーエプソン株式会社の登録商標
または商標です。
Mac、OS X、macOSは、Apple Inc.の商標です。
Microsoft、Windows、Windows Serverは、米国Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における商標、または登録商標です。
Wi-Fi®、WPA2®、WPA3®、Miracast®はWi-Fi Alliance®の登録商標です。
App Storeは、Apple Inc.のサービスマークです。
Chrome、Chromebook、Google PlayはGoogle LLC.の商標です。
HDMI、HDMIロゴ、およびHigh-Definition Multimedia InterfaceはHDMI
Licensing Administrator, Inc.の商標、または登録商標です。
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
PJLinkは、日本、米国、その他の国や地域における商標、または登録
商標です。
Crestron®、Crestron Connected®、Crestron Fusion®、Crestron Control®、お
よびCrestron RoomView®は、Crestron Electronics, Inc.の登録商標です。
Intel®は、米国およびその他の国におけるIntel Corporationの登録商標で
す。
Extron®およびXTP®は、RGB Systemsの登録商標です。

HDBaseT™およびHDBaseT Allianceロゴは、HDBaseT Allianceの登録商標
です。
Android TV™はGoogle LLC.の商標です。
なお、各社の商標および製品商標に対しては特に注記のない場合で
も、これを十分尊重いたします。

ごご注注意意
(1)本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断り
いたします。
(2)本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
(3)本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不
審な点や誤り、お気付きの点がございましたら、ご連絡くださいます
ようお願いいたします。
(4)運用した結果の影響につきましては、(3)項にかかわらず責任を負い
かねますのでご了承ください。
(5)本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わず
に取り扱われたり、またはエプソンおよびエプソン指定の者(「お問い
合わせ先」参照)以外の第三者により、修理、変更されたこと等に起因
して生じた損害等につきましては、責任を負いかねますのでご了承く
ださい。
(6)エプソン純正品、およびエプソン品質認定品以外のオプション品ま
たは消耗品、交換部品を装着してトラブルが発生した場合には、責任
を負いかねますのでご了承ください。
(7)本書中のイラストや画面図は実際と異なる場合があります。
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著著作作権権ににつついいてて
本書の内容は予告なく変更することがあります。
© 2021 Seiko Epson Corporation
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